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議案第１７号参考資料 

地域教育部まなびの支援課 

 

公民館を指定管理により運営している他市事例 

 

NO 自治体名 公民館数 館長 企画運営の市民参画 指定管理導入形態 

１ 箕面市 5 指定管理者 なし 民間事業者 

２ 門真市 1 指定管理者 あり 民間事業者 

３ 泉佐野市 4 指定管理者 なし NPO 共同事業体 

４ 阪南市 3 指定管理者 あり 民間事業者 

５ 大阪狭山市 1 指定管理者 なし 民間事業者 

６ 宝塚市 3 指定管理者 なし 民間事業者 

７ 奈良市 23 指定管理者 あり 財団法人 

８ 金沢市 61 指定管理者 あり 地域団体 

９ 長野市 46 指定管理者 あり 地域団体 

10 松江市 29 指定管理者 あり 地域団体 

※企画運営への市民参画は懇談会等の形式により実施 
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議案第１７号参考資料 

地域教育部まなびの支援課 

 

令和５年（2023 年）４月度まちなかリビング北千里月間事業報告書（北千里地区公民館部分抜粋） 

 

ア． まちなかリビング北千里の利用状況 

 

施設入館者１５万人達成 ４月６日       児童センター ３万人達成  ４月９日 

 

イ． 管理運営に係る実績 

（３） 公民館運営事業 

  ① 設備について 

    ・１０日  陶芸窯操作検証 

    ・１日８日１５日２２日 公民館担当者による日報作成検証 

    ・２８日 会議室備品点検 

    ・６日１３日２７日 公民館サイネージデータ作成 

（1） 

(人) うち児童センター（人） うち公民館（人） うち図書館（人）

4月1日 (土) 晴 1,130 205 116 809 13

4月2日 (日) 晴 1,026 210 27 789 22

4月3日 (月) 晴 1,012 182 69 761 18

4月4日 (火) 晴 919 193 15 711 12

4月5日 (水) 曇り 1,139 176 138 825 14
4月6日 (木) 晴 902 250 80 572 11

4月7日 (金) 雨 730 101 85 544 5

4月8日 (土) 曇り 1,434 336 106 992 31

4月9日 (日) 晴 1,160 222 29 909 18

4月10日 (月) 晴 853 160 79 614 16

4月11日 (火) 晴 815 126 15 674 8

4月12日 (水) 曇り 799 99 128 572 9

4月13日 (木) 晴 744 95 101 548 13

4月14日 (金) 晴 759 92 78 589 8

4月15日 (土) 雨 1,128 270 91 767 17

4月16日 (日) 晴 1,475 318 150 1,007 22

4月17日 (月) 晴 781 77 48 656 8

4月18日 (火) 曇り 671 110 20 541 6

4月19日 (水) 雨 882 181 114 587 14

4月20日 (木) 晴 741 123 69 549 15

4月21日 (金) 曇り 745 89 145 511 3

4月22日 (土) 晴 1,219 245 97 877 21

4月23日 (日) 晴 1,457 269 155 1,033 20

4月24日 (月) 曇り 766 74 81 611 6

4月25日 (火) 12 12

4月26日 (水) 雨 901 146 102 653 9

4月27日 (木) 晴 869 84 106 679 18

4月28日 (金) 晴 895 94 116 685 10

4月29日 (土) 雨 1,096 233 24 839 22

4月30日 (日) 曇り 1,269 272 94 903 18

合計 28,317 5,032 2,490 20,795 407

新規登録日付 曜日 天気
入館者数

特記事項

公民館休館日

公民館休館日

公民館休館日

館内整理日
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    ・７日１４日２８日 公民館サイネージデータ更新作業 

  ② 市主催事業について 

    ・１３日１６日開始  主催行事受付補助（不在時対応） 

    ・２６日  公民館館長、事務員との定期ミーティング（桒田） 

    ・２７日  公民館企画運営委員会出席（大友） 

  ③ 公民館貸室業務 

    業務内容：公民館日報で集計、集計表を学びの支援課に報告済み 

    ・毎日 web貸室申し込み状況の確認 （３件） 

    ・１日～２８日 令和５年度グループ活動申請の１２８団体の調整を実施  

    ・随時 グループ活動の支援としてグループ紹介や会員募集等のポスターを募集し、ポスターを２階 

北側階段前に掲示した。 

 

エ. 主催事業に係る実績 

１．まちなかリビング北千里 

 （１） 大型イベント  まちきた子どもフェスタ ４月２９日（土）～５月７日 

・アートであそぼう ２９日（土） １０時３０分～１５時 幼児、小学生 ８３名 

 ２階テラスのガラス窓に専用のクレパスで子どもたちが絵を描いた 講師：キットパスインストラクター 

 ・スポーツフェスタ ２９日（土） １０時３０分～１３時３０分  参加者６９名 （幼児９名 小学生５８名 大人２名） 

 ボールを使った運動を遊びの要素を取り入れて実施 

 ・マンドリンコンサート ３０日（日） １０時３０分～１１時１０分 ８０名（申込２３０名） 

 おなじみのポップスやジブリの曲を演奏 出演：マンドリングループ オリーヴ 

・#まちきた大作戦  

    総合受付 図書館 児童センターの各カウンターでステッカーを配布し、館内の写真が撮影可能にな 

り、「#まちきた大作戦」で SNSなどにアップしてもらうとともに、普段は館内での撮影について制限の 

あることをお知らせした。 

・はぴすまマルシェ   

    普段の出店事業者だけでなく、大型イベント中に出店をはぴすまに依頼した。販売場所を 1階テラス 

にも広げたことで複数の事業者の出店が実施でき、コーヒーやお弁当、パンの販売も可能になった。 

1 階 2階テラスで飲食を楽しむグループや家族連れの姿が見受けられた。 

開催日はイ（１）のうち、４月３０日出店分 

 

カ. 利用者からの意見、要望に対する事項 

まちなかリビング北千里についてのご意見 ８件  別添【カー１】 

公民館利用についてのご意見 ２６件  別添 【カー２】 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 
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（3） 

【
カ

ー
1
】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答

4
月

1
3
日

【
来

館
】

1
1
:3

0
頃

ご
利

用
者

様
岡

野
１

階
テ

ラ
ス

付
近

の
壁

に
ガ

ム
が

貼
り

付
け

ら
れ

て
い

い
る

掃
除

ス
タ

ッ
フ

を
呼

ん
で

掃
除

し
て

も
ら

い
ま

し
た

4
月

1
8
日

開
館

時
岡

野
予

約
照

会
機

不
具

合
T

R
C

窓
口

ス
タ

ッ
フ

で
対

応

4
月

1
9
日

【
電

話
】

望
月

ス
マ

ホ
の

使
い

方
が

分
か

ら
な

い
の

で
、

ど
な

た
か

教
え

て
頂

け
な

い
か

？
購

入
さ

れ
た

お
店

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
ま

せ
。

4
月

1
9
日

【
来

館
】

ヒ
ュ

ー
マ

ン
福

祉
会

岡
野

福
祉

車
両

2
台

で
1
0
名

く
ら

い
で

来
館

。
見

学
？

さ
つ

き
会

の

お
菓

子
販

売
に

つ
い

て
お

尋
ね

。

今
月

の
販

売
日

を
お

伝
え

。
そ

の
他

に
つ

い
て

は
直

接
さ

つ
き

会
に

問
い

合
わ

せ
て

欲
し

い
と

お
伝

え
。

4
月

1
9
日

【
電

話
】

古
江

台
青

山
台

地
域

包

括
セ

ン
タ

ー

岡
野

公
用

7
/1

９
地

域
包

括
セ

ン
タ

ー
で

公
用

予
約

会
議

室
2
-3

1
2
:0

0
～

1
7
:0

0

4
月

1
9
日

【
来

館
】

　
小

学
校

低
学

年
く

ら

い
の

男
の

子

岡
野

1
7
：

1
5
頃

3
0
番

の
自

転
車

清
算

し
た

後

タ
イ

ヤ
が

引
っ

か
か

り
出

せ
な

く
な

る
。

小
学

生
く

ら
い

の
男

の
子

。

駐
輪

場
管

理
会

社
に

連
絡

、
警

備
が

来
な

い
と

外
せ

な
い

の
で

3
0
分

ほ
ど

か
か

る
。

父
親

に
連

絡
→

本
人

１
８

：
４

０
こ

ろ

ま
で

塾
な

の
で

終
わ

り
次

第
取

り
に

来
る

。

ま
ち

な
か

リ
ビ

ン
グ

北
千

里
　
問

い
合

わ
せ
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（4） 

4
月

2
1
日

【
来

館
】

岡
野

マ
ン

ド
リ

ン
コ

ン
サ

ー
ト

の
抽

選
の

結
果

は
当

選
し

て
人

の
み

連
絡

と
聞

い
た

が
、

私
は

こ
こ

２
，

３
日

留
守

し
て

い
て

電
話

に
出

な
か

っ
た

か
ら

飛
ば

さ
れ

て
な

い
か

。
何

名
く

ら
い

当
選

し
た

か

名
前

を
聞

い
て

当
選

名
簿

に
該

当
の

名
前

が
な

い
か

確
認

し
そ

の
旨

回
答

。

留
守

で
も

連
絡

が
つ

く
ま

で
で

電
話

を
か

け
続

け
る

の
で

飛
ば

す
こ

と
は

な
い

。

８
０

名
当

選
。

そ
れ

以
上

の
応

募
が

あ
っ

た
為

、
抽

選
に

な
っ

た
。

4
月

2
2
日

【
来

館
】

岡
野

院
長

の
書

い
た

本
を

置
い

て
ほ

し
い

。
寄

贈
本

の
対

応
に

な
る

4
月

3
0
日

【
メ

ー
ル

】
桒

田

「
ア

ー
ト

で
あ

そ
ぼ

う
」

に
参

加
し

た
子

ど
も

の
絵

を
見

る
た

め
に

来
館

し
た

と
こ

ろ
他

の
子

ど
も

の
絵

が
上

書
き

さ
れ

て
い

て
大

変
に

シ
ョ

ッ
ク

だ
っ

た
。

大
変

失
礼

し
ま

し
た

。
担

当
ス

タ
ッ

フ
が

イ
ベ

ン
ト

中
に

配
置

し
て

い
た

に
も

関
わ

ら
ず

結
果

と
し

て
配

慮
を

欠
く

こ
と

に

な
っ

て
し

ま
い

申
し

訳
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

一
層

注
意

し
今

後
こ

の
よ

う
な

こ
と

が
無

い
よ

う
い

た
し

ま
す

。
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（5） 

【
カ

ー
2

】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答

4
月

5
日

【
来

館
】

岡
野

釉
薬

容
器

が
使

用
で

き
な

い
。
全

て
交

換
し

て
ほ

し
い

。

ま
な

び
の

支
援

課
宮

脇
様

に
館

長
か

ら
メ

ー
ル

で
問

合
せ

→
4

/
6

回
答

有
。
他

の
グ

ル
ー

プ
の

反
応

も
知

ら
せ

て
ほ

し
い

。

全
て

の
グ

ル
ー

プ
の

反
応

を
身

な
が

ら
グ

ル
ー

プ
と

ま
な

び
で

直

接
や

り
取

り
す

る
と

の
こ

と
。

4
月

7
日

【
来

館
】

岡
野

陶
芸

窯
室

の
棚

の
使

用
方

法
を

グ
ル

ー
プ

同
士

で
決

め
て

も
良

い
か

。

排
水

管
掃

除
（
前

の
公

民
館

で
は

使
用

ご
と

に
掃

除
し

て
い

た
）

は
ど

う
し

た
ら

い
い

の
か

。

ま
な

び
の

支
援

課
宮

脇
様

に
岡

野
が

連
絡

。
→

棚
の

使
い

方
は

グ

ル
ー

プ
同

士
で

相
談

し
て

決
め

て
い

る
は

ず
。
た

だ
し

今
後

他
の

グ
ル

ー
プ

が
増

え
た

場
合

の
時

の
こ

と
も

考
慮

し
て

ほ
し

い
。

排
水

管
掃

除
は

T
R

C
が

立
会

い
し

て
い

る
の

で
、
そ

ち
ら

で
対

応

し
て

く
だ

さ
い

。

4
月

1
2

日

【
来

館
】

望
月

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
マ

ー
カ

ー
を

貸
し

て
ほ

し
い

ご
希

望
が

あ
れ

ば
総

合
受

付
で

貸
出

し
ま

す
。
次

回
か

ら
使

用
申

請
時

に
お

申
し

出
く

だ
さ

い
。

4
月

1
3

日
【
来

館
】

仲
良

し
同

好
会

岡
野

和
室

掃
除

機
の

フ
ィ

ル
タ

ー
が

い
っ

ぱ
い

に
な

っ
て

い
る

。
フ

ィ
ル

タ
ー

交
換

を
お

願
い

す
る

。

ご
不

便
を

お
か

け
し

ま
す

。
た

だ
い

ま
在

庫
切

れ
な

の
で

次
回

ま
で

に
は

交
換

し
て

お
き

ま
す

。
4

/
1

5
注

文
依

頼
。
4

/
1

8
交

換
済

み

4
月

1
3

日
【
来

館
】

岡
野

公
民

館
便

り
を

H
P

で
見

る
と

き
分

か
り

に
く

い
。
以

前
と

違
っ

て
チ

ラ
シ

の
回

覧
は

し
て

お
ら

ず
H

P
閲

覧
利

用
を

推
進

し
て

い
る

と
こ

ろ
と

の
こ

と

北
千

里
地

区
公

民
館

の
H

P
n
i公

民
館

便
り

を
掲

載
し

て
い

る
。
翌

朝
に

も
来

館
。
館

長
よ

り
ご

説
明

。

ま
ち

な
か

リ
ビ

ン
グ

北
千

里
（

公
民

館
）

　
問

い
合

わ
せ
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（6） 

4
月

1
3

日
【
来

館
】

岡
野

公
民

館
利

用
に

つ
い

て
の

お
問

い
合

わ
せ

。
手

話
の

グ
ル

ー
プ

で

利
用

し
た

い
。

利
用

案
内

を
見

せ
な

が
ら

説
明

。
利

用
内

容
に

問
題

は
な

い
の

で

利
用

で
き

る
と

説
明

。
た

だ
し

部
屋

に
よ

っ
て

は
隣

の
グ

ル
ー

プ
の

音
が

聞
こ

え
た

り
振

動
が

響
く

部
屋

も
あ

る
と

お
伝

え
。
ご

理
解

頂

く
。
無

料
で

利
用

で
き

る
こ

と
に

驚
か

れ
て

い
た

。
公

用
で

利
用

の

変
更

を
お

願
い

す
る

こ
と

も
あ

る
旨

お
伝

え
す

る
と

無
料

な
の

で
仕

方
が

な
い

と
ご

理
解

さ
れ

る
。
図

書
館

の
本

の
配

架
が

見
や

す
く

て

す
ば

ら
し

い
。
い

つ
も

は
南

千
里

の
図

書
館

を
利

用
し

て
い

る
が

探

し
て

い
る

本
が

な
か

な
か

見
つ

か
ら

な
い

。
こ

こ
で

は
す

ぐ
に

見
つ

け
ら

れ
た

。
図

書
館

、
児

童
館

、
公

民
館

も
あ

り
幅

広
い

世
代

が
利

用
で

き
て

と
っ

て
も

便
利

。
内

装
も

お
し

ゃ
れ

で
と

て
も

素
敵

で
す

。

4
月

1
4

日
【
来

館
】

大
友

公
民

館
事

務
補

佐
員

の
八

木
さ

ん
と

和
室

利
用

。
（
公

民
館

主
催

講
座

講
師

へ
の

お
も

て
な

し
を

行
っ

た
と

後
日

伺
っ

た
）
利

用
後

、

以
下

2
点

の
要

望
を

出
さ

れ
る

。

①
3

月
末

に
伝

え
た

、
和

室
の

掛
け

軸
用

フ
ッ

ク
の

位
置

が
低

す
ぎ

る
件

。
ま

だ
改

善
さ

れ
て

お
ら

ず
、
掛

け
軸

が
床

に
つ

い
て

し
ま

う
。

昨
年

末
か

ら
の

案
件

、
早

く
直

し
て

ほ
し

い
。

掛
け

軸
の

高
さ

を
調

節
す

る
器

具
は

、
ま

な
び

よ
り

受
理

済
み

。

②
和

室
で

部
屋

の
キ

ー
と

ｷ
ｬ
ﾋ
ﾞ
ﾈ
ｯ
ﾄ
キ

ー
（
茶

道
具

が
収

納
さ

れ

て
い

る
）
を

セ
ッ

ト
で

運
用

さ
れ

て
い

る
が

、
別

々
の

運
用

に
し

て
ほ

し
い

。

ｷ
ｬ
ﾋ
ﾞ
ﾈ
ｯ
ﾄ
内

の
も

の
を

使
わ

な
い

団
体

も
あ

り
、
全

て
の

団
体

に
渡

さ
な

い
方

が
良

い
。

八
木

さ
ん

よ
り

、
旧

公
民

館
で

盗
難

の
ケ

ー
ス

も
報

告
有

り
。

①
3

月
末

に
ご

要
望

を
頂

い
た

後
、
再

度
和

室
を

確
認

、
フ

ッ
ク

2

点
の

位
置

を
確

認
済

み
。
要

望
を

再
度

ま
な

び
の

支
援

課
に

伝
え

る
。

②
ご

意
見

を
預

か
り

、
運

用
方

法
を

再
検

討
す

る
と

返
答

。

　
→

そ
の

後
、
和

室
キ

ー
と

和
室

ｷ
ｬ
ﾋ
ﾞ
ﾈ
ｯ
ﾄ
キ

ー
は

別
々

の
運

用
に

変
更

済
み

。

4
月

1
4

日
【
来

館
】

岡
野

準
備

の
為

利
用

開
始

１
５

分
前

か
ら

鍵
を

貸
し

て
ほ

し
い

。

次
年

度
グ

ル
ー

プ
活

動
申

込
書

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
も

お
伝

え
し

て

い
る

よ
う

に
準

備
か

ら
掃

除
ま

で
の

時
間

を
含

め
て

申
込

頂
く

よ
う

に
お

願
い

し
て

い
る

。
基

本
的

に
は

5
分

前
の

お
渡

し
に

な
る

旨
、

お
伝

え
。
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4
月

1
4

日
【
来

館
】

岡
野

同
じ

国
の

仲
間

に
調

理
室

で
食

事
を

作
り

会
議

室
へ

運
ん

で
ふ

る

ま
い

た
い

。

調
理

室
で

料
理

し
た

も
の

を
他

の
部

屋
で

食
べ

る
こ

と
は

で
き

な

い
。
調

理
室

で
料

理
し

た
も

の
は

調
理

室
内

で
食

べ
て

も
ら

う
。
公

民
館

は
社

会
教

育
施

設
の

為
、
親

睦
会

等
で

利
用

は

で
き

ま
せ

ん
。

4
月

1
5

日
【
来

館
】

岡
野

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
マ

ー
カ

ー
が

薄
く

て
描

き
に

く
い

。
自

分
た

ち
で

用

意
し

た
も

の
は

使
え

な
い

の
か

。

ご
不

便
を

お
か

け
し

ま
し

た
。
マ

ー
カ

ー
が

書
き

に
く

け
れ

ば
他

の

と
交

換
し

ま
す

。

公
民

館
で

用
意

し
た

マ
ー

カ
ー

以
外

は
使

用
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

4
月

1
6

日
【
来

館
】

大
友

１
.大

学
の

研
究

と
し

て
公

民
館

の
お

し
ゃ

べ
り

サ
ロ

ン
で

イ
ン

タ

ビ
ュ

ー
し

た
い

。

　
対

象
は

６
５

歳
以

上
で

や
り

と
り

の
で

き
る

高
齢

者
。

2
．
内

容
は

宅
配

の
食

事
な

ど
に

関
す

る
も

の
。
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
は

時

間
が

か
か

る
の

で
、
部

屋
の

外
で

す
る

こ
と

に
な

り
そ

う
。

3
．
な

ぜ
お

し
ゃ

べ
り

サ
ロ

ン
か

。
→

　
来

る
方

が
対

象
年

齢
と

思
わ

れ
る

。
他

の
講

座
で

も
良

い
。
（
お

尋
ね

の
あ

っ
た

方
の

う
ち

、
１

名

が
公

民
館

利
用

者
。
）

1
.「

お
し

ゃ
べ

り
サ

ロ
ン

」
は

公
民

館
主

催
講

座
。
公

民
館

館
長

、

担
当

運
営

委
員

に
確

認
す

る
。

2
．
当

日
他

の
部

屋
の

貸
室

は
難

し
く

、
一

人
3

0
分

以
上

の
施

設

内
の

ス
ペ

ー
ス

が
あ

る
か

は
不

明
。

★
後

日
、
電

話
で

問
合

せ
あ

り
。
T

R
C

館
長

が
対

応
後

、
公

民
館

事
務

補
佐

員
に

引
継

ぎ
。

　
　
→

　
公

民
館

か
ら

お
断

り
さ

れ
た

4
月

1
7

日
【
来

館
】

岡
野

新
規

定
期

利
用

グ
ル

ー
プ

。
コ

ー
ラ

ス
。
講

師
へ

の
お

礼
あ

り
。

月
謝

な
ど

の
高

額
の

謝
礼

が
あ

る
場

合
は

公
民

館
の

利
用

規
則

上
許

可
が

で
き

な
い

。

4
月

1
9

日
【
来

館
】

岡
野

公
用

で
5

月
～

6
月

に
か

け
て

視
聴

覚
室

が
利

用
で

き
な

い
代

わ

り
に

会
議

室
①

を
利

用
し

て
い

る
が

、
会

議
室

③
の

ピ
ア

ノ
を

動
か

し
て

会
議

室
①

で
利

用
し

た
い

。

で
き

な
い

旨
を

お
伝

え
し

た
が

、
納

得
さ

れ
ず

館
長

に
確

認
と

お

伝
え

。
4

/
2

1
館

長
よ

り
回

答
確

認
。
調

律
費

用
の

発
生

や
移

動
時

の
安

全
面

の
観

点
か

ら
移

動
は

不
可

。
キ

ー
ボ

ー
ド

等
を

持
参

し

て
対

応
を

お
願

い
し

た
い

。
4

/
2

2
グ

ル
ー

プ
代

表
に

電
話

了
解

済
み

4
月

1
9

日
【
来

館
】

岡
野

8
/
1

5
~
8

/
1

9
ま

で
主

催
講

座
「
（
仮

）
陶

芸
教

室
」
で

登
録

窯
使

用
、
講

師
は

公
民

館
グ

ル
ー

プ

使
用

以
外

の
グ

ル
ー

プ
に

連
絡

す
る

4
/
1

9
　
該

当
グ

ル
ー

プ
に

連
絡

了
解

済
み

。

 227 



 
（8） 

4
月

2
2

日
【
来

館
】

岡
野

初
め

て
の

利
用

。
単

発
。
お

香
を

混
ぜ

合
わ

せ
た

り
し

て
楽

し
む

会
。
今

後
定

期
利

用
希

望
。

使
用

後
お

香
の

香
り

が
残

っ
て

い
る

。
１

時
間

開
け

た
く

ら
い

で
は

消
え

な
い

。

今
後

の
利

用
に

つ
い

て
検

討
す

べ
き

。
4

/
2

3
お

香
を

使
っ

た
利

用

は
他

の
利

用
者

か
ら

の
苦

情
に

な
り

お
断

り
。

4
月

2
2

日
【
電

話
】

大
友

4
/
2

0
　
担

当
望

月
が

聞
き

取
っ

た
単

発
予

約
。

5
/
2

7
使

用
希

望
を

ま
ず

電
話

で
受

付
⇒

使
用

可
能

か
ど

う
か

追

加
の

聞
き

取
り

が
必

要
な

た
め

、
当

日
詳

細
を

電
話

し
て

再
確

認
。

（
そ

の
時

点
で

不
機

嫌
に

な
ら

れ
る

）

そ
の

時
点

で
は

1
カ

月
前

の
4

/
2

7
に

連
絡

下
さ

る
よ

う
に

依
頼

し

て
い

る
。

大
友

よ
り

断
り

の
電

話
、
4

/
2

2
の

1
7

：
5

0
頃

電
話

が
つ

な
が

る
。

・
今

回
の

内
容

で
は

、
ご

利
用

頂
け

な
い

。
⇒

こ
の

時
点

で
ご

立

腹
。
そ

の
後

に
説

明
。

・
調

理
室

の
定

期
利

用
を

う
け

て
い

な
い

。
（
今

後
コ

ロ
ナ

も
下

火

に
な

り
、
主

催
講

座
等

も
増

え
て

い
く

予
定

）

・
お

受
け

で
き

な
い

理
由

①
公

民
館

が
社

会
教

育
施

設
、
親

睦
会

当
の

利
用

は
不

可

②
仲

間
内

の
会

と
い

う
こ

と
で

固
定

メ
ン

バ
ー

の
親

睦
会

と
の

違

い
が

明
確

で
は

な
い

③
会

員
募

集
を

常
に

し
て

い
る

よ
う

な
グ

ル
ー

プ
で

は
な

い

4
月

2
2

日
【
電

話
】

大
友

→
4

/
2

2
　
大

友
返

答
を

受
け

て

④
ま

っ
た

く
合

点
が

い
か

な
い

。
ま

ず
最

初
は

受
け

れ
る

よ
う

な
口

ぶ
り

で
何

度
も

電
話

を
か

け
て

不
快

感
が

あ
り

、
最

終
納

得
の

い

か
な

い
理

由
で

断
ら

れ
る

。

⑤
定

期
は

ダ
メ

だ
と

し
て

、
単

発
の

場
合

、
ど

う
だ

っ
た

ら
使

え
る

の

か
を

明
確

に
し

て
ほ

し
い

。
親

睦
会

は
利

き
手

の
言

葉
に

の
っ

た
だ

け
だ

。

⑥
外

部
の

会
員

募
集

を
常

に
し

て
い

る
必

要
が

あ
る

な
ら

、
こ

れ
か

ら
募

集
し

ま
す

で
良

い
の

で
は

な
い

か
。

⑦
吹

田
市

の
お

金
で

作
っ

た
施

設
。
も

し
細

か
い

規
定

が
あ

る
な

ら
、
最

初
に

明
示

す
べ

き
。

④
⑤

に
つ

い
て

、
書

面
で

示
し

て
ほ

し
い

。
そ

れ
を

も
と

に
ど

う
す

れ

ば
使

え
る

か
考

え
る

。
そ

し
て

納
得

の
い

か
な

い
点

を
吹

田
市

に

伝
え

る
。
（
意

見
の

は
じ

め
に

、
吹

田
に

伝
え

れ
ば

良
い

の
か

を
聞

か
れ

て
い

た
）

④
は

じ
め

の
聞

き
取

り
に

不
足

が
あ

り
、
再

度
の

お
電

話
に

な
っ

た

こ
と

、
詳

細
の

聞
き

取
り

で
不

快
な

印
象

を
与

え
た

こ
と

に
お

詫
び

し
た

。
聞

き
取

り
は

使
用

に
際

し
て

必
要

な
こ

と
を

説
明

。

⑤
⑥

公
民

館
と

い
う

性
格

上
、
親

睦
会

と
の

違
い

が
明

確
で

な
い

場
合

お
受

け
で

き
な

い
こ

と
、
外

部
の

募
集

が
あ

る
場

合
使

用
が

可
能

か
は

ケ
ー

ス
に

よ
る

こ
と

を
再

度
口

頭
で

説
明

。
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4
月

2
3

日
【
来

館
】

望
月

ピ
ア

ノ
が

使
え

な
い

際
に

キ
ー

ボ
ー

ド
を

持
っ

て
き

て
、
倉

庫
と

か

で
し

ば
ら

く
預

か
っ

て
も

ら
う

こ
と

は
で

き
な

い
か

。

キ
ー

ボ
ー

ド
は

持
参

可
能

だ
が

、
倉

庫
等

で
預

か
る

こ
と

は
出

来

か
ね

ま
す

。

4
月

2
3

日
【
来

館
】

望
月

【
感

想
欄

へ
の

記
入

よ
り

】

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
の

サ
イ

ン
ペ

ン
の

イ
ン

ク
が

切
れ

て
い

ま
し

た
。
階

段
を

上
が

っ
た

り
下

が
っ

た
り

汗
を

か
き

ま
す

。
前

回
は

す
ぐ

に
ス

ペ
ア

を
出

し
て

頂
き

ま
し

た
。
と

こ
ろ

が
今

回
は

書
類

を
書

い
て

言

わ
れ

ま
し

た
が

、
結

局
新

し
い

セ
ッ

ト
を

持
っ

て
き

て
頂

き
交

換
し

ま

し
た

。
交

換
は

相
手

を
信

頼
し

て
交

換
を

す
ぐ

に
頂

き
た

い
。

「
チ

ョ
ー

ク
（
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

マ
ー

カ
ー

）
」
を

持
っ

て
き

て
く

れ
と

言

わ
れ

た
の

で
、
「
貸

出
の

書
類

に
記

入
し

た
か

ら
お

渡
し

し
ま

す

ね
。
」
と

お
答

え
し

ま
し

た
。
詳

し
く

お
尋

ね
し

た
と

こ
ろ

、
既

に
お

渡

し
し

て
い

る
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

マ
ー

カ
ー

の
イ

ン
ク

が
な

い
と

の
こ

と

で
し

た
の

で
別

の
セ

ッ
ト

を
お

渡
し

し
ま

し
た

。
先

方
の

意
図

を
瞬

時
に

理
解

出
来

ず
す

ぐ
に

対
応

出
来

な
か

っ
た

こ
と

は
お

帰
り

の

際
に

お
詫

び
し

ま
し

た
。

4
月

2
4

日
【
電

話
】

望
月

貸
室

に
つ

い
て

、
質

問
し

た
い

。

「
古

典
舞

踊
」
で

お
部

屋
を

借
り

た
い

。

大
人

５
名

子
供

５
名

く
ら

い
で

。

5
/
2

2
の

１
８

時
く

ら
い

か
ら

使
い

た
い

。
（
単

発
利

用
？

）

⇒
（
こ

ち
ら

か
ら

の
説

明
後

）
メ

ン
バ

ー
と

相
談

し
て

ま
た

連
絡

し
ま

す
。

現
時

点
で

空
い

て
る

お
部

屋
（
視

聴
覚

室
）
を

ご
案

内
。
簡

単
な

審
査

が
必

要
で

あ
る

こ
と

も
お

伝
え

。

お
子

様
が

含
ま

れ
て

い
る

の
で

、
ご

注
意

点
も

ご
説

明
し

ま
し

た
。

4
月

2
4

日
【
電

話
】

望
月

パ
イ

ン
ク

ラ
ブ

の
代

表
を

交
代

し
た

い
の

で
す

が
、
「
や

ま
ぼ

う
し

」

と
掛

け
持

ち
に

な
る

が
大

丈
夫

か
。

総
括

責
任

者
に

確
認

し
て

、
再

度
4

/
2

6
以

降
に

ご
連

絡
し

ま
す

。

⇒
メ

ン
バ

ー
が

全
く

同
じ

で
な

け
れ

ば
、
掛

け
持

ち
も

大
丈

夫
で

す
。
4

/
4

5
に

連
絡
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（10） 

4
月

2
7

日
【
来

館
】

望
月

前
回

、
太

鼓
の

音
が

響
い

て
ダ

メ
と

言
わ

れ
ま

し
た

。
毎

回
で

は
な

い
で

す
が

、
使

い
た

い
。
ダ

メ
で

し
ょ

う
か

。

総
括

責
任

者
に

確
認

し
て

ご
連

絡
し

ま
す

。

⇒
4

/
2

8
総

括
責

任
者

に
確

認
後

折
り

返
し

お
電

話

お
試

し
で

5
/
1

1
(木

）
に

実
際

に
扉

を
閉

じ
た

状
態

で
太

鼓
を

演

奏
し

て
頂

き
、
代

表
者

の
方

に
も

図
書

館
側

に
来

て
様

子
を

見
て

頂
く

よ
う

お
願

い
し

ま
し

た
。

そ
の

他
、
ト

イ
レ

休
憩

等
で

一
瞬

扉
が

開
い

た
状

態
の

際
に

、
音

が

響
い

て
い

る
の

か
も

し
れ

な
い

の
で

、
定

期
的

に
ト

イ
レ

休
憩

等
を

取
っ

て
頂

き
太

鼓
を

演
奏

し
て

い
る

間
は

扉
を

開
け

な
い

等
の

対

策
を

取
っ

て
頂

く
よ

う
お

願
い

し
ま

し
た

。

市
の

方
に

も
音

の
苦

情
が

多
く

届
い

て
い

る
の

で
、
そ

の
旨

お
伝

え

し
ま

し
た

。

4
月

2
7

日
【
電

話
】

望
月

5
/
2

8
(日

）
会

議
室

５
を

単
発

利
用

を
申

し
込

み
た

い
。

お
部

屋
仮

予
約

し
ま

し
た

。
音

が
出

る
の

で
、
扉

は
し

っ
か

り
閉

め

て
の

ご
利

用
を

お
願

い
し

ま
し

た
。

4
月

2
8

日
【
電

話
】

望
月

5
/
1

2
（
金

）
グ

ー
グ

ル
フ

ォ
ー

ム
よ

り
申

し
込

み

内
容

：
剣

舞
の

練
習

知
っ

て
い

る
家

族
３

－
４

家
族

（
先

生
２

　
大

人
３

　
子

供
５

人
）

広
く

募
集

は
し

て
い

な
い

。
（
→

ゆ
く

ゆ
く

は
先

生
が

募
集

す
る

か

も
？

）
←

こ
れ

は
ダ

メ

詩
吟

の
C

D
を

か
け

て
練

習

今
回

単
発

で
は

お
受

け
し

ま
す

が
、
定

期
利

用
は

審
査

が
厳

し
い

で
す

と
お

伝
え

。

申
請

書
提

出
の

件
、
夜

間
の

お
子

様
の

利
用

に
つ

い
て

注
意

事

項
も

お
伝

え
し

ま
し

た
。

4
月

2
9

日
【
来

館
】

岡
野

調
理

室
を

友
人

と
の

パ
ン

作
り

で
利

用
し

た
い

。

サ
ー

ク
ル

の
よ

う
な

グ
ル

ー
プ

の
利

用
を

お
願

い
し

て
お

り
、
ご

友

人
同

士
の

み
の

利
用

は
お

断
り

し
て

い
る

。
（
親

睦
会

と
の

区
別

が

難
し

い
為

）

調
理

室
利

用
に

つ
い

て
規

定
を

確
認

し
ま

す
。
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（11） 

4
月

3
0

日
【
来

館
】

岡
野

主
催

事
業

「
健

康
体

操
」
の

参
加

者
に

つ
い

て
男

性
が

何
人

く
ら

い
い

る
の

か
知

り
た

い
。
１

人
で

は
恥

ず
か

し
い

。

担
当

が
出

勤
し

て
お

ら
ず

不
明

。
出

勤
し

た
ら

連
絡

す
る

と
お

伝
え

し
た

が
担

当
が

出
勤

す
る

日
を

教
え

て

欲
し

い
と

。
今

の
と

こ
ろ

聞
い

て
い

な
い

と
お

答
え

。

「
な

ん
で

担
当

が
出

勤
す

る
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
が

わ
か

っ
て

な
い

ね

ん
」
と

お
怒

り
。
今

後
は

「
折

り
返

し
担

当
か

ら
ご

連
絡

い
た

し
ま

す
」
と

の
み

伝
え

る
よ

う
に

す
る
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令和５年（2023 年）５月度まちなかリビング北千里月間事業報告書（北千里地区公民館部分抜粋） 

 

ア． まちなかリビング北千里の利用状況 

 

 

イ． 管理運営に係る実績 

（３） 公民館運営事業 

  ① 設備について 

    ・１０日  陶芸窯操作検証 

    ・１日８日１５日２２日 公民館担当者による日報作成検証 

    ・２８日 会議室備品点検 

    ・８日１５日２２日 公民館サイネージデータ作成 

    ・８日１６日２３日 公民館サイネージデータ更新作業 

  ② 市主催事業について 

    ・１３日１６日開始  主催行事受付補助（不在時対応） 

（13） 

(人) うち児童センター（人） うち公民館（人） うち図書館（人）

5月1日 (月) 曇り 852 107 61 684 6

5月2日 (火) 晴 882 171 20 691 11

5月3日 (水) 晴 1,122 203 85 834 20

5月4日 (木) 晴 923 154 0 769 10

5月5日 (金) 曇り 1,550 164 49 1,337 13
5月6日 (土) 雨 1,247 238 77 932 7

5月7日 (日) 雨 1,195 274 92 829 17

5月8日 (月) 晴 859 89 61 709 6

5月9日 (火) 晴 761 126 38 597 11

5月10日 (水) 曇り 927 86 89 752 6

5月11日 (木) 晴 899 110 137 652 7

5月12日 (金) 晴 844 97 93 654 4

5月13日 (土) 雨 1,337 234 87 1,016 20

5月14日 (日) 雨 1,497 353 85 1,059 21

5月15日 (月) 晴 979 173 78 728 7

5月16日 (火) 晴 869 112 85 672 3

5月17日 (水) 晴 975 116 109 750 7

5月18日 (木) 晴 844 86 83 675 4

5月19日 (金) 雨 696 43 128 525 7

5月20日 (土) 晴 1,564 351 80 1,133 21

5月21日 (日) 晴 1,374 284 87 1,003 11

5月22日 (月) 晴 1,011 99 74 838 9

5月23日 (火) 晴 879 157 20 702 8

5月24日 (水) 晴 986 137 125 724 6

5月25日 (木) 曇り 796 94 94 608 6

5月26日 (金) 晴 823 158 126 539 9

5月27日 (土) 晴 1,327 287 145 895 25

5月28日 (日) 曇り 1,387 341 119 927 12

5月29日 (月) 曇り 750 124 0 626 7

5月30日 (火) 0

5月31日 (水) 曇り 1,047 197 33 817 11

合計 31,202 5,165 2,360 23,677 312

館内整理日

公民館休館日

公民館休館日

特記事項

公民館休館日

公民館休館日

新規登録日付 曜日 天気
入館者数
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    ・５日１２日 1９日２６日  公民館館長、事務員との定期ミーティング（大友） 

    ・２６日  公民館企画運営委員会出席（大友） 

  ③ 公民館貸室業務 

    業務内容：公民館日報で集計、集計表を学びの支援課に報告済み 

    ・毎日 web貸室申し込み状況の確認 （７件） 

    ・随時 グループ活動の支援としてグループ紹介や会員募集等のポスターを募集し、ポスターを２階 

北側階段前に掲示した。 

 

エ. 主催事業に係る実績 

１．まちなかリビング北千里 

 （１） 大型イベント  まちきた子どもフェスタ ４月２９日（土）～５月７日 

・工作ワークショップ ３日（水祝） １４時～１５時 幼児、小学生 １８名 

 こいのぼりフォトスタンドと笛作成 講師：TRCスタッフ 

 ・お兄さんのおたのしみ会 ５日（金祝）１４時～１４時３０分 参加者２９名 （幼児１５名 小学生１名 大人１３

名） 

 図書館スタッフと児童センタースタッフの共同で大型えほんやパネルシアターを行った 

 ・わんちゃんと一緒 セラピー犬おはなし会 ６日（土） １４時～１５時 参加者 親子１０組 ３０名 

 セラピー犬２頭とふれあい、子ども達が安心して絵本を読み聞かせる環境を提供した  

協力：NPO法人日本レスキュー協会 

 

カ. 利用者からの意見、要望に対する事項 

公民館利用についてのご意見 ２４件  別添 【カー１】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（14） 

単位：件 単位：件

2023年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

申込件数 13 7 20
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（15） 

【
カ

ー
1

】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

5
月

2
日

【
電

話
】

望
月

4
/
4

9
（

土
）

に
一

度
お

問
い

合
わ

せ
あ

り
。

5
/
2

6
(金

）
1

0
:0

0
～

1
2

:0
0

を
利

用
し

た
い

。

7
名

パ
ソ

コ
ン

勉
強

会

ど
こ

の
部

屋
が

空
い

て
い

る
か

。
空

い
て

い
る

部
屋

な
ら

ど
こ

で
も

よ
い

。

工
作

室
を

ご
案

内
。
（

予
約

シ
ス

テ
ム

に
仮

入
力

）

お
使

い
頂

け
る

か
は

責
任

者
に

確
認

し
て

2
-
3

日

以
内

に
再

度
ご

連
絡

致
し

ま
す

。

⇒
「

早
く

連
絡

欲
し

い
。
」

と
の

こ
と

。

5
月

6
日

【
来

館
】

企
画

運
営

委
員

岡
野

H
P

で
は

蓋
つ

き
の

飲
み

物
と

あ
る

が
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル

で
は

な
く

ス
タ

バ
の

よ
う

な
ふ

た
で

も
構

わ
な

い

か
。
公

民
館

会
議

室
利

用
時

の
話

。
会

議
室

内
で

お
や

つ
程

度
は

食
べ

て
も

よ
い

か
。
調

理
実

習
室

内
で

淹
れ

た
コ

ー
ヒ

ー
を

会
議

室
に

運
ん

で
会

議

室
で

飲
ん

で
も

ら
う

こ
と

は
で

き
る

か
。

館
長

に
確

認
。
図

書
館

エ
リ

ア
で

は
必

ず
ペ

ッ
ト

ボ

ト
ル

の
よ

う
に

ふ
た

が
閉

め
ら

れ
倒

れ
て

こ
ぼ

れ
な

い
も

の
。
公

民
館

部
分

で
は

特
に

規
定

は
な

い
。

会
議

室
内

で
の

お
や

つ
は

推
奨

し
な

い
が

常
識

の

範
囲

で
お

願
い

す
る

。
調

理
実

習
室

内
で

作
っ

た

も
の

を
他

の
お

部
屋

に
運

ん
で

飲
食

す
る

こ
と

は

控
え

て
ほ

し
い

。

5
月

6
日

【
来

館
】

岡
野

一
時

的
だ

が
今

の
部

屋
が

狭
く

な
っ

て
き

て
い

る
。

部
屋

の
変

更
は

で
き

る
の

か
。

変
更

は
今

ま
で

の
仮

予
約

を
キ

ャ
ン

セ
ル

し
て

新
た

に
登

録
す

る
。
一

時
的

な
ら

単
発

利
用

で
１

か
月

前
に

空
い

て
い

る
部

屋
の

予
約

を
お

伝
え

し
た

。

5
月

7
日

【
来

館
】

岡
野

い
つ

も
時

間
が

足
り

な
し

。
延

長
で

き
な

い
か

後
の

時
間

に
使

用
の

グ
ル

ー
プ

が
な

い
為

延
長

可

能
。
新

た
に

グ
ル

ー
プ

登
録

用
紙

を
記

入
い

た
だ

き
６

月
か

ら
１

時
間

延
長

の
登

録
に

し
直

し
し

た
。

ま
ち

な
か

リ
ビ

ン
グ

北
千

里
　問

い
合

わ
せ
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（16） 

5
月

7
日

【
電

話
】

岡
野

次
の

活
動

日
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

代
表

者
の

連
絡

先
は

教
え

て
も

ら
え

ま
す

か
。

M
M

/
D

D
で

す
。
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
が

、
代

表
者

の
連

絡
先

は
お

伝
え

で
き

ま
せ

ん
。

直
接

グ
ル

ー
プ

の
メ

ン
バ

ー
と

お
話

し
て

頂
く

よ
う

に
お

伝
え

。

5
月

8
日

【
電

話
】

大
友

「
（

公
民

館
事

務
補

佐
員

）
八

木
さ

ん
は

入
る

か
」

と
お

尋
ね

。
不

在
で

あ
る

こ
と

を
告

げ
る

。

→
改

め
て

相
談

。
前

回
利

用
日

（
４

/
2

6
)に

工
作

室
の

電
動

ろ
く

ろ
が

壊
れ

た
。
修

理
は

困
難

（
ま

た

は
高

額
）

と
思

わ
れ

、
自

宅
の

使
っ

て
い

な
い

電
動

ろ
く

ろ
と

交
換

し
た

い
。
本

日
車

を
出

せ
る

友
人

が

い
る

た
め

、
当

日
だ

が
工

作
室

少
し

の
時

間
取

っ

て
頂

く
こ

と
は

可
能

か
。

予
約

の
前

に
、
状

況
聞

き
取

り
が

必
要

な
こ

と
を

お

伝
え

。

・
壊

れ
た

の
は

、
公

民
館

の
備

品
か

ど
う

か
→

旧
公

民
館

時
よ

り
使

っ
て

い
た

も
の

。
元

々
千

陶
会

の
も

の
で

あ
っ

た
が

、
（

施
設

移
転

に
あ

た
り

？
）

私
物

の
持

ち
込

み
不

可
と

の
こ

と
で

、
陶

芸
３

団
体

共
通

の
備

品
と

し
て

設
置

、
使

用
し

て
い

た
。

・
経

緯
→

４
/
2

6
新

人
に

指
導

し
て

電
動

ろ
く

ろ
使

用
の

際
、
ろ

く
ろ

を
止

め
る

の
に

足
元

の
レ

バ
ー

を

強
く

踏
む

こ
と

を
指

導
し

た
と

こ
ろ

、
「

バ
キ

」
と

音

が
し

た
。
そ

の
後

、
ろ

く
ろ

が
回

ら
な

く
な

っ
た

。

・
交

換
し

よ
う

と
思

っ
た

理
由

→
壊

れ
た

ろ
く

ろ
は

古
い

も
の

で
、
シ

ン
ポ

と
い

う
京

都
の

会
社

の
も

の

（
或

い
は

修
理

業
者

が
シ

ン
ポ

）
。
修

理
に

出
す

と

高
額

、
そ

れ
を

吹
田

市
で

負
担

し
て

頂
け

る
か

ど
う

か
。
ま

た
交

換
の

場
合

、
本

日
以

外
だ

と
車

を
出

せ

る
日

が
ず

っ
と

後
に

な
る

。
か

わ
り

に
車

を
依

頼
は

で
き

る
か

と
、
壊

れ
た

ろ
く

ろ
の

廃
棄

を
公

民
館

側

に
お

願
い

で
き

る
ど

う
か

な
ど

確
認

し
た

い
。

聞
き

取
り

後
、
壊

れ
た

当
該

備
品

に
つ

い
て

ど
の

よ

う
な

手
続

に
な

る
か

の
確

認
が

い
る

た
め

、
交

換
す

る
か

ど
う

か
は

確
認

後
に

な
る

と
伝

え
た

。
次

回
活

動
日

が
５

/
1

1
の

た
め

、
そ

れ
ま

で
館

長
や

市
に

確
認

を
取

り
返

答
す

る
と

伝
え

た
。
本

日
の

交
換

は

で
き

な
い

旨
を

お
伝

え
し

た
。

→
対

応
後

、
ま

な
び

の
支

援
課

に
電

話
連

絡
。
「

公

民
館

備
品

」
と

し
て

登
録

さ
れ

て
い

る
か

ど
う

か
に

よ
っ

て
対

応
が

異
な

る
。

5
/
9

　
電

話
。
ろ

く
ろ

は
公

民
館

で
は

処
分

し
な

い

事
を

伝
え

、
了

解
さ

れ
た

。

ろ
く

ろ
回

収
で

陶
芸

窯
室

利
用

の
際

の
予

約
は

不

要
だ

が
、
指

定
管

理
者

立
会

い
の

下
で

作
業

を
お

こ
な

っ
て

て
も

ら
う

。

そ
の

際
事

前
に

連
絡

が
欲

し
い

→
了

解
済

み
。

ろ
く

ろ
回

収
時

に
車

を
止

め
る

た
め

に
、
事

前
に

連

絡
も

ら
え

ば
駐

車
は

可
能

。

5
/
1

1
　
5

/
1

5
お

昼
く

ら
い

に
取

り
換

え
に

来
る

。

当
日

直
前

に
連

絡
し

て
も

ら
う

こ
と

を
再

度
確

認
。

工
作

室
利

用
は

あ
る

が
ス

タ
ッ

フ
が

立
ち

会
う

こ
と

で
特

別
に

許
可

し
た

旨
も

お
伝

え
。
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5
月

8
日

【
電

話
】

望
月

（
7

/
1

5
（

土
）

の
公

用
）

会
議

室
④

等
で

の
飲

食

は
可

能
で

す
か

。
→

「
常

識
の

範
囲

内
」

と
は

具
体

的
に

ど
の

程
度

の
飲

食
が

可
能

で
す

か
。

5
/
8

付
の

ま
な

び
の

支
援

課
か

ら
の

通
達

で
は

諸

室
で

の
飲

食
は

可
と

の
こ

と
で

す
。
常

識
の

範
囲

内
で

の
飲

食
を

お
願

い
し

て
お

り
ま

す
。

⇒
常

識
の

範
囲

内
と

は
ど

の
程

度
で

す
か

。
ア

ジ
ェ

ン
タ

吹
田

さ
ん

と
共

同
で

の
利

用
で

、
市

と
し

て
は

飲
食

は
あ

ま
り

し
て

も
ら

い
た

く
な

い
ス

タ
ン

ス

な
の

で
す

が
、
公

民
館

と
し

て
ダ

メ
で

す
と

言
っ

て

も
ら

う
方

が
助

か
り

ま
す

が
。

⇒
館

長
に

確
認

し
て

ま
た

連
絡

し
ま

す
。

★
5

/
6

「
 運

営
委

員
さ

ん
」

へ
の

対
応

を
参

考

に
、
「

常
識

の
範

囲
内

」
と

伝
え

て
頂

き
ま

し
た

。
大

友

5
/
9

電
話

。
会

議
室

で
会

食
し

な
が

ら
反

省
会

を

し
た

い
と

言
わ

れ
た

の
で

食
事

会
懇

親
会

は
公

民

会
利

用
で

は
不

可
と

お
伝

え
。

了
解

済
み

。

5
月

9
日

【
電

話
】

岡
野

以
前

の
公

民
館

で
調

理
室

で
N

P
O

と
し

て
定

期

利
用

し
て

い
た

。
今

回
は

不
定

期
利

用
で

は
あ

る
が

再
び

調
理

室
を

利
用

し
た

い
。
で

き
れ

ば
グ

ル
ー

プ
登

録
も

し
た

い
。
調

理
室

の
定

員
は

何
名

か

総
括

責
任

者
に

相
談

。
以

前
使

わ
れ

て
い

た
と

い

う
こ

と
で

不
定

期
利

用
グ

ル
ー

プ
登

録
で

受
け

る
。

定
員

は
４

名
４

テ
ー

ブ
ル

で
１

６
名

ま
で

。

5
月

9
日

【
電

話
】

岡
野

調
理

室
を

マ
マ

友
と

小
学

生
２

年
生

の
こ

ど
も

親

子
で

ピ
ザ

作
り

で
利

用
し

た
い

。

今
ま

で
は

マ
マ

友
の

家
に

集
ま

っ
て

し
て

い
た

が

人
数

も
増

え
て

夏
休

み
な

の
で

図
書

館
の

利
用

も

併
せ

て
し

た
い

の
で

使
え

な
い

か

総
括

責
任

者
に

相
談

。
内

容
を

審
査

し
ま

し
た

が

お
楽

し
み

会
と

捉
え

ま
す

の
で

利
用

は

公
民

館
利

用
以

外
に

も
児

童
セ

ン
タ

ー
、
図

書
館

も
あ

る
。
１

階
２

階
で

飲
食

可
能

な
テ

ラ
ス

も
あ

り

利
用

を
検

討
く

だ
さ

い
。
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5
月

1
0

日
【

来
館

】

永
田

→ 大
友

吹
田

警
察

よ
り

の
電

話
で

、
特

殊
詐

欺
で

捕
ま

え

た
犯

人
の

リ
ス

ト
に

名
前

が
あ

っ
た

。

こ
ち

ら
で

は
個

人
情

報
の

取
り

扱
い

は
ど

う
し

て
い

る
の

か
。

公
民

館
貸

室
で

も
名

前
を

書
い

て
い

る
た

め
、
不

安
で

あ
る

。

定
め

ら
れ

た
一

定
期

間
鍵

の
か

か
る

場
所

で
保

管

後
、
速

や
か

に
シ

ュ
レ

ッ
ダ

ー
を

行
っ

て
い

る
。
個

人

情
報

の
管

理
は

徹
底

し
て

い
る

。

→
今

後
同

様
の

お
尋

ね
の

際
は

、

Ｔ
Ｒ

Ｃ
は

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

マ
ー

ク
の

認
証

を
受

け
て

お
り

個
人

情
報

の
管

理
は

徹
底

し
て

る
こ

と
を

お
伝

え
す

る
。

警
察

か
ら

個
別

に
電

話
す

る
こ

と
は

な
い

は
ず

で

あ
り

、
逆

に
直

接
警

察
に

問
い

合
わ

せ
て

い
た

だ
く

と
よ

い
。
高

齢
者

の
不

安
を

あ
お

り
逆

に
個

人
情

報
を

聞
き

出
す

手
口

も
あ

る
と

聞
い

て
い

る
。

5
月

1
0

日
【

電
話

】
岡

野

6
/
1

9
部

屋
を

借
り

た
い

。
独

立
し

た
部

屋
希

望
。

活
動

内
容

は
平

和
に

つ
い

て
考

え
た

り
勉

強
会

を

し
て

い
る

。

6
/
1

9
の

予
約

は
5

/
1

9
以

降
に

な
る

こ
と

お
伝

え
。
総

括
責

任
者

に
確

認
し

て
工

作
室

利
用

で
許

可
。

5
月

1
0

日
【

H
P

】
岡

野
マ

マ
友

の
お

し
ゃ

べ
り

会
で

部
屋

を
借

り
た

い
お

し
ゃ

べ
り

会
で

は
利

用
許

可
が

で
き

ま
せ

ん

障
が

い
者

の
母

の
為

の
集

ま
り

。
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

に
関

し
て

の
勉

強
会

と
言

わ
れ

た
の

で

も
う

一
度

審
査

す
る

と
お

伝
え

。

ど
の

な
い

よ
う

な
ら

使
え

る
の

か
わ

か
ら

な
い

し
前

に
も

断
ら

れ
て

い
る

の
で

市
に

聞
き

ま
す

と
言

っ
て

お
怒

り
だ

っ
た

。

→
　
そ

の
後

、
改

め
て

利
用

に
つ

い
て

問
合

わ
せ

あ

り
。

5
月

1
1

日
【

電
話

】
岡

野

E
C

C
の

先
生

が
公

民
館

で
英

会
話

教
室

を
で

き

る
か

。

E
C

C
と

し
て

利
用

は
英

会
話

教
室

で
は

な
く

て
も

利
用

で
き

る
か

。

吹
田

市
の

施
設

は
全

て
法

人
の

利
用

や
営

利
目

的
の

利
用

は
不

可
か

営
利

目
的

の
教

室
は

で
き

な
い

。
サ

ー
ク

ル
や

グ

ル
ー

プ
活

動
で

利
用

に
な

っ
て

い
る

。

E
C

C
法

人
で

は
利

用
で

き
な

い
。

他
の

吹
田

市
の

施
設

に
つ

い
て

は
把

握
し

て
い

な

い
の

で
直

接
お

問
い

合
わ

せ
頂

き
た

い
。
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5
月

1
1

日
4

月
よ

り
の

継
続

【
来

館
】

大
友

（
4

/
2

7
対

応
の

続
き

）
館

内
で

の
音

の
確

認
。

詳
細

は
以

下
の

と
お

り
。

⇒ 4
月

2
7

日
【

来
館

】
1

3
:3

0
望

月

前
回

、
太

鼓
の

音
が

響
く

た
め

使
用

で
き

な
い

言

わ
れ

ま
し

た
。
毎

回
で

は
な

い
で

す
が

、
使

い
た

い
。

館
長

に
確

認
し

て
ご

連
絡

し
ま

す
。

⇒
4

/
2

8
館

長
確

認
後

折
り

返
し

お
電

話

お
試

し
で

5
/
1

1
(木

）
に

実
際

に
扉

を
閉

じ
た

状

態
で

太
鼓

を
演

奏
し

て
頂

き
、
代

表
者

の
方

に
も

図
書

館
側

に
来

て
様

子
を

見
て

頂
く

よ
う

お
願

い
し

ま
し

た
。

そ
の

他
、
ト

イ
レ

等
で

扉
が

開
い

た
状

態
の

際
に

、

音
が

響
い

て
い

る
の

か
も

し
れ

な
い

の
で

、
ト

イ
レ

休
憩

等
を

取
っ

て
頂

き
太

鼓
を

演
奏

し
て

い
る

間

は
扉

を
開

け
な

い
等

の
対

策
を

取
っ

て
頂

く
よ

う
お

願
い

し
ま

し
た

。

市
の

方
に

も
音

の
苦

情
が

多
く

届
い

て
い

る
の

で
、

そ
の

旨
お

伝
え

し
ま

し
た

。

5
/
1

1
　
定

期
利

用
日

、
1

6
時

ご
ろ

に
音

確
認

の

確
認

を
行

う
。

高
瀬

、
大

友
、
団

体
メ

ン
バ

ー
一

名
が

聞
く

。
代

表

者
の

方
は

太
鼓

を
た

た
く

。

①
本

番
通

り
、
大

き
く

た
た

く
→

2
階

Y
A

、
1

階
C

A

前
で

確
認

。
両

方
音

が
響

く
。
特

に
2

階
で

は
顕

著

だ
っ

た
。
2

階
で

途
中

で
メ

ン
バ

ー
が

扉
を

開
け

た

と
き

は
大

き
く

響
く

。

②
練

習
と

し
て

成
り

立
つ

ギ
リ

ギ
リ

の
音

量
で

控
え

め
に

叩
い

て
み

る
と

こ
と

。
→

2
階

：
響

く
。
1

階
：
①

よ
り

は
音

は
く

小
さ

い
も

の
の

聞
こ

え
る

。

→
団

体
の

方
に

現
状

を
お

伝
え

。
普

段
は

三
味

線

が
中

心
だ

が
、
イ

ベ
ン

ト
前

は
太

鼓
叩

き
た

い
と

の

こ
と

。

・
小

さ
め

の
太

鼓
で

は
ど

う
か

の
お

尋
ね

→
確

認

が
い

る
が

、
小

さ
め

で
も

使
用

は
難

し
い

見
通

し
と

返
答

。

・
今

後
に

つ
い

て
→

ま
ず

、
現

状
を

館
長

に
伝

え

て
、
判

断
し

て
返

答
。

選
択

枝
と

し
て

、
定

期
利

用
月

2
回

の
う

ち
片

方
だ

け
で

も
視

聴
覚

に
移

動
、
平

日
で

空
い

て
い

る
の

は
「

第
4

月
P

M
」

「
第

2
金

A
M

」
の

み
を

伝
。
（

岡

野
・
大

友
）

→
　
５

/
1

2
　
館

長
確

認
。
音

の
出

る
状

態
で

の
使

用
は

難
し

い
の

で
、
２

択
。

①
太

鼓
の

利
用

を
や

め
て

頂
く

。

②
（

視
聴

覚
室

は
場

所
的

に
静

か
な

所
の

上
で

は

な
い

の
で

）
活

動
日

の
ど

ち
ら

か
片

方
だ

け
で

も

視
聴

覚
に

変
更

。
太

鼓
の

使
用

は
視

聴
覚

の
練

習

日
の

み
と

す
る

。
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5
/
2

5
  

左
記

①
②

を
お

伝
え

。

②
は

無
理

と
の

こ
と

な
の

で
、
①

で
お

願
い

し
て

ご

了
承

頂
き

ま
し

た
。

5
月

1
2

日
【

来
館

】
望

月

【
公

民
館

使
用

報
告

書
の

感
想

欄
よ

り
】

希
望

：
倉

庫
④

の
開

閉
に

職
員

さ
ん

に
来

て
も

ら

わ
ず

、
私

達
が

カ
ギ

を
預

か
る

よ
う

に
出

来
な

い
で

し
ょ

う
か

。

大
変

申
し

訳
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。
倉

庫
④

の
カ

ギ
を

利

用
者

様
に

お
貸

し
す

る
こ

と
は

出
来

か
ね

ま
す

。

（
同

じ
時

間
に

別
の

利
用

者
様

が
倉

庫
④

を
利

用

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
の

で
ご

了
承

下
さ

い
ま

せ
。
）

⇒
旧

公
民

館
で

は
い

つ
で

も
入

れ
る

よ
う

に
な

っ

て
い

た
。

⇒
倉

庫
④

は
ま

な
び

の
支

援
課

を
通

じ
て

定
期

利

用
の

グ
ル

ー
プ

様
の

私
物

を
入

れ
て

お
り

ま
す

の

で
、
誰

で
も

が
自

由
に

入
れ

な
い

よ
う

に
ス

タ
ッ

フ

立
ち

合
い

の
も

と
、
出

し
入

れ
さ

せ
て

頂
い

て
お

り

ま
す

。
ご

不
便

を
お

掛
け

致
し

ま
す

が
ご

理
解

ご
了

承
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

5
月

1
3

日
【

来
館

】
望

月

片
づ

け
の

際
に

長
机

の
レ

バ
ー

を
握

ら
ず

に
長

机

を
た

た
も

う
と

し
た

際
に

レ
バ

ー
が

外
れ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

一
緒

に
確

認
さ

せ
て

頂
い

た
と

こ
ろ

、
ネ

ジ
が

外
れ

て
い

ま
し

た
。
お

怪
我

は
な

い
よ

う
で

し
た

。

長
机

は
倉

庫
③

の
正

常
な

も
の

と
交

換
し

ま
し

た
。

ネ
ジ

の
外

れ
た

机
は

倉
庫

③
に

「
故

障
中

」
の

張

り
紙

を
し

て
置

い
て

い
ま

す
。
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5
月

1
3

日
【

来
館

】
永

田
ボ

ー
ル

ペ
ン

を
貸

し
て

ほ
し

い

ご
自

分
で

お
持

ち
く

だ
さ

い
。
今

日
は

持
っ

て
き

て

い
な

い
と

の
こ

と
だ

っ
た

の
で

、
カ

ウ
ン

タ
ー

で
記

載

し
て

も
ら

っ
た

。

前
は

貸
し

て
く

れ
て

た
と

ご
ね

る
→

定
期

利
用

の
グ

ル
ー

プ
で

次
回

以
降

も
持

っ
て

こ
な

い
可

能
性

が

あ
る

5
月

1
4

日
【

来
館

】
岡

野

調
理

室
を

借
り

た
い

。
日

時
未

定
。

カ
レ

ッ
ジ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
う

ち
の

１
つ

と
し

て
講

師

を
招

い
て

味
噌

作
り

講
座

が
あ

る
。

大
人

向
け

講
座

。
定

員
を

知
り

た
い

。

４
名

×
４

台
合

計
１

６
名

→
足

り
な

い
か

も
と

迷
っ

て
い

た
の

で

調
理

室
の

貸
出

を
し

て
い

る
他

に
利

用
で

き
る

施

設
を

紹
介

し
問

合
せ

頂
く

。

5
月

1
4

日
【

来
館

】
岡

野
会

議
室

に
あ

る
机

や
椅

子
を

廊
下

に
出

す
か

倉
庫

に
し

ま
い

た
い

。

ど
ち

ら
も

不
可

で
す

。
端

に
寄

せ
て

ご
利

用
く

だ
さ

い
。
利

用
後

は
元

に
戻

し
て

く
だ

さ
い

。

5
月

1
9

日
【

来
館

】

公
民

館
運

営
委

員
望

月
会

議
室

①
の

扉
の

前
に

あ
る

掲
示

板
の

磁
石

が

つ
き

に
く

い
。

た
ま

た
ま

つ
き

に
く

い
磁

石
だ

っ
た

よ
う

な
の

で
別

の
磁

石
と

交
換

。

 241 



 
（22） 

5
月

1
9

日
【

来
館

】
望

月
W

i-
F

i接
続

が
困

難
だ

っ
た

。
前

回
の

リ
セ

ッ
ト

方

法
が

分
か

ら
な

い
。

総
括

責
任

者
で

対
応

。
そ

の
後

「
や

っ
ぱ

り
出

来
な

い
」

と
の

お
申

し
出

が
あ

り
ま

し
た

。

そ
の

後
、
ス

タ
ッ

フ
で

対
応

方
法

を
確

認
し

た
の

で
、
次

回
お

伝
え

し
ま

す
。

5
月

2
0

日
【

来
館

】
1

1
:3

0
望

月
椅

子
で

足
首

を
打

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

湿
布

は
あ

り

ま
す

か
。

申
し

訳
ご

ざ
い

ま
せ

ん
が

、
傷

テ
ー

プ
等

は
あ

り
ま

す
が

、
湿

布
の

ご
用

意
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。

保
冷

剤
と

タ
オ

ル
を

貸
出

。

⇒
普

通
に

歩
け

る
ご

様
子

で
し

た
。

5
月

2
0

日
【

来
館

】
大

友

7
月

の
定

期
利

用
日

7
/
1

5
が

公
用

で
使

用
不

可

と
言

わ
れ

た
。

か
わ

り
の

日
は

い
つ

か
ら

予
約

で
き

る
か

？

1
か

月
前

の
6

/
1

5
～

7
/
1

2
の

間
に

予
約

可
能

。

空
き

室
状

況
お

尋
ね

が
あ

り
、
（

現
時

点
の

状
況

で
変

更
あ

り
を

お
伝

え
の

上
、
）

7
/
1

5
(土

）
⇒

会
議

室
⑤

、
7

/
1

6
(日

）
⇒

会
議

室
④

が
空

い
て

い
る

こ
と

を
伝

え
た

。

5
月

2
0

日
【

来
館

】
望

月

7
・
8

月
の

定
期

利
用

日
7

/
1

5
と

8
/
1

9
、
公

用

で
使

用
不

可
と

言
わ

れ
た

。

か
わ

り
の

日
は

い
つ

か
ら

予
約

で
き

る
か

？

7
月

分
は

次
回

定
期

日
の

6
/
1

7
に

予
約

可
能

と

言
わ

れ
た

が
。

1
か

月
前

か
ら

3
日

前
。

7
/
1

5
⇒

6
/
1

5
~
7

/
1

2
の

間
に

予
約

可
能

。

8
/
1

9
⇒

7
/
1

9
~
8

/
1

6
の

間
に

予
約

可
能

。

空
き

室
状

況
は

、
（

現
時

点
の

状
況

で
変

更
あ

り

を
お

伝
え

の
上

、
）

7
/
1

5
(土

）
、
8

/
1

9
(日

）
⇒

両
方

と
も

視
聴

覚

は
定

期
利

用
を

伝
え

た
。
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5
月

2
0

日
【

来
館

】
望

月

ろ
く

ろ
を

現
在

は
陶

芸
窯

室
に

台
車

の
上

に
置

い

て
い

る
が

、
工

作
室

の
隅

に
置

き
た

い
。
そ

れ
が

出

来
な

け
れ

ば
、
陶

芸
窯

室
に

台
車

の
上

で
は

な
く

直
接

に
置

き
た

い
。

総
括

責
任

者
に

確
認

後

⇒
工

作
室

は
陶

芸
以

外
の

グ
ル

ー
プ

も
多

数
使

用
さ

れ
る

の
で

破
損

等
の

ト
ラ

ブ
ル

に
な

る
可

能

性
が

あ
る

為
、
不

可
で

す
。
陶

芸
窯

室
に

台
車

な
し

で
置

く
こ

と
は

こ
ち

ら
と

し
て

は
問

題
あ

り
ま

せ
ん

が
、
ろ

く
ろ

を
共

有
さ

れ
て

い
る

他
の

陶
芸

グ
ル

ー

プ
さ

ん
は

了
承

さ
れ

て
い

ま
す

か
。
ご

了
承

が
得

ら

れ
て

い
る

の
で

あ
れ

ば
問

題
な

い
で

す
。

⇒
分

か
り

ま
し

た
。
他

の
陶

芸
グ

ル
ー

プ
と

相
談

し

て
ま

た
報

告
し

ま
す

。

5
月

2
1

日
【

来
館

】
大

友

①
南

千
里

で
す

る
拓

本
展

の
チ

ラ
シ

を
掲

示
し

て

ほ
し

い
。
5

/
3

～
5

/
3

0
開

催
。

②
午

前
中

に
合

同
展

の
話

を
公

民
館

の
方

と
行

い
、
チ

ラ
シ

持
参

す
れ

ば
張

る
と

い
っ

た
か

ら
持

っ

て
き

た
。

①
サ

ー
ク

ル
募

集
以

外
の

チ
ラ

シ
は

、
ひ

と
ま

ず
お

預
か

り
し

て
責

任
者

に
確

認
を

取
っ

て
か

ら
の

掲

示
に

な
る

こ
と

を
お

伝
え

。
公

民
館

に
張

る
も

の
の

許
可

を
、
な

ぜ
公

民
館

の
人

が
許

可
で

き
な

い
か

と
お

尋
ね

。
合

同
展

の
主

催
は

公
民

館
職

員
と

企

画
運

営
委

員
会

で
、
施

設
の

貸
室

は
指

定
管

理

者
と

別
に

な
っ

て
い

る
こ

と
を

伝
え

た
。

②
話

を
聞

き
こ

む
と

午
前

中
に

公
民

館
職

員
が

了

解
を

取
っ

て
い

る
こ

と
が

分
か

る
。
主

催
講

座
を

終

え
た

公
民

館
職

員
（

八
木

さ
ん

）
が

来
ら

れ
た

の

で
、
対

応
を

引
き

継
い

だ
。

③
八

木
さ

ん
よ

り
、
T

R
C

掲
示

板
に

吹
田

市
関

連

の
ポ

ス
タ

ー
が

多
く

張
っ

て
あ

り
、
T

R
C

側
に

張
れ

な
い

か
と

お
尋

ね
。
確

認
後

に
な

る
こ

と
を

伝
え

た

と
こ

ろ
、
期

限
が

急
ぎ

の
た

め
公

民
館

側
に

張
る

こ

と
で

合
意

。

①
の

段
階

で
利

用
者

に
対

応
者

大
友

の
名

前
を

聞
か

れ
る

。
掲

示
す

る
か

ど
う

か
を

携
帯

に
連

絡
ほ

し
い

と
の

こ
と

。
ま

た
千

里
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
情

報
館

の

ソ
タ

ニ
様

（
0

6
ー

6
1

5
5

ー
3

9
3

3
）

よ
り

の
案

件

と
お

っ
し

ゃ
っ

た
。

そ
の

後
、
曽

谷
様

よ
り

電
話

が
入

り
、
経

緯
の

確
認

と
現

状
ポ

ス
タ

ー
が

ど
う

な
っ

て
い

る
か

の
お

尋
ね

が
あ

っ
た

。
大

友
対

応
後

、
公

民
館

職
員

へ
の

引

継
ぎ

を
希

望
さ

れ
、
八

木
さ

ん
に

電
話

を
回

し
た

。
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5
月

2
2

日
【

来
館

】
岡

野
会

議
室

３
の

マ
ッ

ト
が

邪
魔

で
空

調
の

ス
イ

ッ
チ

が

届
か

な
い

。

ご
迷

惑
を

お
か

け
し

て
お

り
ま

す
。
も

う
一

度
検

討

し
ま

す
。

5
月

2
4

日
【

来
館

】
岡

野

本
申

込
の

用
紙

に
代

表
者

の
住

所
電

話
番

号
を

毎
回

書
く

の
は

め
ん

ど
く

さ
い

し
、

代
表

の
住

所
電

話
番

号
を

他
の

メ
ン

バ
ー

が
お

ぼ

え
て

な
い

。
セ

ン
タ

ー
の

方
で

記
入

し
て

ほ
し

い
。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
時

代
に

紙
の

受
付

用
紙

は
も

っ
た

い
な

い
し

お
か

し
い

。

セ
ン

タ
ー

の
代

筆
は

し
て

な
い

。
用

紙
は

吹
田

市
の

様
式

の
為

吹
田

市
に

意
見

を
伝

え
て

お
く

。

5
月

2
5

日
【

電
話

】
高

瀬
絵

手
紙

の
サ

ー
ク

ル
を

探
し

て
い

ま
す

。

折
り

返
し

連
絡

し
ま

す
。

⇒
（

望
月

よ
り

折
り

返
し

電
話

し
た

と
こ

ろ
、
留

守

番
電

話
で

し
た

。
）

絵
手

紙
サ

ー
ク

ル
会

④
第

一
水

曜
日

1
0

時
か

ら

を
ご

案
内

し
ま

し
た

。
ま

ち
な

か
リ

ビ
ン

グ
の

H
P

か

ら
も

募
集

中
の

サ
ー

ク
ル

を
確

認
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

と
留

守
電

に
入

れ
ま

し
た

。

5
/
2

5
　
折

り
返

し
電

話
あ

り
。
「

何
度

も
連

絡
頂

き
、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
見

ま
し

た
」

と
の

こ

と
で

し
た

。

野
本

対
応

5
月

2
8

日
【

来
館

】

男
性

５
０

代
く

ら
い

岡
野

こ
こ

は
図

書
館

の
は

ず
。
２

階
で

大
声

で
話

し
て

、

も
の

を
移

動
さ

せ
る

音
も

う
る

さ
い

。
一

緒
に

来
い

。

2
階

に
行

く
と

寄
席

の
準

備
で

会
議

室
１

の
ド

ア
が

開
け

放
し

さ
れ

て
い

た
。

男
性

が
直

接
入

っ
て

い
き

、
準

備
し

て
い

た
企

画

運
営

委
員

の
女

性
を

呼
ん

で
注

意
。

→
高

瀬
さ

ん
と

共
に

現
場

に
行

き
企

画
運

営
委

員

に
事

情
を

伺
う

。
男

性
は

出
て

行
っ

た
あ

と
。

→
ド

ア
を

開
け

て
の

活
動

は
や

め
て

頂
く

の
と

視
聴

覚
室

前
の

場
所

は
公

民
館

の
利

用
時

に
過

ご
す

た
め

の
場

所
で

あ
る

と
と

も
に

利
用

者
に

と
っ

て
は

閲
覧

室
で

も
あ

る
と

認
識

さ
れ

て
い

る
方

が
あ

る
。

双
方

の
認

識
の

相
違

が
あ

っ
た

。
館

長
他

一
度

き

ち
ん

と
確

認
す

べ
き

を
お

伝
え

。
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5
月

2
8

日
清

掃
担

当
者

岡
野

1
0

時
頃

、
会

議
室

４
の

椅
子

に
待

ち
針

が
落

ち
て

い
た

と
報

告
。

前
日

利
用

の
和

裁
グ

ル
ー

プ
と

思
わ

れ
る

（
そ

れ
以

降
利

用
が

な
い

の
と

裁
縫

利
用

グ
ル

ー

プ
は

こ
れ

だ
け

な
の

で
）

→
代

表
に

連
絡

し
、
取

り
に

来
て

も
ら

う
旨

お
伝

え
。
→

1
4

時
頃

取
り

に
来

る
。

翌
日

館
長

か
ら

和
裁

グ
ル

ー
プ

に
は

掃
除

機
を

貸

出
す

る
こ

と
で

調
整

。
グ

ル
ー

プ
に

連
絡

済
み

。

5
月

3
0

日
【

来
館

】
岡

野
2

0
2

3
/
7

/
2

9
公

用
利

用
準

備
の

為
会

議
室

１

～
３

を
前

日
夜

か
ら

利
用

希
望

。

定
期

利
用

グ
ル

ー
プ

に
会

議
室

３
か

ら
視

聴
覚

室

に
移

動
し

て
も

ら
う

。

→
視

聴
覚

室
に

企
画

運
営

委
員

会
が

入
っ

て
い

た
が

会
議

室
５

に
移

動
し

て
も

ら
う

。
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 246 



令和５年（2023 年）６月度まちなかリビング北千里月間事業報告書（北千里地区公民館部分抜粋） 

 

ア． まちなかリビング北千里の利用状況 

 
 

イ． 管理運営に係る実績 

（３） 公民館運営事業 

  ① 設備について 

    ・２日  陶芸窯操作検証 

    ・５日１２日１９日２６日 公民館担当者による日報作成検証 

    ・４日１１日１８日２５日 公民館サイネージデータ作成 

    ・４日１１日１９日２６日 公民館サイネージデータ更新作業 

  ② 市主催事業について 

    ・１０日２０日開始  主催行事受付補助（不在時対応） 

    ・２日８日１５日２２日２９日  公民館館長、事務員との定期ミーティング（大友） 

    ・２６日  公民館企画運営委員会出席（大友） 

  ③ 公民館貸室業務 

（27） 

(人) うち児童センター（人） うち公民館（人） うち図書館（人）

6月1日 (木) 曇り 824 96 80 648 7

6月2日 (金) 曇り 496 25 34 437 3

6月3日 (土) 雨 1,478 322 117 1,039 22

6月4日 (日) 雨 1,259 347 36 876 24

6月5日 (月) 晴 887 116 72 699 16
6月6日 (火) 雨 688 116 24 548 8

6月7日 (水) 晴 948 191 106 651 11

6月8日 (木) 曇り 752 103 94 555 6

6月9日 (金) 曇り 883 140 92 651 19

6月10日 (土) 曇り 1,396 280 174 942 15

6月11日 (日) 雨 1,430 437 108 885 20

6月12日 (月) 曇り 780 130 53 597 11

6月13日 (火) 曇り 761 102 101 558 10

6月14日 (水) 曇り 968 143 89 736 8

6月15日 (木) 曇り 805 72 83 650 3

6月16日 (金) 晴 877 144 153 580 9

6月17日 (土) 晴 1,312 339 111 862 26

6月18日 (日) 晴 1,305 302 154 849 25

6月19日 (月) 晴 910 169 85 656 12

6月20日 (火) 晴 725 144 67 514 6

6月21日 (水) 曇り 1,010 143 119 748 5

6月22日 (木) 雨 770 89 105 576 6

6月23日 (金) 曇り 907 131 121 655 5

6月24日 (土) 曇り 1,550 324 197 1,029 16

6月25日 (日) 晴 1,688 360 39 1,289 16

6月26日 (月) 曇り 1,002 237 86 679 4

6月27日 (火) 曇り

6月28日 (水) 曇り 1,049 140 114 795 5

6月29日 (木) 晴 1,044 157 39 848 11

6月30日 (金) 雨 790 132 31 627 2

合計 29,294 5,431 2,684 21,179 331

館内整理日

新規登録日付 曜日 天気
入館者数

特記事項

公民館休館日

公民館休館日

公民館休館日
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単位：件 単位：件

2023年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

申込件数 13 7 13 33

    業務内容：公民館日報で集計、集計表を学びの支援課に報告済み 

    ・毎日 web貸室申し込み状況の確認 （１３件） 

 

 

    ・随時 グループ活動の支援としてグループ紹介や会員募集等のポスターを募集し、ポスターを２階 

北側階段前に掲示した。 

 

エ. 主催事業に係る実績 

１．まちなかリビング北千里 

 実施なし 

 

カ. 利用者からの意見、要望に対する事項 

まちなかリビング北千里についてのご意見  １９件  別添 【カー１】 

北千里地区公民館についてのご意見  ２０件  別添 【カー３】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（28） 
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（29） 

【
カ

ー
1

】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

1
6

月
4

日
【
来

館
】

（
高

齢
）
男

性
望

月
2

階
の

検
索

機
の

資
料

印
刷

が
で

き
な

い
。

（
お

怒
り

の
ご

様
子

）
申

し
訳

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
す

ぐ
確

認
し

ま
す

。

プ
リ

ン
タ

ー
の

ス
イ

ッ
チ

が
切

ら
れ

て
い

た
と

の
こ

と
。
（
利

用
者

が
切

っ
た

可
能

性
あ

り
）

巡
回

時
に

要
確

認
。

2
6

月
7

日
【
来

館
】

高
齢

女
性

岡
野

外
に

た
く

さ
ん

虫
が

壁
を

は
っ

て
い

る
。
気

も

し
悪

い
し

赤
ち

ゃ
ん

の
上

に
落

ち
て

き
た

ら

あ
ぶ

な
い

。
掃

除
す

る
人

１
人

じ
ゃ

た
り

な

い
。

不
快

な
思

い
を

さ
せ

て
し

ま
い

申
し

訳
ご

ざ

い
ま

せ
ん

。
駆

除
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

こ

ろ
で

す
。
責

任
者

も
承

知
し

て
ま

す
。
清

掃

担
当

者
は

時
間

帯
に

よ
っ

て
1

名
の

時
が

あ

り
ま

す
が

、
開

館
前

に
は

複
数

名
で

担
当

し

て
お

り
ま

す
。
ご

意
見

を
伝

え
ま

す
。

3
6

月
7

日
【
来

館
】

高
齢

男
性

望
月

入
口

の
階

段
か

ら
玄

関
付

近
に

虫
が

大
量

に
い

る
。
何

と
か

し
ろ

。

（
お

怒
り

の
ご

様
子

）

駆
除

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
が

、
申

し
訳

ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

清
掃

担
当

者
に

伝
え

、
再

度
清

掃
を

行
っ

た
。

前
日

の
雨

で
特

に
こ

の
日

は
多

か
っ

た
模

様
で

す
。

4
6

月
7

日
【
来

館
】

中
年

男
性

望
月

北
側

扉
が

今
日

は
１

０
時

以
前

に
開

い
て

い
た

。

今
日

は
、
児

童
セ

ン
タ

ー
関

係
者

の
出

入
り

が
あ

り
、
イ

レ
ギ

ュ
ラ

ー
で

開
け

さ
せ

て
頂

き

ま
し

た
が

、
通

常
は

5
分

程
度

の
遅

れ
で

開

き
ま

す
。

ま
ち

な
か

リ
ビ

ン
グ

北
千

里
問

合
せ

６
月
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（30） 

5
6

月
9

日
【
来

館
】

高
齢

女
性

浅
川

玄
関

付
近

ポ
ス

ト
の

入
口

付
近

に
虫

見
に

行
っ

た
が

見
つ

か
ら

ず
。

6
6

月
1

1
日

【
来

館
】

小
学

校
低

学
年

男
子

大
友

入
口

付
近

に
虫

が
多

く
い

る
。

丸
ま

っ
て

い
る

の
も

い
る

。

・
入

口
の

虫
は

ヤ
ス

デ
。
新

し
い

建
物

が
建

つ
と

発
生

し
て

、
特

に
雨

の
日

の
後

が
多

い
。
赤

い
粉

は
防

虫
の

た
め

に
撒

い
て

お

り
、
丸

ま
っ

て
い

る
の

は
死

骸
。
驚

か
せ

て
申

し
訳

な
い

。

・
虫

が
多

い
の

で
、
係

り
の

人
に

更
に

対
策

を
依

頼
中

で
あ

る
。
建

物
の

中
に

入
っ

て
来

た
場

合
は

、
駆

除
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

（
本

日
は

建
物

内
で

は
見

当
た

ら
ず

）

7
6

月
1

1
日

【
来

館
】

6
0

代
位

の
女

性
大

友

雨
傘

立
て

を
入

口
に

設
置

し
な

い
の

か
。

か
さ

袋
が

エ
コ

の
視

点
か

ら
も

っ
た

い
な

い
。

吹
田

の
他

の
施

設
は

ど
う

し
て

い
る

か
。

設
置

を
決

め
る

の
は

、
市

役
所

か
ど

こ
か

。

・
ご

意
見

が
あ

っ
た

こ
と

を
伝

え
ま

す
。

・
水

滴
除

け
と

傘
袋

で
対

応
。
施

設
利

用
者

数
が

多
く

、
設

置
に

は
多

数
の

傘
立

て
が

必

要
。
ま

た
、
紛

失
防

止
に

は
施

錠
で

き
る

タ
イ

プ
の

も
の

が
必

要
に

な
る

。

・
施

設
は

吹
田

市
で

、
施

設
管

理
は

指
定

管
理

者
が

行
っ

て
い

る
。

・
吹

田
の

他
の

図
書

館
で

は
、
同

じ
く

傘
袋

で
対

応
、
水

滴
除

け
は

設
置

、
未

設
置

の
館

が
あ

る
。

・
吹

田
市

か
ら

の
回

答
が

欲
し

い
と

の
希

望

で
、
館

長
に

対
応

を
引

き
継

い
だ

。

　
（
傘

袋
に

い
れ

た
傘

を
持

っ
て

館
内

を
利

用
す

る
の

に
抵

抗
が

あ
る

と
の

主
旨

で
あ

っ

た
）
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8
6

月
1

2
日

【
来

館
】

高
齢

男
性

望
月

入
口

の
階

段
か

ら
玄

関
付

近
が

汚
れ

て
い

る
。

掃
除

は
し

て
い

な
い

か
の

か
。
小

さ
い

子
供

も
来

て
い

る
の

に
ど

う
し

て
い

る
の

か
。
（
少

し
お

怒
り

の
ご

様
子

）

・
ヤ

ス
デ

が
大

量
発

生
し

て
業

者
に

依
頼

し

て
薬

剤
を

散
布

し
て

駆
除

対
策

は
し

て
お

り

ま
す

。
毎

日
掃

除
も

し
て

お
り

ま
す

が
、
次

か

ら
次

へ
と

ヤ
ス

デ
が

発
生

し
て

お
り

、
ご

来

館
の

方
に

は
ご

迷
惑

を
お

掛
け

し
て

お
り

ま

す
。
申

し
訳

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。

9
6

月
1

2
日

【
来

館
】

高
齢

女
性

永
田

入
口

か
ら

玄
関

付
近

に
か

け
て

虫
が

い
る

。

私
の

お
友

達
は

「
身

の
毛

が
よ

だ
つ

」
と

言
っ

て
い

る
。

業
者

に
お

願
い

し
て

、
対

策
は

し
て

お
り

ま

す
。
申

し
訳

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。

1
0

6
月

1
4

日
【
電

話
】

団
体

代
表

者
岡

野

調
理

室
を

健
康

に
良

い
ス

ー
プ

（
家

で
作

っ

た
も

の
）
を

広
め

る
試

食
会

で
利

用
。
ス

ー

プ
の

作
り

方
の

説
明

の
為

調
理

を
伴

う
。
今

ま
で

江
坂

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
協

会
で

セ
ミ

ナ
ー

、
講

習
。
北

海
道

で
店

舗
を

借
り

て
セ

ミ
ナ

ー
。
参

加
費

３
０

０
０

円
で

１
０

名
く

ら

い
。

試
食

会
や

ス
ー

プ
に

つ
い

て
の

講
習

会
も

で
き

る
か

。

調
理

実
習

室
の

利
用

は
吹

田
市

の
主

催
講

座
な

ど
で

が
多

く
、
グ

ル
ー

プ
利

用
は

ハ
ー

ド
ル

が
高

い
。
料

金
も

高
額

。
今

ま
で

の
こ

と

を
伺

う
と

営
利

目
的

と
捉

え
ら

れ
る

。
他

の

公
共

施
設

も
調

理
実

習
室

が
あ

る
の

で
そ

ち
ら

で
問

合
せ

も
。
講

習
会

は
前

例
が

な
い

の
で

相
談

に
な

る
。

も
う

一
度

計
画

を
練

っ
て

か
ら

再
び

相
談

す

る
こ

と
で

ご
納

得
。

1
1

6
月

1
5

日

【
来

館
】

親
子

で
リ

ト
ミ

ッ

ク
（
公

民
館

主
催

講
座

）
の

先
生

岡
野

企
画

運
営

委
員

か
ら

名
簿

を
も

ら
う

よ
う

に

ラ
イ

ン
で

連
絡

が
来

て
い

る
。
今

日
は

企
画

運
営

委
員

が
来

な
い

と
の

連
絡

あ
っ

た
。

電
話

受
付

の
名

簿
は

場
所

が
分

か
っ

た
が

そ
の

他
の

名
簿

は
分

か
ら

す
。

企
画

運
営

委
員

に
引

継
ぎ

を
T

R
Ｃ

に
も

し

て
も

ら
う

様
お

伝
え

す
る

。

講
座

開
催

中
に

事
務

員
が

出
勤

。
内

容
を

お
伝

え
し

、
引

継
ぎ

を
お

願
い

し
た

。

 251 



 
（32） 

1
2

6
月

1
5

日

【
電

話
】

着
物

を
楽

し
む

会

岡
野

不
定

期
利

用
グ

ル
ー

プ
。
次

回
8

月
く

ら
い

に
茶

道
を

し
た

い
の

で
和

室
に

あ
る

茶
道

具
を

使
え

る
の

か
。

和
室

の
倉

庫
を

見
た

ら
グ

ル
ー

プ
名

の
書

か
れ

た
一

式
を

見
つ

け
た

。
私

物
を

置
け

な

い
と

聞
い

て
い

る
が

な
ぜ

か
？

ま
な

び
の

支
援

課
に

確
認

の
上

お
答

え
し

ま
す

。

以
下

、
大

友
。

私
物

の
設

置
は

「
仲

良
し

同
好

会
」
と

判
明

ま
な

び
の

支
援

課
に

確
認

メ
ー

ル
し

た
と

こ

ろ
回

答
を

も
ら

っ
た

・
備

品
は

、
他

の
団

体
や

主
催

行
事

に
利

用

可
能

か
ど

う
か

が
、
設

置
の

許
可

基
準

。
自

分
た

ち
以

外
に

使
っ

て
良

い
か

団
体

に
き

い
て

ほ
し

い
。

・
了

解
な

ら
、
団

体
名

を
外

し
て

も
ら

う
よ

う

に
頼

む
。

・
2

0
2

2
年

1
2

月
頃

に
設

置
備

品
に

つ
い

て
は

、
ま

な
び

が
団

体
名

を
外

し
て

、
「
北

千

里
公

民
館

」
表

示
を

張
っ

た
。

2
0

2
3

年
7

月
5

日
現

在
、
T

R
C

to
「
仲

良

し
～

」
団

体
と

対
応

途
中

。

1
3

6
月

1
6

日
【
来

館
】

3
0

代
位

女
性

望
月

親
子

の
グ

ル
ー

プ
で

部
屋

を
借

り
た

い
の

で
お

話
を

お
伺

い
し

た
い

。
児

童
セ

ン
タ

ー
の

貸
室

を
ご

案
内

。
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（33） 

1
4

6
月

1
7

日
ト

マ
ト

様

【
来

館
】

大
友

→ 桒
田

館
長

定
期

利
用

団
体

。

①
1

1
/
1

2
、
定

期
利

用
日

で
視

聴
覚

室

1
3

～
1

8
時

、
今

の
と

こ
ろ

公
用

は
入

っ
て

い

な
い

か
。
公

用
は

入
る

と
し

た
ら

、
い

つ
頃

わ

か
る

か
。
文

化
祭

と
か

ぶ
っ

て
な

い
か

。

②
視

聴
覚

室
の

定
員

は
何

名
か

。

③
同

日
、
映

画
の

上
映

会
を

し
た

い
。
机

不

要
。
椅

子
の

み
。

①
今

の
と

こ
ろ

視
聴

覚
で

公
用

は
入

っ
て

い

な
い

。
7

/
1

1
、
会

議
室

①
～

③
で

図
書

館

講
座

じ
ゅ

ず
つ

な
ぎ

が
あ

る
。
文

化
祭

は
1

1

月
初

旬
の

た
め

、
重

な
っ

て
い

な
い

。
た

だ

し
、
1

1
月

は
開

館
1

周
年

記
念

イ
ベ

ン
ト

で
、
指

定
管

理
者

主
催

事
業

や
公

用
が

入

る
可

能
性

が
大

き
い

。
わ

か
り

次
第

連
絡

す

る
が

、
目

安
と

し
て

1
か

月
前

頃
に

は
公

用

が
わ

か
っ

て
る

見
込

み
。

②
椅

子
は

6
6

脚
あ

る
が

、
映

画
上

映
の

実

績
は

3
0

名
程

度
か

。

③
映

画
上

映
に

（
映

画
を

借
り

る
の

に
料

金

が
か

か
る

）
入

場
料

が
必

要
と

の
こ

と
。
以

前
窓

口
に

相
談

し
て

上
映

Ｏ
Ｋ

の
許

可
を

貰
っ

た
と

主
張

さ
れ

た
が

、
記

録
が

な
く

、
館

長
に

対
応

を
引

き
継

い
だ

。

（
来

る
人

数
に

よ
る

が
、
一

人
1

0
0

0
円

程

度
に

な
る

と
の

こ
と

。
）

③
費

用
が

利
益

に
な

ら
な

い
場

合
は

、
費

用
が

発
生

し
て

も
問

題
は

な
い

が
、
（
参

加

者
が

見
込

め
ず

）
赤

字
の

場
合

の
対

応
等

は
ど

の
よ

う
に

さ
れ

る
の

か

→
　
今

回
使

用
は

キ
ャ

ン
セ

ル
と

の
こ

と

1
5

6
月

1
9

日
音

訳
グ

ル
ー

プ

わ
岡

野
第

3
木

曜
日

の
活

動
を

第
1

と
同

様
に

1
3

:3
0

～
に

し
た

い
。

変
更

で
き

ま
す

。
た

だ
し

、
再

度
申

込
書

の

記
入

と
提

出
が

必
要

で
す

。

1
6

6
月

2
1

日
健

康
フ

ラ
ダ

ン
ス

岡
野

貸
出

表
の

み
事

前
に

書
い

て
こ

れ
な

い
か

。

朝
に

並
ぶ

時
間

が
も

っ
た

い
な

い
。

備
品

と
引

き
換

え
な

の
で

難
し

い
。
検

討
し

ま
す

。
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1
7

6
月

2
2

日
【
来

館
】

岡
野

1
0

:1
5

頃
予

約
照

会
機

ス
ト

ッ
プ

。
お

客
様

か
ら

チ
ー

フ
が

対
応

1
8

6
月

2
6

日

【
来

館
】

環
境

を
考

え
る

会

岡
野

図
書

館
な

の
に

会
議

室
か

ら
の

歌
が

聞
こ

え
て

き
て

不
快

。
図

書
館

な
ら

静
か

に
す

る

べ
き

。

公
民

館
、
児

童
セ

ン
タ

ー
も

併
設

さ
れ

て
い

る
複

合
施

設
な

の
で

、
ど

の
私

鉄
を

使
う

か

目
的

に
よ

っ
て

利
用

の
仕

方
も

変
わ

る
。

様
々

な
方

々
が

利
用

さ
れ

る
メ

リ
ッ

ト
も

あ
る

の
で

ご
理

解
願

い
た

い
。

1
9

6
月

2
9

日
【
電

話
】

1
0

時
半

過
ぎ

岡
野

朝
か

ら
利

用
し

た
が

、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
の

中

に
も

建
物

の
周

り
に

も
虫

が
た

く
さ

ん
い

て

気
持

ち
悪

い
。
せ

め
て

死
骸

の
掃

除
く

ら
い

開
館

前
に

済
ま

せ
て

ほ
し

い
。
対

策
は

取
ら

れ
て

い
る

の
か

。

吹
田

市
と

も
相

談
し

て
赤

い
粉

の
駆

除
剤

を
適

時
散

布
し

て
い

る
。
毎

日
掃

除
を

し
て

い
ま

す
が

今
後

は
も

っ
と

き
れ

い
に

掃
除

い

た
し

ま
す

。
不

快
な

思
い

を
さ

せ
て

申
し

訳

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
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【
カ

ー
３

】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

1
6

月
1

日
【
来

館
】

書
を

楽
し

む
会

岡
野

業
者

用
、
講

師
用

駐
車

場
を

講
師

の
為

に

使
い

た
い

。

主
催

講
座

の
講

師
の

の
み

許
可

。
グ

ル
ー

プ
活

動
で

の
使

用
は

ご
遠

慮
く

だ
さ

い
。

2
6

月
3

日

【
来

館
】
1

1
:2

0

吹
田

市
マ

ジ
ッ

ク

連
盟

望
月

荷
物

を
1

3
時

ま
で

、
使

用
す

る
視

聴
覚

室

の
前

に
置

か
し

て
ほ

し
い

。
ま

た
は

受
付

で

預
か

っ
て

ほ
し

い
。

荷
物

を
視

聴
覚

室
の

前
や

受
付

で
お

預
か

り
す

る
こ

と
は

出
来

か
ね

ま
す

。

⇒
ど

う
し

て
も

と
の

こ
と

だ
っ

た
の

で
、
今

回

の
み

と
の

こ
と

で
事

務
所

で
お

預
か

り
。
今

後
は

出
来

な
い

こ
と

も
お

伝
え

。

3
6

月
3

日

【
来

館
】

利
用

前
の

１
２

時

台 、
利

用
後

の
１

７

時
台

吹
田

市
マ

ジ
ッ

ク

連
盟

大
友

利
用

前
（
1

3
時

使
用

開
始

）

①
北

側
出

入
口

よ
り

荷
物

を
搬

入
時

、
何

度
か

に
分

け
て

搬
入

す
る

間
、

荷
物

を
1

階
フ

ロ
ア

風
除

室
前

の
あ

た
り

に

一
時

置
き

希
望

あ
り

。

②
ゴ

ミ
庫

の
前

に
駐

車
さ

れ
て

い
た

。
貸

室

利
用

中
ず

っ
と

駐
車

予
定

。

利
用

後

③
利

用
者

が
貸

室
よ

り
搬

出
し

た
荷

物
を

、

調
べ

も
の

カ
ウ

ン
タ

ー
の

市
職

員
に

預
か

り

依
頼

し
て

し
ま

い
、
T

R
C

に
引

き
継

い
だ

。

そ
の

ま
ま

、
図

書
館

カ
ウ

ン
タ

ー
内

で
預

か
っ

て
し

ま
っ

た
。

①
フ

ロ
ア

は
図

書
館

閲
覧

室
で

あ
り

、
一

時

置
き

は
不

可
で

あ
る

と
お

伝
え

。
預

か
り

自

体
も

不
可

で
あ

る
と

お
伝

え
し

た
が

、
組

み

立
て

要
の

荷
物

を
搬

入
開

始
し

て
し

ま
い

、

今
回

限
り

で
事

務
室

配
本

作
業

の
あ

た
り

で
一

時
預

か
り

を
伝

。

②
駐

車
は

搬
入

搬
出

時
の

み
で

あ
る

こ
と

を
お

伝
え

。
搬

入
後

、
施

設
外

の
駐

車
場

に

移
動

す
る

と
お

っ
し

ゃ
っ

た
。

③
預

か
り

済
み

の
荷

物
を

事
務

室
総

合
受

付
側

に
移

動
。
そ

の
後

利
用

が
終

わ
り

受

付
に

来
た

利
用

者
に

、
今

後
は

荷
物

の
事

前
預

か
り

、
搬

入
搬

出
時

の
預

か
り

は
不

可

で
あ

る
こ

と
を

改
め

て
伝

え
た

。

6
/
5

　
大

友

今
後

の
荷

物
の

搬
入

、
搬

出
に

つ
い

て
改

め
て

電
話

に
て

、
代

表
者

の
方

に
ル

ー
ル

を

伝
え

た
。

1
、
駐

車
は

搬
入

、
搬

出
時

の
一

時
使

用
の

み
。
活

動
中

は
駐

車
不

可
。

２
、
活

動
で

使
う

荷
物

の
一

時
預

か
り

は
不

可
。

３
、
搬

入
、
搬

出
時

に
台

車
貸

出
は

、
希

望

が
あ

れ
ば

可
能

。

４
、
準

備
、
片

づ
け

も
含

め
て

活
動

時
間

内

に
収

め
て

頂
く

。

４
に

つ
い

て
、
申

請
時

１
３

～
１

７
時

で
依

頼

し
た

が
時

間
が

足
り

ず
、
前

倒
し

希
望

。
前

後
の

空
き

状
況

を
調

べ
１

２
：
３

０
～

１
７

：
０

０

で
後

日
定

期
利

用
申

込
書

を
再

提
出

依

頼
。

北
千

里
地

区
公

民
館

　問
合

せ
６

月
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4
6

月
3

日
【
電

話
】

高
齢

女
性

高
瀬

千
里

烏
龍

太
極

拳
倶

楽
部

に
興

味
が

あ

る
。

⇒
望

月
回

答

（
活

動
時

間
を

お
伝

え
し

、
）
そ

の
時

間
に

直
接

ご
来

館
く

だ
さ

い
。

5
6

月
3

日
【
来

館
】
1

1
:3

0

高
齢

女
性

望
月

途
中

「
楽

し
い

体
操

」
の

お
部

屋
に

入
ろ

う

と
し

た
ら

、
カ

ギ
が

掛
か

っ
て

い
た

。
（
お

怒

り
の

ご
様

子
で

し
た

）

主
催

講
座

の
担

当
者

（
運

営
委

員
）
に

お

伝
え

し
ま

す
。

6
6

月
3

日
【
来

館
】

企
画

運
営

委
員

望
月

会
議

室
②

の
と

こ
ろ

に
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。

使
用

頻
度

が
少

な
い

の
で

、
工

作
室

に
移

動
さ

せ
て

頂
き

ま
し

た
。
ご

利
用

さ
れ

ま
す

か
。

⇒
使

用
し

ま
せ

ん
。

7
6

月
6

日

【
電

話
】

青
山

台
市

民

ホ
ー

ル

岡
野

来
館

者
か

ら
近

く
で

和
裁

の
グ

ル
ー

プ
が

あ
れ

ば
教

え
て

ほ
し

い
と

言
わ

れ
て

い
る

和
裁

グ
ル

ー
プ

の
直

近
の

予
定

を
お

伝
え

。

各
自

で
話

し
合

う
こ

と
を

お
伝

え

8
6

月
1

1
日

【
来

館
】

高
齢

女
性

望
月

明
日

6
/
1

1
（
日

）
の

「
野

草
観

察
会

」
は

雨

が
降

り
そ

う
だ

け
れ

ど
開

催
は

さ
れ

る
の

か
。

企
画

運
営

委
員

に
確

認
し

ま
す

。

⇒
企

画
運

営
委

員
、
事

務
員

に
確

認
し

た

と
こ

ろ
、
「
現

在
の

状
況

で
の

判
断

は
行

わ

な
い

の
で

、
明

日
中

止
の

場
合

は
朝

に
ま

ち

な
か

リ
ビ

ン
グ

前
に

張
り

紙
し

ま
す

。
」
と

の

こ
と

だ
っ

た
の

で
、
そ

の
旨

お
伝

え
。
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9
6

月
1

2
日

【
来

館
】

午
前

中
、
団

体

利
用

の
年

配
女

性

大
友

6
月

1
1

日
公

民
館

主
催

講
座

「
野

草
観

察

会
」
に

つ
い

て
。

雨
だ

っ
た

が
講

座
は

開
催

さ
れ

た
か

ど
う

か
。
何

人
程

度
の

参
加

が
あ

っ
た

か
。

自
分

は
参

加
し

て
い

な
い

。
開

催
か

ど
う

か

気
に

な
っ

た
が

、
施

設
開

始
前

の
9

時
半

開

始
で

あ
っ

た
た

め
、
施

設
へ

の
問

い
合

わ
せ

は
見

送
っ

た
。

公
民

館
館

長
が

出
勤

さ
れ

て
い

た
た

め
、
利

用
者

に
お

待
ち

頂
き

、
館

長
に

状
況

確
認

を

行
っ

て
対

応
。

小
雨

決
行

の
案

内
ど

お
り

、
開

催
。
参

加
人

数
は

5
名

程
度

で
少

な
め

で
あ

っ
た

こ
と

を

伝
え

た
。

早
い

時
間

の
開

催
で

問
合

せ
対

応
を

行
う

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
が

、
ま

た
の

機
会

に

参
加

を
ご

案
内

し
た

。

1
0

6
月

1
2

日
【
来

館
】

高
齢

女
性

永
田

入
口

か
ら

玄
関

付
近

に
か

け
て

虫
が

い
る

。

私
の

お
友

達
は

「
身

の
毛

が
よ

だ
つ

」
と

言
っ

て
い

る
。

業
者

に
お

願
い

し
て

、
対

策
は

し
て

お
り

ま

す
。
申

し
訳

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。

1
1

6
月

1
4

日
【
電

話
】

団
体

代
表

者
岡

野

調
理

室
を

健
康

に
良

い
ス

ー
プ

（
家

で
作

っ

た
も

の
）
を

広
め

る
試

食
会

で
利

用
。
ス

ー

プ
の

作
り

方
の

説
明

の
為

調
理

を
伴

う
。
今

ま
で

江
坂

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
協

会
で

セ
ミ

ナ
ー

、
講

習
。
北

海
道

で
店

舗
を

借
り

て
セ

ミ
ナ

ー
。
参

加
費

３
０

０
０

円
で

１
０

名
く

ら

い
。

試
食

会
や

ス
ー

プ
に

つ
い

て
の

講
習

会
も

で
き

る
か

。

調
理

実
習

室
の

利
用

は
吹

田
市

の
主

催
講

座
な

ど
で

が
多

く
、
グ

ル
ー

プ
利

用
は

ハ
ー

ド
ル

が
高

い
。
料

金
も

高
額

。
今

ま
で

の
こ

と

を
伺

う
と

営
利

目
的

と
捉

え
ら

れ
る

。
他

の

公
共

施
設

も
調

理
実

習
室

が
あ

る
の

で
そ

ち
ら

で
問

合
せ

も
。
講

習
会

は
前

例
が

な
い

の
で

相
談

に
な

る
。

も
う

一
度

計
画

を
練

っ
て

か
ら

再
び

相
談

す

る
こ

と
で

ご
納

得
。

1
2

6
月

1
5

日

【
来

館
】

親
子

で
リ

ト
ミ

ッ

ク
（
公

民
館

主
催

講
座

）
の

先
生

岡
野

企
画

運
営

委
員

か
ら

名
簿

を
も

ら
う

よ
う

に

ラ
イ

ン
で

連
絡

が
来

て
い

る
。
今

日
は

企
画

運
営

委
員

が
来

な
い

と
の

連
絡

あ
っ

た
。

電
話

受
付

の
名

簿
は

場
所

が
分

か
っ

た
が

そ
の

他
の

名
簿

は
分

か
ら

す
。

企
画

運
営

委
員

に
引

継
ぎ

を
T

R
Ｃ

に
も

し

て
も

ら
う

様
お

伝
え

す
る

。

講
座

開
催

中
に

事
務

員
が

出
勤

。
内

容
を

お
伝

え
し

、
引

継
ぎ

を
お

願
い

し
た

。
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1
3

6
月

1
5

日

【
電

話
】

着
物

を
楽

し
む

会

岡
野

不
定

期
利

用
グ

ル
ー

プ
。
次

回
8

月
く

ら
い

に
茶

道
を

し
た

い
の

で
和

室
に

あ
る

茶
道

具
を

使
え

る
の

か
。

和
室

の
倉

庫
を

見
た

ら
グ

ル
ー

プ
名

の
書

か
れ

た
一

式
を

見
つ

け
た

。
私

物
を

置
け

な

い
と

聞
い

て
い

る
が

な
ぜ

か
？

ま
な

び
の

支
援

課
に

確
認

の
上

お
答

え
し

ま
す

。

以
下

、
大

友
。

私
物

の
設

置
は

「
仲

良
し

同
好

会
」
と

判
明

ま
な

び
の

支
援

課
に

確
認

メ
ー

ル
し

た
と

こ

ろ
回

答
を

も
ら

っ
た

・
備

品
は

、
他

の
団

体
や

主
催

行
事

に
利

用

可
能

か
ど

う
か

が
、
設

置
の

許
可

基
準

。
自

分
た

ち
以

外
に

使
っ

て
良

い
か

団
体

に
き

い
て

ほ
し

い
。

・
了

解
な

ら
、
団

体
名

を
外

し
て

も
ら

う
よ

う

に
頼

む
。

・
2

0
2

2
年

1
2

月
頃

に
設

置
備

品
に

つ
い

て
は

、
ま

な
び

が
団

体
名

を
外

し
て

、
「
北

千

里
公

民
館

」
表

示
を

張
っ

た
。

2
0

2
3

年
7

月
5

日
現

在
、
T

R
C

to
「
仲

良

し
～

」
団

体
と

対
応

途
中

。

1
4

6
月

1
6

日
【
来

館
】

3
0

代
位

女
性

望
月

親
子

の
グ

ル
ー

プ
で

部
屋

を
借

り
た

い
の

で
お

話
を

お
伺

い
し

た
い

。
児

童
セ

ン
タ

ー
の

貸
室

を
ご

案
内

。
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（39） 

1
5

6
月

1
7

日
ト

マ
ト

様

【
来

館
】

大
友

→ 桒
田

館
長

定
期

利
用

団
体

。

①
1

1
/
1

2
、
定

期
利

用
日

で
視

聴
覚

室

1
3

～
1

8
時

、
今

の
と

こ
ろ

公
用

は
入

っ
て

い

な
い

か
。
公

用
は

入
る

と
し

た
ら

、
い

つ
頃

わ

か
る

か
。
文

化
祭

と
か

ぶ
っ

て
な

い
か

。

②
視

聴
覚

室
の

定
員

は
何

名
か

。

③
同

日
、
映

画
の

上
映

会
を

し
た

い
。
机

不

要
。
椅

子
の

み
。

①
今

の
と

こ
ろ

視
聴

覚
で

公
用

は
入

っ
て

い

な
い

。
7

/
1

1
、
会

議
室

①
～

③
で

図
書

館

講
座

じ
ゅ

ず
つ

な
ぎ

が
あ

る
。
文

化
祭

は
1

1

月
初

旬
の

た
め

、
重

な
っ

て
い

な
い

。
た

だ

し
、
1

1
月

は
開

館
1

周
年

記
念

イ
ベ

ン
ト

で
、
指

定
管

理
者

主
催

事
業

や
公

用
が

入

る
可

能
性

が
大

き
い

。
わ

か
り

次
第

連
絡

す

る
が

、
目

安
と

し
て

1
か

月
前

頃
に

は
公

用

が
わ

か
っ

て
る

見
込

み
。

②
椅

子
は

6
6

脚
あ

る
が

、
映

画
上

映
の

実

績
は

3
0

名
程

度
か

。

③
映

画
上

映
に

（
映

画
を

借
り

る
の

に
料

金

が
か

か
る

）
入

場
料

が
必

要
と

の
こ

と
。
以

前
窓

口
に

相
談

し
て

上
映

Ｏ
Ｋ

の
許

可
を

貰
っ

た
と

主
張

さ
れ

た
が

、
記

録
が

な
く

、
館

長
に

対
応

を
引

き
継

い
だ

。

（
来

る
人

数
に

よ
る

が
、
一

人
1

0
0

0
円

程

度
に

な
る

と
の

こ
と

。
）

③
費

用
が

利
益

に
な

ら
な

い
場

合
は

、
費

用
が

発
生

し
て

も
問

題
は

な
い

が
、
（
参

加

者
が

見
込

め
ず

）
赤

字
の

場
合

の
対

応
等

は
ど

の
よ

う
に

さ
れ

る
の

か

→
　
今

回
使

用
は

キ
ャ

ン
セ

ル
と

の
こ

と

1
6

6
月

1
9

日
音

訳
グ

ル
ー

プ

わ
岡

野
第

3
木

曜
日

の
活

動
を

第
1

と
同

様
に

1
3

:3
0

～
に

し
た

い
。

変
更

で
き

ま
す

。
た

だ
し

、
再

度
申

込
書

の

記
入

と
提

出
が

必
要

で
す

。

1
7

6
月

2
1

日
健

康
フ

ラ
ダ

ン
ス

岡
野

貸
出

表
の

み
事

前
に

書
い

て
こ

れ
な

い
か

。

朝
に

並
ぶ

時
間

が
も

っ
た

い
な

い
。

備
品

と
引

き
換

え
な

の
で

難
し

い
。
検

討
し

ま
す

。
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（40） 

1
8

6
月

2
1

日
北

大
阪

パ
ソ

コ

ン
勉

強
か

岡
野

z
o
o
m

で
W

i-
F
iを

I利
用

し
た

と
こ

ろ
速

度

が
遅

い
、
途

中
で

止
ま

る
。
W

i-
F
iの

容
量

を
上

げ
て

ほ
し

い
。

ご
意

見
と

し
て

承
り

ま
し

た
。
公

衆
W

i-
F
iな

の
で

使
用

す
る

人
数

が
多

い
時

に
は

や
む

を
得

な
い

場
合

が
ご

ざ
い

ま
す

。
安

定
し

た

W
i-

F
i環

境
を

ご
用

意
い

た
だ

く
の

が
良

い

と
思

い
ま

す
。

1
9

6
月

2
3

日

【
電

話
】

福
祉

総
務

室
望

月
2

/
3

（
土

）
に

会
①

－
③

空
い

て
い

ま
す

か
。

公
民

館
主

催
講

座
「
楽

し
い

体
操

」
が

入
っ

て
い

ま
す

。
視

聴
覚

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

→
少

し
狭

い
か

な
と

こ
の

と
。

2
0

6
月

2
6

日
【
来

館
】

ビ
ー

ズ
の

会
松

岡
掃

除
機

の
充

電
が

き
れ

た
。
充

電
の

確
認

を
し

っ
か

り
し

て
欲

し
い

。

申
し

訳
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。
今

後
気

を
付

け
ま

す
。
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令和５年（2023 年）７月度まちなかリビング北千里月間事業報告書（北千里地区公民館部分抜粋） 

 

ア． まちなかリビング北千里の利用状況 

 

 

イ． 管理運営に係る実績 

（３） 公民館運営事業 

  ① 設備について 

    ・３日  陶芸窯操作検証 

    ・５日１２日１９日２６日 公民館担当者による日報作成検証 

    ・２日９日１６日２３日３０日 公民館サイネージデータ作成 

    ・３日１０日１７日２４日３１日 公民館サイネージデータ更新作業 

  ② 市主催事業について 

    ・１４日１７日２３日開始  主催行事受付補助（不在時対応） 

    ・７日１３日２０日２８日  公民館館長、事務員との定期ミーティング（大友） 

    ・２８日  公民館企画運営委員会出席（大友） 

（41） 

(人) うち児童センター（人） うち公民館（人） うち図書館（人）

7月1日 (土) 雨 1,368 317 113 938 7

7月2日 (日) 晴 1,584 455 32 1,097 3

7月3日 (月) 晴 978 149 76 753 22

7月4日 (火) 晴 801 173 38 590 24

7月5日 (水) 雨 944 137 96 711 16
7月6日 (木) 晴 938 148 102 688 8

7月7日 (金) 曇り 950 153 274 523 11

7月8日 (土) 曇り 1,221 361 121 739 6

7月9日 (日) 雨 1,208 374 165 669 19

7月10日 (月) 晴 879 133 75 671 15

7月11日 (火) 雨 776 147 35 594 20

7月12日 (水) 雨 924 166 76 682 11

7月13日 (木) 曇り 805 125 129 551 10

7月14日 (金) 曇り 930 171 88 671 8

7月15日 (土) 晴 1,291 249 106 936 3

7月16日 (日) 晴 1,261 289 86 886 9

7月17日 (月) 晴 1,261 255 160 846 14

7月18日 (火) 晴 739 159 100 480 3

7月19日 (水) 曇り 965 241 80 644 10

7月20日 (木) 晴 973 209 90 674 12

7月21日 (金) 晴 1,195 359 123 713 19

7月22日 (土) 晴 1,371 263 78 1,030 17

7月23日 (日) 晴 1,474 349 46 1,079 23

7月24日 (月) 晴 1,110 226 88 796 10

7月25日 (火)

7月26日 (水) 晴 1,147 232 130 785 16

7月27日 (木) 晴 1,129 241 95 793 14

7月28日 (金) 晴 1,111 224 120 767 6

7月29日 (土) 晴 1,325 274 112 939 19

7月30日 (日) 晴 1,352 344 112 896 30

7月31日 (月) 晴 953 229 0 724 17

合計 32,010 6,923 2,946 22,141 385

新規登録日付 曜日 天気
入館者数

公民館休館日

特記事項

公民館休館日

公民館休館日

館内整理日
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  ③ 公民館貸室業務 

    業務内容：公民館日報で集計、集計表を学びの支援課に報告済み 

    ・毎日 web貸室申し込み状況の確認 （６件） 

    ・随時 グループ活動の支援としてグループ紹介や会員募集等のポスターを募集し、ポスターを２階 

北側階段前に掲示した。 

 

エ. 主催事業に係る実績 

１．まちなかリビング北千里 

 実施なし 

 

カ. 利用者からの意見、要望に対する事項 

まちなかリビング北千里についてのご意見  ６件  別添 【カー１】 

北千里地区公民館についてのご意見 ２３件  別添 【カー２】 

２８日 公民館利用者が貸室のカギを持ち帰ってしまい返却を依頼したところ、利用者都合で当日の返却 

が困難なため、翌朝開館前に返却することで了解した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（42） 

単位：件 単位：件

2023年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

申込件数 13 7 13 6 39
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（43） 

【
カ

ー
１

】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

1
7

月
8

日

【
来

館
】

6
0

～
7

0
代

女

性

大
友

1
2

時
台

。
2

階
Y

A
ホ

ワ
イ

エ
の

お
話

コ
ー

ナ
ー

で
話

し
て

い
た

ら
、
横

の
利

用
者

に
話

し
声

に
つ

い
て

注
意

を
受

け
た

。

（
申

し
出

者
は

公
民

館
利

用
者

で
、
何

か
の

説
明

を
受

け
て

い
た

）

不
愉

快
な

思
い

を
し

た
。

も
し

静
か

に
す

る
必

要
が

あ
る

コ
ー

ナ
ー

な

ら
、
何

ら
か

の
表

示
を

つ
け

て
ほ

し
い

。

利
用

者
の

話
に

共
感

を
示

し
た

上
で

、
以

下
を

お
伝

え
。

・
（
飲

食
マ

ッ
プ

を
提

示
）
、
2

階
Y

A
コ

ー

ナ
ー

は
吹

き
抜

け
に

面
し

て
い

る
た

め
、
声

が
響

き
や

す
く

な
っ

て
い

る
。
同

じ
2

階
で

も
、

視
聴

覚
室

側
の

ス
ペ

ー
ス

は
や

や
賑

や
か

に
し

て
も

良
い

ス
ペ

ー
ス

。

・
複

合
施

設
で

あ
り

、
共

有
ス

ペ
ー

ス
の

使

い
分

け
に

配
慮

が
い

る
場

合
が

あ
る

。
わ

か

り
や

す
い

表
示

に
つ

い
て

、
ご

意
見

が
あ

っ

た
こ

と
を

伝
え

る
。

2
7

月
1

8
日

【
電

話
】

１
７

：
０

０
頃

高
齢

女
性

桒
田

施
設

の
駐

輪
場

入
り

口
付

近
の

道
路

に
児

童
セ

ン
タ

ー
の

子
ど

も
の

お
迎

え
と

思
わ

れ

る
車

が
駐

停
車

さ
れ

、
自

宅
マ

ン
シ

ョ
ン

の

車
の

出
し

入
れ

に
支

障
が

あ
る

。
都

度
声

を

掛
け

る
こ

と
が

非
常

に
ス

ト
レ

ス
で

あ
る

。
早

急
に

対
応

し
て

ほ
し

い
。

ご
迷

惑
を

お
か

け
し

、
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
。

施
設

の
道

路
側

や
施

設
内

に
注

意
喚

起
の

掲
示

を
行

い
、
新

規
利

用
者

に
は

登
録

時

に
来

館
に

つ
い

て
は

徒
歩

や
公

共
交

通
機

関
を

利
用

す
る

よ
う

声
掛

け
を

行
い

ま
す

。

ま
ち

な
か

リ
ビ

ン
グ

北
千

里
　
問

合
せ

7
月
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（44） 

3
7

月
1

8
日

【
郵

便
】

桒
田

公
共

施
設

な
の

に
駐

車
場

が
な

い
の

は
い

か
が

な
も

の
か

福
祉

駐
車

場
は

あ
る

が
、
福

祉
施

設
の

車
両

し
か

停
め

れ
な

い
の

は
お

か
し

い
。

ご
意

見
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。
駅

に
近

い

施
設

で
駐

車
場

は
あ

り
ま

せ
ん

。
車

で
来

館

さ
れ

る
方

に
は

き
ん

り
ん

の
商

業
施

設
の

駐

車
場

を
ご

案
内

し
て

い
ま

す
。
福

祉
駐

車
場

は
、
福

祉
車

両
に

限
定

せ
ず

、
高

齢
や

障
が

い
を

理
由

に
来

館
が

困
難

な
方

に
ご

利
用

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
そ

の
旨

、
駐

車
ス

ペ
ー

ス
に

掲
示

を
行

っ
て

い
ま

す
。
車

で
の

来
館

が
必

要
な

際
は

、
遠

慮
な

く
ご

利
用

く
だ

さ

い
。
特

に
ス

タ
ッ

フ
に

お
声

が
け

は
必

要
あ

り
ま

せ
ん

。
一

般
車

両
と

区
別

す
る

た
め

、
車

両
に

表
示

等
が

な
い

場
合

は
、
表

示
板

を

カ
ウ

ン
タ

ー
で

ご
用

意
し

て
い

ま
す

。

4
7

月
2

5
日

【
来

館
】

1
3

：
3

0
頃

6
0

～
7

0
代

女

性

鎌
田


（
入

力
は

大
友

）

一
人

ず
つ

の
座

席
を

2
時

間
ま

っ
て

い
る

け

ど
空

か
な

い
。
朝

か
ら

ず
っ

と
同

じ
人

が
利

用
い

る
の

で
、
席

を
予

約
制

に
す

る
、
2

時
間

置
き

に
す

る
な

ど
、
検

討
し

て
も

ら
え

な
い

か
？

吹
田

市
民

と
し

て
強

く
希

望
し

ま
す

。

ご
意

見
を

承
り

ま
し

た
、
と

答
え

た
。
（
お

怒

り
で

は
な

く
、
ご

希
望

）

市
職

員
も

一
緒

に
聞

い
て

お
ら

れ
、
よ

く
ご

意
見

を
い

わ
れ

る
方

と
の

こ
と

。

5
7

月
2

7
日

【
来

館
】

７
０

～
８

０
代

女

性

大
友

吹
田

市
７

月
の

市
報

に
人

権
の

相
談

窓
口

の
案

内
が

載
っ

て
い

た
。
自

身
は

吹
田

在

住
、
豊

中
市

の
病

院
を

利
用

。
そ

の
病

院
の

対
応

が
精

神
的

ス
ト

レ
ス

に
な

っ
て

お
り

、
相

談
し

た
い

。
病

院
は

豊
中

だ
が

、
ど

こ
に

相

談
で

き
る

か
。

持
参

さ
れ

た
７

月
市

報
を

確
認

、
該

当
窓

口

の
記

載
は

見
当

た
ら

ず
。

対
応

を
吹

田
市

市
職

員
に

引
き

継
ぎ

。

⇒
市

報
の

記
載

以
前

に
、
豊

中
の

病
院

に

つ
い

て
の

お
尋

ね
の

た
め

、
豊

中
市

に
お

尋

ね
頂

く
よ

う
に

案
内

。
豊

中
市

役
所

の
窓

口
、
電

話
番

号
を

希
望

さ
れ

、
ご

案
内

し
て

頂
い

た
。

6
7

月
2

9
日

【
来

館
】

女
性

岡
野

ウ
オ

ー
タ

ー
ク

ー
ラ

ー
の

使
い

方
が

分
か

り

に
く

い
。
や

り
方

を
書

い
て

お
い

て
ほ

し
い

。
ご

意
見

と
し

て
お

伝
え

し
ま

す
。
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【
カ

ー
2

】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

1
7

月
1

日
企

画
運

営
委

員

楽
し

い
体

操
岡

野

・
太

陽
光

サ
イ

ネ
ー

ジ
の

建
物

写
真

を
止

め

て
公

民
館

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
表

示
を

早
く

見

れ
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
（
な

か
な

か
表

示

さ
れ

ず
イ

ラ
イ

ラ
す

る
。
重

要
な

情
報

は
素

早

く
知

り
た

い
）

・
会

議
室

①
～

③
利

用
時

は
会

議
室

①
の

鍵
に

し
て

ほ
し

い
。

・
黒

い
マ

ー
カ

ー
が

薄
い

。

・
検

討
し

ま
す

。

・
黒

い
マ

ー
カ

ー
は

確
認

後
、
取

替
し

ま
し

た
。
今

後
こ

ま
め

に
確

認
し

て
い

き
ま

す
。

2
7

月
2

日
【
千

陶
会

】
岡

野

・
窯

出
し

し
た

後
に

キ
ー

ロ
ッ

ク
ボ

タ
ン

5
秒

で
o
ff

⇒
運

転
・
停

止
ボ

タ
ン

3
秒

⇒
初

期

画
面

に
戻

す
前

に
ス

イ
ッ

チ
を

切
っ

て
し

ま
っ

た
。
終

了
時

の
温

度
を

確
認

し
よ

う
と

再
び

ス
イ

ッ
チ

入
れ

た
ら

警
報

音
。
⇒

状
況

を
見

て
欲

し
い

・
現

場
に

行
き

ス
イ

ッ
チ

を
再

び
入

れ
て

も
ら

う
と

エ
ラ

ー
３

メ
ッ

セ
ー

ジ
⇒

エ
ラ

ー
メ

ッ

セ
ー

ジ
の

際
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

み
せ

て
対

応

し
て

も
ら

う
。
⇒

初
期

画
面

に
戻

っ
た

の
で

お
帰

り
頂

く
。
→

何
か

あ
れ

ば
連

絡
す

る
と

お
伝

え
。

・
時

間
を

お
い

て
も

う
一

度
岡

野
が

素
焼

き

を
や

っ
て

み
る

と
通

常
に

動
い

た
。

・
再

度
1

6
時

台
、
大

友
が

素
焼

き
を

実
行

、

通
常

通
り

に
動

い
た

。

3
7

月
3

日
【
来

館
】

関
西

相
撲

甚
句

岡
野

今
年

は
文

化
祭

な
い

と
聞

い
た

け
ど

。
詳

し
く

は
、
館

長
か

ら
説

明
い

た
し

ま
す

。

4
7

月
4

日

【
電

話
】

源
氏

物
語

サ
ー

ク

ル

望
月

ま
な

び
の

支
援

課
か

ら
文

化
祭

の
お

知
ら

せ
が

来
ま

し
た

が
、
今

年
度

は
不

参
加

で
お

願
い

し
た

い
。

・
企

画
運

営
委

員
会

さ
ん

に
伝

言
し

て
お

き

ま
す

。

5
7

月
4

日

【
来

館
】
千

里

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

9

条
の

会

望
月

7
/
1

7
の

文
化

祭
の

説
明

会
の

資
料

は
あ

り
ま

す
か

。

・
担

当
に

伝
言

し
ま

す
。

団
体

さ
ん

⇒
ま

な
び

の
支

援
課

か
ら

の
通

知
を

受
け

取
っ

た
の

は
別

の
者

な
の

で
、
そ

ち
ら

に
聞

い
て

み
ま

す
。

北
千

里
地

区
公

民
館

　
問

合
せ

7
月

 265 



 
（46） 

6
7

月
4

日

【
来

館
】

公
民

館
の

利
用

者
と

思
わ

れ
る

高

齢
男

性

望
月

ま
な

び
の

支
援

課
か

ら
文

化
祭

の
書

面
が

来
た

が
、
文

化
祭

の
日

程
が

記
載

さ
れ

て

い
な

い
の

で
、
い

つ
か

教
え

て
ほ

し
い

。

何
で

日
程

の
記

載
が

な
い

の
か

と
少

し
キ

レ
気

味
。

・
今

日
は

公
民

館
休

館
日

で
来

ら
れ

て
お

り

ま
せ

ん
の

で
、
申

し
訳

な
い

で
す

が
分

か
り

か
ね

ま
す

。

7
7

月
6

日

【
電

話
】

パ
イ

ン
ク

ラ
ブ

岡
野

ま
な

び
の

支
援

課
か

ら
の

お
手

紙
が

前
の

代
表

者
に

届
い

た
。
変

更
し

て
い

る
の

に
、

な
ぜ

か
。

ま
な

び
の

支
援

課
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
、
情

報
が

更
新

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
今

後
は

こ

の
よ

う
な

手
違

い
が

起
こ

ら
な

い
よ

う
に

気

を
付

け
て

行
き

ま
す

、
と

両
名

に
お

伝
え

。

8
7

月
9

日
【
来

館
】

籐
陶

会
望

月
窯

出
し

の
際

に
、
操

作
手

順
を

間
違

っ
て

し

ま
っ

た
為

、
「
エ

ラ
ー

３
」
が

出
て

し
ま

っ
た

。

リ
セ

ッ
ト

し
て

頂
き

、
エ

ラ
ー

が
で

な
い

こ
と

は
確

認
し

ま
し

た
。
（
当

日
、
夕

方
に

大
友

と

望
月

で
確

認
し

ま
し

た
。
）

⇒
籐

陶
会

さ
ん

よ
り

次
に

窯
を

使
わ

れ
る

方

に
申

し
送

り
し

て
欲

し
い

と
の

こ
と

だ
っ

た
の

で
、
次

回
窯

使
用

予
定

グ
ル

ー
プ

記
入

の

「
陶

芸
窯

使
用

報
告

書
」
に

付
箋

で
そ

の

旨
張

っ
て

い
ま

す
。
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9
7

月
1

2
日

【
電

話
】

フ
ォ

ト
北

千
里

望
月

・
次

に
視

聴
覚

室
を

使
っ

た
グ

ル
ー

プ
よ

り

机
が

ベ
ト

ベ
ト

し
て

汚
れ

て
い

た
旨

、
申

し

出
が

あ
っ

た
の

と
、
使

用
後

に
お

部
屋

チ
ェ

ッ
ク

に
い

っ
た

際
に

も
机

が
出

し
っ

ぱ

な
し

、
ク

イ
ッ

ク
ル

ワ
イ

パ
ー

も
使

っ
た

形
跡

な
か

っ
た

の
で

、
そ

の
旨

、
T

R
C

よ
り

「
フ

ォ
ト

北
千

里
」
代

表
者

へ
連

絡
。

・
「
掃

除
等

や
る

こ
と

は
当

初
か

ら
決

ま
っ

て

い
た

の
か

。
」

⇒
決

ま
っ

て
お

り
、
チ

ェ
ッ

ク
表

に
も

チ
ェ

ッ
ク

し
て

頂
き

、
ど

の
グ

ル
ー

プ
さ

ん
に

も
お

願
い

し
て

い
ま

す
。

・
「
1

0
時

ー
1

2
時

半
で

部
屋

を
取

っ
て

い

る
が

、
1

0
時

ピ
ッ

タ
リ

に
鍵

を
渡

し
て

も
ら

え

る
わ

け
で

も
な

く
（
1

0
時

1
0

分
1

5
分

に

な
っ

て
る

や
ろ

）
、
そ

れ
な

の
に

1
2

時
1

5
分

に
は

終
了

し
て

掃
除

し
て

1
2

時
半

に
出

な

あ
か

ん
の

か
。
前

の
旧

公
民

館
で

は
1

0
時

に
す

ぐ
鍵

渡
し

て
も

ら
っ

て
た

。
こ

っ
ち

は
そ

っ

ち
の

押
し

付
け

を
受

け
て

や
っ

て
る

」

⇒
グ

ル
ー

プ
登

録
を

す
る

際
に

時
間

を
書

い
て

頂
く

際
に

、
利

用
時

間
は

準
備

と
片

付

け
を

含
め

た
時

間
を

書
い

て
頂

く
よ

う
お

願

い
し

て
い

ま
す

。
他

の
グ

ル
ー

プ
さ

ん
も

そ
れ

で
運

用
し

て
い

ま
す

。

⇒
次

の
グ

ル
ー

プ
の

使
用

開
始

が
1

3
時

3
0

分
な

の
で

、
終

了
時

間
を

3
0

分
延

長
し

1
3

時
に

し
て

頂
く

こ
と

は
可

能
で

す
。
変

更

さ
れ

る
場

合
は

「
グ

ル
ー

プ
活

動
申

込
書

」

を
使

用
時

間
を

変
更

の
上

、
時

間
の

変
更

を
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。
⇒

近
々

行
き

ま
す

。

後
日

来
館

（
代

表
者

で
は

な
い

と
の

こ
と

）

で
、
ス

タ
ッ

フ
岡

野
が

対
応

。

対
応

が
長

引
い

て
い

た
た

め
、
大

友
が

対

応
を

引
き

取
っ

た
。

ご
意

見
を

再
度

伺
っ

た
。

・
机

が
ベ

ト
ベ

ト
、
覚

え
な

し
　
⇒

　
覚

え
無

し

で
あ

っ
た

な
ら

申
し

訳
な

い
。
施

設
側

が
利

用
前

後
の

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
て

お
り

、
何

か
あ

れ
ば

前
の

利
用

団
体

に
連

絡
を

行
っ

て
い

る
。

・
ク

イ
ッ

ク
ル

ワ
イ

パ
ー

の
使

用
済

み
ペ

ー

パ
ー

を
確

認
し

て
い

る
の

か
　
⇒

　
お

そ
ら

く

掃
除

チ
ェ

ッ
ク

表
に

チ
ェ

ッ
ク

が
な

か
っ

た

の
だ

と
思

う
。
受

け
取

り
時

に
チ

ェ
ッ

ク
し

て

い
る

が
、
事

後
チ

ェ
ッ

ク
で

気
づ

く
場

合
が

あ
る

。
机

の
件

も
チ

ェ
ッ

ク
な

し
で

連
絡

し
た

の
か

も
し

れ
な

い
。

・
机

の
片

づ
け

忘
れ

、
覚

え
あ

り
。
急

い
で

片

づ
け

を
し

て
忘

れ
た

　
⇒

　
了

解
し

た
。
手

違

い
が

あ
っ

た
場

合
は

ど
の

団
体

で
も

連
絡

し

て
い

る
。
普

段
き

ち
ん

と
使

用
し

て
頂

い
て

お
り

、
今

後
も

ご
利

用
頂

き
た

い
。

・
対

応
後

、
了

解
し

た
。
先

程
対

応
ス

タ
ッ

フ

に
も

よ
ろ

し
く

と
挨

拶
し

て
帰

ら
れ

た
。
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1
0

7
月

1
4

日

【
電

話
】

滋
賀

県
高

島
市

市
役

所

マ
ツ

モ
ト

様

岡
野

北
千

里
公

民
館

と
お

な
じ

陶
芸

の
電

気
窯

の
購

入
を

考
え

て
い

る
。
購

入
業

者
も

同
じ

で
、
最

近
購

入
し

た
こ

ち
ら

の
施

設
で

業
者

の
対

応
・
機

械
の

不
具

合
の

有
無

・
利

用
者

の
仕

上
が

り
の

感
想

な
ど

今
ま

で
に

あ
っ

た

こ
と

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。

・
業

者
対

応
は

電
話

を
し

た
ら

丁
寧

に
対

応

し
て

く
れ

る
。
納

入
時

に
丁

寧
な

レ
ク

チ
ャ

ー

も
あ

る
。
そ

れ
を

担
当

が
動

画
で

撮
影

し
て

後
日

確
認

し
た

。

・
焼

き
上

が
り

に
ク

レ
ー

ム
は

な
い

。
機

械
操

作
で

終
了

方
法

を
誤

る
と

エ
ラ

ー
に

な
る

。

慣
れ

て
き

た
せ

い
か

最
近

エ
ラ

ー
が

多
い

が
、
陶

芸
窯

使
用

時
に

は
必

ず
説

明
書

を

お
渡

し
し

て
お

り
、
さ

ら
に

初
回

使
用

時
の

前
に

ス
タ

ッ
フ

が
個

別
に

レ
ク

チ
ャ

ー
し

て
い

る
。

・
エ

ラ
ー

が
出

て
も

マ
ニ

ュ
ア

ル
通

り
に

操

作
す

れ
ば

回
復

す
る

。
念

の
た

め
エ

ラ
ー

が

出
た

場
合

に
は

、
ス

タ
ッ

フ
が

再
度

使
用

確

認
を

し
て

る
。

1
1

7
月

1
4

日
【
来

館
】

太
鼓

同
好

会
岡

野
虫

が
い

た
。
ク

イ
ッ

ク
ル

ワ
イ

パ
ー

で
た

た
い

た
が

死
な

な
い

。
外

に
い

た
同

じ
虫

。

す
み

ま
せ

ん
、
確

認
し

ま
す

。
→

確
認

後
処

理
。

1
2

7
月

1
4

日
【
来

館
】

と
ま

と
　
宮

本
様

松
岡

→
岡

野
今

年
度

の
活

動
を

休
止

し
た

い

7
/
1

5
宮

本
様

に
電

話
。
→

３
月

ま
で

の
全

て
仮

予
約

が
取

り
消

し
。
と

ま
と

の
登

録
抹

消
。
必

要
時

は
新

た
に

登
録

し
て

も
ら

う
。
全

て
了

解
済

み
。
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1
3

7
月

1
5

日

【
来

館
】

イ
オ

ン
チ

ア
ー

ズ

ク
ラ

ブ
の

関
係

者

女
性

岡
野

９
月

に
調

理
室

利
用

と
聞

い
て

い
る

。
講

師

な
の

で
見

学
し

た
い

。

見
学

で
き

な
い

理
由

を
教

え
て

。

単
発

利
用

で
ま

だ
仮

予
約

も
さ

れ
て

い
な

い
。
見

学
は

不
可

。
申

し
込

ま
れ

た
担

当
者

に
は

仮
予

約
さ

れ
て

も
公

用
が

入
れ

ば
利

用
不

可
に

な
る

リ
ス

ク
を

お
伝

え
済

み
で

あ

り
、
そ

の
場

合
に

は
他

の
所

に
変

え
る

の
で

問
題

な
い

、
と

言
わ

れ
た

旨
を

伝
え

る
。

す
ぐ

に
担

当
者

に
電

話
。
担

当
者

が
休

み

の
た

め
、
上

司
の

ノ
ダ

さ
ま

に
見

学
は

不
可

で
あ

る
こ

と
と

、
公

用
の

件
に

つ
い

て
も

お

伝
え

し
た

。

1
4

7
月

1
8

日

光
聖

会
（
児

童
セ

ン
タ

ー
）

中
崎

さ
ん

望
月

「
公

民
館

使
用

報
告

書
」
感

想
欄

よ
り

使
用

し
た

視
聴

覚
室

の
机

が
２

台
と

て
も

汚

か
っ

た
で

す
。
（
粉

？
）

拭
い

て
頂

き
ま

し
た

。

1
5

7
月

1
9

日
岡

野
会

議
室

３
の

ピ
ア

ノ
の

上
に

あ
っ

た
表

示
が

壊
さ

れ
て

い
た

。

館
長

に
報

告
の

上
ブ

ッ
ク

エ
ン

ド
に

交
換

し

て
設

置

1
6

7
月

1
9

日

【
電

話
】

吹
田

市
ラ

グ
ビ

ー

ス
ク

ー
ル

岡
野

5
0

名
く

ら
い

で
会

議
を

し
た

い
。
視

聴
覚

室

で
も

い
い

。

希
望

日
に

会
議

室
１

～
３

は
空

き
な

し
。
視

聴
覚

室
は

3
0

名
定

員
で

お
願

い
し

て
い

る
。
→

３
０

名
に

人
数

を
抑

え
て

利
用

了
承

。

1
7

7
月

1
9

日

【
来

館
】

メ
ー

プ
ル

コ
ー

ラ

ス

望
月

「
公

民
館

使
用

報
告

書
」
感

想
欄

よ
り

本
日

コ
ピ

ー
を

使
わ

せ
て

頂
き

ま
し

た
。
A

３

の
コ

ピ
ー

用
紙

の
色

が
A

4
の

コ
ピ

ー
用

紙

の
色

よ
り

黄
色

っ
ぽ

い
。
（
A

4
と

同
様

の
）

白
い

用
紙

に
お

願
い

し
ま

す
。

確
認

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

A
4

と
A

3
は

種
類

が
異

な
る

も
の

を
使

用
し

て
い

る
。
A

3
の

在
庫

が
無

く
な

り
次

第
、
A

4

と
同

じ
種

類
を

購
入

予
定

。
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（50） 

1
8

7
月

2
1

日
【
来

館
】

青
山

三
味

線
望

月

「
公

民
館

使
用

報
告

書
」
感

想
欄

よ
り

前
回

使
用

さ
れ

た
方

が
、
シ

ー
ト

（
ク

イ
ッ

ク

ル
ワ

イ
パ

ー
）
交

換
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

で
し

た
。

倉
庫

④
が

換
気

な
し

で
む

っ
と

す
る

。

申
し

訳
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

倉
庫

④
に

つ
い

て
は

、
2

4
時

間
自

動
換

気

機
能

が
な

い
た

め
、
手

動
で

2
4

時
間

換
気

扇
を

つ
け

っ
ぱ

な
し

に
し

て
お

く
こ

と
に

し

た
。
（
館

長
了

解
・
ひ

と
ま

ず
夏

の
間

は
）

1
9

7
月

2
1

日

【
来

館
】

藤
白

台
P

T
A

コ
ー

ラ
ス

松
岡

が
受

付
、


大
友

が
返

答
。

開
館

前
、
高

齢
者

も
待

っ
て

い
た

り
す

る
た

め
、
早

目
に

開
け

て
頂

く
こ

と
は

で
い

な
い

か
。

1
0

：
0

0
か

ら
の

ご
利

用
団

体
。
ス

タ
ッ

フ
が

受
付

、
責

任
者

が
利

用
後

に
対

応
。

・
図

書
館

な
ど

の
複

合
施

設
で

あ
り

、
早

め

の
開

館
は

で
き

な
い

。

・
グ

ル
ー

プ
の

方
の

ご
負

担
に

な
る

場
合

は
、
鍵

開
け

担
当

の
か

た
の

み
時

間
ど

お
り

に
来

て
、
他

の
メ

ン
バ

ー
さ

ん
が

遅
め

に
く

る

（
開

始
時

間
を

ご
自

身
で

調
整

）
な

ど
工

夫

し
て

頂
け

な
い

で
し

ょ
う

か
？

団
体

⇒
自

分
た

ち
の

こ
と

と
い

う
よ

り
、
並

ん

で
い

る
方

に
高

齢
者

が
多

い
の

で
、
ご

意

見
申

し
上

げ
た

。
何

か
あ

っ
て

か
ら

で
は

遅

い
。

・
ご

意
見

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
早

目
に

開
館

は
で

き
な

い
た

め
、
現

在
も

順
番

待
ち

の
列

と
は

別
に

待
機

用
の

椅
子

を
3

台
置

き
、
日

陰
で

待
っ

て
頂

く
よ

う
に

ご
案

内
し

て

い
る

。

夏
休

み
で

ご
利

用
が

増
え

て
い

る
た

め
、
こ

ち
ら

も
目

を
配

る
よ

う
に

す
る

。
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（51） 

2
0

7
月

2
4

日
【
電

話
】

主
催

講
座

　
講

師
岡

野

主
催

講
座

健
康

体
操

　
楽

し
い

体
操

の
講

師
を

し
て

い
る

。
9

月
以

降
開

催
の

予
定

が

た
た

な
い

と
聞

い
た

。
企

画
運

営
委

員
な

し

で
よ

い
の

で
、
自

分
た

ち
で

用
意

し
て

継
続

し
て

や
り

た
い

と
松

室
館

長
に

伝
え

て
ほ

し

い
。
→

桒
田

館
長

に
念

の
た

め
お

伝
え

。

7
/
2

4
岡

野

松
室

館
長

（
不

在
の

た
め

）
、
メ

モ
を

残
し

ま

す
。

2
1

7
月

2
7

日
【
来

館
】

出
囃

子
研

究
会

大
友

「
公

民
館

使
用

報
告

書
」
感

想
欄

よ
り

コ
ピ

ー
用

紙
の

B
4

が
欲

し
い

で
す

。
（
一

番

使
う

用
紙

だ
と

思
い

ま
す

が
）

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

B
4

は
市

の
複

写
サ

ー
ビ

ス
で

も
在

庫
の

あ

る
分

で
終

了
と

聞
い

て
い

る
。

2
2

7
月

2
8

日

【
来

館
】

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

健
康

体
操

岡
野

公
民

館
だ

よ
り

に
9

月
以

降
の

主
催

行
為

座
が

な
く

な
る

と
あ

る
が

、
そ

の
結

果
空

い

た
部

屋
を

使
わ

せ
て

ほ
し

い
。

講
座

が
な

く
な

る
か

は
未

定
。
詳

し
い

こ
と

は
何

も
聞

い
て

い
な

い
。
い

つ
詳

し
い

こ
と

が
わ

か
る

か
も

聞
い

て
お

り
ま

せ
ん

。

2
3

7
月

2
8

日

【
電

話
】

源
氏

物
語

サ
ー

ク

ル
岡

野

公
民

館
だ

よ
り

に
あ

る
9

月
以

降
の

主
催

講

座
未

定
と

い
う

こ
と

は
、
グ

ル
ー

プ
活

動
も

で
き

な
い

の
か

公
民

館
だ

よ
り

に
の

っ
て

い
る

体
操

な
ど

の

開
講

が
未

定
な

だ
け

で
す

。

グ
ル

ー
プ

活
動

の
利

用
は

可
能

で
す

。
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令和５年（2023 年）８月度まちなかリビング北千里月間事業報告書（北千里地区公民館部分抜粋） 

 

ア． まちなかリビング北千里の利用状況 

 

 

イ． 管理運営に係る実績 

（３） 公民館運営事業 

  ① 設備について 

    ・３日  陶芸窯操作検証 

    ・５日１２日１９日２６日 公民館担当者による日報作成検証 

    ・２日９日１６日２３日３０日 公民館サイネージデータ作成 

    ・３日１０日１７日２４日３１日 公民館サイネージデータ更新作業 

  ② 市主催事業について 

（53） 

(人) うち児童センター（人） うち公民館（人） うち図書館（人）

8月1日 (火) 晴 914 185 42 687 8

8月2日 (水) 晴 1,078 212 86 780 10

8月3日 (木) 晴 1,103 290 80 733 14

8月4日 (金) 晴 998 222 66 710 19

8月5日 (土) 晴 1,127 228 99 800 14
8月6日 (日) 晴 1,294 269 76 949 13
8月7日 (月) 曇り 999 166 68 765 10

8月8日 (火) 晴 841 182 31 628 5

8月9日 (水) 晴 905 178 55 672 7

8月10日 (木) 晴 1,027 237 77 713 15

8月11日 (金) 晴 1,130 241 35 854 16

8月12日 (土) 晴 1,130 229 106 795 12

8月13日 (日) 晴 1,039 213 17 809 12

8月14日 (月) 曇り 1,065 211 61 793 5

8月15日 (火) 雨 10 0 0 10 0

8月16日 (水) 晴 1,214 224 120 870 11

8月17日 (木) 曇り 1,053 207 42 804 12

8月18日 (金) 晴 1,582 246 114 1,222 13

8月19日 (土) 晴 1,328 268 126 934 5

8月20日 (日) 晴 1,412 301 160 951 11

8月21日 (月) 晴 900 115 61 724 0

8月22日 (火) 晴 939 225 71 643 10

8月23日 (水) 晴 936 146 68 722 5

8月24日 (木) 曇り 886 154 85 647 13

8月25日 (金) 曇り 1,036 224 122 690 23

8月26日 (土) 晴 1,282 258 105 919 12

8月27日 (日) 晴 1,221 347 52 822 17

8月28日 (月) 曇り 993 206 91 696 32

8月29日 (火) 晴 0 0 0 0 0

8月30日 (水) 晴 978 251 22 705 14

8月31日 (木) 曇り 952 188 35 729 10

31,372 6,423 2,173 22,776 338

※ 台風17号暴風雨警報発令の為、臨時休館（公民館・図書館）計画休館（児童センター）　

警報解除後に図書館のみ16:30から開館

日付 曜日 天気
入館者数

新規登録 特記事項

公民館休館日

公民館休館日

公民館休館日

公民館休館日  ※

館内整理日

公民館休館日
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    ・１４日１７日２３日開始  主催行事受付補助（不在時対応） 

    ・７日１３日２０日２８日  公民館館長、事務員との定期ミーティング（大友） 

    ・２８日  公民館企画運営委員会出席（大友） 

  ③ 公民館貸室業務 

    業務内容：公民館日報で集計、集計表をまなびの支援課に報告済み 

    ・毎日 web貸室申し込み状況の確認 （１５件）

 

    ・随時 グループ活動の支援としてグループ紹介や会員募集等のポスターを募集し、ポスターを２階 

北側階段前に掲示した。 

 

エ. 主催事業に係る実績 

１．まちなかリビング北千里 

  （１） 「まちきた学びの親子アトリエ 子育て応援コース」 

第 1回 「はじめまして、あかちゃん！ パパに役立つ育児セミナーオリエンテーション」  

８月６日（日）１４時～１６時 参加者 ２名 

対象：妊娠３０週以降のパートナーがいる方  

沐浴演習、赤ちゃんの抱き方、着替え、おむつ交換の演習、お父さん同士の交流を行った。 

    

  （２） 大学生・高校生と学ぶSDGs～つくってたのしい！しってうれしい！夏休みの工作教室～ 

    ８月１５日（火）１４時～１５時３０分  台風接近の為、１３日に中止決定。 

    事前申し込みで定員１０名の申込者には、中止の連絡を行った。 

対象：小学３－６年生  

    身近な材料を使って工作に挑戦し、ものづくりを通して SDGs について学びます。 

 

  （３） こどもでんき工作教室 

    ８月１９日（土）１４時～１６時 参加者 １９名 

対象：小学３－６年生  

       関西電気保安協会から講師２名、アシスタント３名がついて、備長炭電池と手回し発電機を作成した。 

    電気の仕組みについてわかりやすく学ぶことができた。 

 

カ. 利用者からの意見、要望に対する事項 

まちなかリビング北千里についてのご意見  １５件  別添 【カー１】 

北千里地区公民館についてのご意見 １７件  別添 【カー２】 

 

 

 

 

 

 

 

（54） 

単位：件 単位：件

2023年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

申込件数 13 7 13 6 15 54
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（55） 

【
カ

ー
1
】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

1
8
月

2
日

【
来

館
】

開
館

待
ち

の
ご

年
配

女
性

、
3
人

組 （
公

民
館

利
用

者
と

思
わ

れ

る
）

大
友

8
/1

~
実

施
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

配
布

し
て

協
力

依
頼

、
受

け
取

っ
て

下
さ

る
。

「
ア

ン
ケ

ー
ト

は
以

前
も

記
入

、
よ

く
書

い
て

い
る

。
実

施
が

多
い

割
に

、
記

入
し

た
意

見
が

反
映

さ
れ

な
い

。
ア

ン
ケ

ー
ト

の
意

味
が

な
い

と
思

う
。

意
見

が
反

映
さ

れ
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
」

い
つ

も
ア

ン
ケ

ー
ト

に
協

力
頂

き
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
ア

ン
ケ

ー
ト

で
頂

い
た

意
見

を
検

討
し

て
、

今
後

に
活

か
せ

る
よ

う
に

努
め

ま
す

。

2
8
月

6
日

1
階

玄
関

前
丸

テ
ー

ブ
ル

岡
野

1
5
:3

0
頃

か
ら

正
面

玄
関

前
丸

テ
ー

ブ
ル

に
パ

ソ
コ

ン
と

ス
ー

ツ
ケ

ー
ス

の
荷

物
を

置
い

た
ま

ま
。

→
チ

ー
フ

に
報

告
、

１
６

時
ご

ろ
「

長
時

間
の

離
席

は
ご

遠
慮

く
だ

さ
い

」
札

を
置

く
。

1
7
:0

0
過

ぎ
に

チ
ー

フ
と

ス
タ

ッ
フ

永
田

さ
ん

で
荷

物
を

ブ
ッ

ク
ト

ラ
ッ

ク
に

移
動

ま
ち

な
か

リ
ビ

ン
グ

北
千

里
　
問

合
せ

８
月
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（56） 

3
8
月

8
日

小
学

校
高

学
年

位
の

男
子

大
友

1
6
：

1
5
頃

に
駐

輪
場

か
ら

出
車

時
、

誤
っ

て
別

の
駐

輪
番

号
の

料
金

支
払

い
を

し
て

し
ま

っ
た

。

窓
口

対
応

は
で

き
な

い
た

め
、

駐
輪

施
設

の
業

者
に

直
接

電
話

（
精

算
機

に
直

通
受

話
器

あ
り

）
を

ご
案

内
し

た
。

ま
た

、
も

し
今

後
手

違
い

が
あ

っ
た

際
に

は
、

支
払

い
前

に
業

者
に

連
絡

を
し

た
方

が
、

手
続

き
が

ス
ム

ー
ズ

で
あ

る
と

伝
え

た
。

4
8
月

1
1
日

6
0
代

位
の

女
性

大
友

開
館

前
か

ら
順

番
待

ち
の

列
に

ト
ッ

プ
で

並
ん

で
お

ら
れ

た
方

。

開
館

5
分

ほ
ど

前
に

大
友

が
入

口
に

立
っ

た
際

、
風

が
強

く
表

示
札

（
「

順
番

待
ち

の
方

は
こ

ち
ら

に
～

」
）

が
グ

ラ
グ

ラ
し

て
い

た
。

（
表

示
と

土
台

が
ポ

ー
ル

で
繋

が
れ

て
い

る
）

大
友

が
表

示
を

支
え

る
と

お
手

伝
い

を
し

よ
う

と
し

て
下

さ
り

、

「
風

が
強

い
と

危
な

い
ね

。
小

さ
い

子
が

い
る

と
き

な
ど

。
表

示
部

分
を

ド
ア

に
直

接
張

る
な

ど
で

き
な

い
か

」
と

い
う

意
見

を
頂

い
た

。

お
手

伝
い

に
対

し
て

お
礼

を
述

べ
、

「
今

回
の

よ
う

に
台

風
が

近
い

と
き

は
確

か
に

ぐ
ら

つ
き

ま
す

ね
。

ご
意

見
を

頂
き

、
危

険
の

な
い

よ
う

に
検

討
し

ま
す

」
と

答
え

た
。

利
用

者
は

、
公

民
館

の
貸

室
を

予
約

し
に

き
た

と
い

う
こ

と
で

あ
っ

た
。

5
8
月

1
2
日

若
い

お
母

さ
ん

と
子

ど
も

岡
野

子
ど

も
用

自
転

車
を

手
に

も
っ

て
来

館
さ

れ
て

い
た

の
で

、
駐

輪
場

に
止

め
て

頂
く

よ
う

に
ご

案
内

し
た

。

す
ぐ

に
駐

輪
場

に
止

め
ら

れ
た

。
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6
8
月

1
3
日

【
来

館
】

４
０

代
く

ら
い

の
男

性

岡
野

２
階

の
自

習
テ

ー
ブ

ル
に

荷
物

だ
け

置
い

て
い

て
、

使
え

な
い

。
注

意
し

て
も

よ
い

か
？

ス
タ

ッ
フ

が
確

認
に

行
き

ま
す

の
で

も
う

し
ば

ら
く

お
待

ち
く

だ
さ

い
。

→
責

任
者

（
野

本
、

高
瀬

）
が

状
況

確
認

。
ご

自
身

で
注

意
さ

れ
て

い
た

様
子

。

7
8
月

1
7
日

【
来

館
】

中
年

の
女

性
⇒

若
い

男
性

岡
野

勝
手

に
撮

影
し

て
い

る
。

自
分

が
写

っ
て

い
る

か
も

し
れ

な
い

の
で

削
除

す
る

よ
う

に
確

認
し

て
ほ

し
い

。

承
知

い
た

し
ま

し
た

。
⇒

男
性

に
話

を
聞

く
と

仕
事

で
1
級

建
築

士
資

格
の

レ
ポ

ー

ト
提

出
で

図
書

館
に

つ
い

て
写

真
が

欲
し

い
と

の
こ

と
。

責
任

者
の

大
友

に
対

応
し

て
も

ら
い

、
撮

影
許

可
の

手
続

き
を

し
て

も
ら

う
。

⇒
男

性
と

岡
野

で
リ

ピ
ー

タ
ー

の
女

性
に

謝
罪

と
経

緯
の

ご
説

明
を

す

る
。

→
女

性
を

含
め

、
利

用
者

が
写

り
こ

ま
な

い
よ

う
に

気
を

付
け

て
撮

影
す

る
と

言
う

こ
と

で
ご

了
承

。

8
8
月

1
7
日

【
来

館
】

3
0
代

位
の

女
性

岡
野

2
階

多
目

的
ト

イ
レ

で
子

供
が

長
い

間

使
っ

て
い

て
声

が
聞

こ
え

る
。

大
友

が
見

に
行

く
。

→
見

に
行

っ
た

時
に

は
い

な
か

っ
た

。
巡

回
の

強
化
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9
8
月

2
0
日

【
来

館
】

高
齢

男
性

岡
野

前
の

北
千

里
図

書
館

で
サ

ー
ビ

ス
で

配
っ

て
い

た
カ

レ
ン

ダ
ー

は
な

く
な

っ
た

の

か
？

と
お

怒
り

。

桒
田

館
長

に
対

応
お

願
い

し
、

M
A

T
IK

IT
A

D
A

Y
S

の
裏

に
カ

レ
ン

ダ
ー

の
記

載
が

あ
る

が
カ

レ
ン

ダ
ー

だ
け

で
は

配
っ

て
な

い
と

お
伝

え
。

吹
田

の
他

の
図

書
館

で
も

今
は

配
っ

て
な

い
と

お
伝

え
。

1
0

8
月

2
0
日

【
来

館
】

男
声

4
0
代

く
ら

い

岡
野

駐
輪

場
側

の
席

が
長

時
間

の
離

席
は

ご
遠

慮
く

だ
さ

い
の

札
が

あ
る

が
い

つ
空

く
の

か
。

子
ど

も
は

外
で

自
習

し
ろ

と
い

う
の

か
。

荷
物

の
撤

去
と

か
し

な
い

の
か

。

担
当

者
に

伝
え

ま
す

。
撤

去
の

判
断

は
担

当
者

が
行

っ
て

い
ま

す
。

そ
れ

相
当

の
時

間
で

撤
去

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

→
３

０
分

以
上

の
経

過
を

責
任

者
に

伝
え

て
撤

去
。

→
撤

去
ご

す
ぐ

に
問

合
せ

の
男

性
と

そ
の

息
子

さ
ん

が
席

に
つ

い
た

。

1
1

8
月

2
1
日

【
来

館
】

4
0
代

位
の

男
性

岡
野

２
階

視
聴

覚
室

近
く

で
学

生
（

男
性

）
2

人
が

喋
っ

て
う

る
さ

い
。

自
分

が
注

意
す

る
と

け
ん

か
に

な
る

の
で

代
わ

り
に

注
意

し
て

欲
し

い
。

承
知

い
た

し
ま

し
た

。
確

認
に

行
き

ま

す
。

→
見

に
行

っ
た

ら
該

当
の

学
生

2
人

は
静

か
に

し
て

い
ま

し
た

が
、

念
の

た
め

声
を

抑
え

て
も

ら
う

よ
う

に
お

声
が

け
し

ま
し

た
。
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1
2

8
月

2
2
日

【
来

館
】

昨
日

と
同

じ
4
0

代
く

ら
い

の
男

性 丸
坊

主
、

メ
ガ

ネ
、

黒
T

シ
ャ

ツ
　

白
い

ズ
ボ

ン

岡
野

総
合

受
付

ま
で

来
て

、
２

階
で

や
っ

て
い

た
は

つ
ら

つ
体

操
が

ド
ア

を
開

け
て

受
付

し
て

い
た

の
が

う
る

さ
い

。
自

分
も

注
意

し
た

が
、

「
扉

が
重

い
の

で
開

け
て

い

る
」

と
言

わ
れ

怒
鳴

っ
た

が
止

め
な

い
と

ヒ
ー

ト
ア

ッ
プ

。
う

る
さ

い
と

大
声

で
叫

ぶ
。

申
し

訳
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

は
つ

ら
つ

体
操

と
い

う
吹

田
市

の
体

操
教

室
が

借
り

て
ま

す
。

声
掛

け
し

ま
す

の
で

し
ば

ら
く

お
待

ち
く

だ
さ

い
。

→
は

つ
ら

つ
体

操
の

担
当

者
に

扉
を

閉
め

て
頂

い
た

。
男

性
が

何
度

も
文

句
を

言
い

に
来

た
と

言
っ

て
ま

し

た
。

責
任

者
、

高
瀬

さ
ん

に
情

報
共

有
し

本
人

を
見

に
行

っ
て

も
ら

っ
た

。
暴

れ
た

り
な

ど
あ

れ
ば

、
警

察
通

報
も

と
い

う
話

も
し

ま
し

た
。

1
3

8
月

2
5
日

【
来

館
】

女
性

岡
野

図
書

館
側

の
階

段
で

大
き

な
声

で
話

を
し

て
い

る
。

階
段

の
途

中
で

明
日

の
吹

田
を

考
え

る
会

の
メ

ン
バ

ー
の

方
2
名

と
男

性
が

口
論

→

会
の

メ
ン

バ
ー

の
方

に
静

か
に

話
を

し
て

頂
く

よ
う

お
願

い
し

た
。

男
性

は
す

ぐ
に

立
ち

去
っ

た
為

、
お

伝
え

出
来

ず
。

1
4

8
月

3
1
日

【
来

館
】

バ
ッ

テ
リ

ー

カ
ー

の
ご

婦
人

岡
野

玄
関

の
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
で

バ
ッ

テ
リ

ー

カ
ー

が
ド

ア
に

挟
ま

り
出

ら
れ

な
く

な
っ

て
い

る
と

若
い

女
性

の
お

客
様

か
ら

。

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
ド

ア
に

タ
イ

ヤ
が

挟

ま
っ

て
動

け
な

く
な

っ
て

い
た

。
近

く
に

い
た

若
い

女
性

の
お

客
様

と
協

力
し

て
、

バ
ッ

テ
リ

ー
カ

ー
を

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
外

に
出

す
。

そ
の

ま
ま

館
内

ま
で

安
全

に
入

館
で

き
る

か
確

認
。

お
手

伝
い

頂
い

た
お

客
様

に
お

礼
を

申
し

上
げ

た
。

高
齢

女
性

は
、

前
回

ヘ
ル

パ
ー

と
思

わ
れ

る
方

と
乗

車
の

練
習

で
来

館
さ

れ
て

い
た

が
、

ま
だ

運
転

に
不

慣
れ

な
様

子
だ

っ

た
。

今
後

も
来

館
時

に
は

、
見

守
り

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。
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1
5

8
月

3
1
日

【
来

館
】

小
学

校
高

学
年

く
ら

い
の

眼
鏡

を
か

け
た

男
の

子

石
川


（
岡

野
記

入
）

予
約

棚
か

ら
本

を
勝

手
に

持
ち

出
し

て
館

内
で

呼
ん

で
い

る
事

案
が

あ
り

(1
6
時

過

ぎ
)。

見
回

り
し

て
い

た
と

こ
ろ

予
約

端

か
ら

行
方

不
明

だ
っ

た
本

を
読

ん
で

い
る

男
の

子
を

見
つ

け
た

。
石

川
が

そ
れ

と
な

く
声

を
か

け
る

と
何

冊
か

予
約

棚
の

本
を

見
つ

け
る

。
そ

の
後

高
瀬

も
加

わ
り

カ
バ

ン
の

中
か

ら
も

他
の

方
の

予
約

本
が

5
冊

見
つ

か
る

。

本
人

に
注

意
し

た
が

悪
び

れ
た

様
子

も
な

く
、

謝
罪

の
言

葉
も

な
い

。
発

見
し

た
当

日
の

監
視

カ
メ

ラ
で

1
3
時

台
に

来
館

し
、

何
度

も
予

約
棚

に
行

く
様

子
が

確
認

さ
れ

た
。

今
後

男
の

子
が

予
約

棚
コ

ー
ナ

ー
に

近
づ

く
か

ど
う

か
し

ば
ら

く
気

を
付

け
て

見
て

お
く

。
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【
カ

ー
2
】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

8
月

2
日

【
電

話
】

7
0
代

位
？

女
性

大
友

吹
田

市
報

で
9
/2

体
操

講
座

（
公

民
館

主
催

）
の

お
知

ら
せ

を
見

た
。

事
前

申
し

込
み

は
必

要
か

。

公
民

館
担

当
職

員
は

不
在

時
で

あ
っ

た
。

・
9
月

の
公

民
館

主
催

講
座

に
つ

い
て

は
、

諸
事

情
に

よ
り

開

催
自

体
が

未
定

と
聞

い
て

い
る

。
詳

細
お

尋
ね

の
場

合
は

、
連

絡
先

を
伺

っ
た

引
き

継
ぎ

ま
す

。
→

　
希

望
さ

れ
ず

。
後

日

（
8
月

中
旬

以
降

頃
を

目
安

に
）

来
館

な
ど

で
聞

き
直

す
と

の

こ
と

。

・
～

8
月

ま
で

の
同

講
座

は
、

申
込

不
要

、
先

着
順

で
あ

る
こ

と
を

お
伝

え
し

た
。

北
千

里
地

区
公

民
館

　問
合

せ
８

月
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8
月

6
日

【
来

館
】

8
/5

健
康

体
操

に

参
加

し
た

方

（
メ

ー
プ

ル

コ
ー

ラ
ス

の
メ

ン
バ

ー
）

岡
野

健
康

体
操

が
９

月
以

降
未

定
に

な

る
と

企
画

運
営

委
員

か
ら

挨
拶

が

あ
り

、
企

画
運

営
委

員
が

今
ま

で

通
り

し
て

い
た

倉
庫

か
ら

足
し

た

椅
子

の
倉

庫
へ

の
直

し
方

な
ど

を

み
せ

ら
れ

た
。

今
度

は
参

加
者

が

準
備

す
る

と
い

う
説

明
は

な
か

っ

た
が

、
開

館
が

1
0
:0

0
~

で
体

操
が

始
ま

る
時

間
ま

で
に

企
画

運
営

委

員
な

し
で

今
ま

で
通

り
準

備
す

る

こ
と

は
不

可
能

で
は

な
い

か
？

今

後
参

加
者

に
準

備
さ

せ
る

の
は

高

齢
者

も
多

く
、

厳
し

い
の

で
は

な

い
か

？
こ

れ
か

ら
ど

う
な

る
の

か

と
て

も
不

安
だ

。
「

今
後

も
健

康

体
操

に
参

加
し

た
い

人
は

挙
手

を
」

と
先

生
が

聞
い

た
ら

全
員

手

を
挙

げ
た

よ
う

だ
。

そ
の

よ
う

な
話

が
あ

っ
た

こ
と

を
初

め
て

聞
き

ま
し

た
。

今
後

に
つ

い
て

は
な

に
も

聞
い

て
お

ら
ず

、
お

伝
え

で
き

る
こ

と
が

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
い

た
だ

い
た

ご
意

見
を

責
任

者
に

伝
え

ま

す
。

ま
た

何
か

決
ま

り
ま

し
た

ら
す

ぐ
に

皆
様

に
お

伝
え

し
た

し
ま

す
の

で
、

そ
れ

ま
で

お
待

ち
願

い
ま

す
。
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8
月

1
0
日

【
来

館
】

→

【
電

話
】

イ
オ

ン
北

千
里

チ
ア

ー
ズ

ク
ラ

ブ

岡
野

・
講

師
と

い
う

方
々

が
見

学
に

来

館
。

9
/1

0
利

用
予

定
と

伺
っ

た
が

公
用

で
利

用
不

可
と

お
伝

え
→

聞

い
て

な
い

と
お

怒
り

。
市

役
所

に

ク
レ

ー
ム

を
言

う
と

お
っ

し
ゃ

り
、

見
学

の
後

帰
る

。

・
キ

タ
ノ

様
よ

り
１

７
：

０
０

頃

に
市

役
所

に
ク

レ
ー

ム
が

あ
り

ど

う
い

う
状

況
か

お
尋

ね
。

公
用

は

T
R

C
の

も
の

で
あ

る
と

お
伝

え
。

キ
タ

ノ
様

ご
了

解
。

・
１

７
：

５
０

こ
ろ

代
表

山
出

様
よ

り
電

話
あ

り
。

前
々

か
ら

9
/1

0
使

い
た

い
と

言
っ

て
い

た
の

に
わ

ざ
わ

ざ
T

R
C

主
催

講
座

を
入

れ
る

な
ん

て
嫌

味
だ

、
わ

ざ
と

だ
、

い
じ

め
だ

と
激

怒
。

単
発

利
用

な
の

で
1
か

月

前
か

ら
の

予
約

と
な

り
、

公
用

が
入

れ
ば

使
え

な
い

か
も

と
前

に
も

伝

え
て

い
た

。
そ

の
際

に
別

の
事

を
す

る
だ

け
な

の
で

そ
れ

で
よ

い
と

回

答
だ

っ
た

。

今
回

は
同

日
付

に
予

約
が

入
っ

て
お

ら
ず

、
た

と
え

予
約

が
入

っ
て

い

た
と

し
て

も
公

用
が

入
れ

ば
使

え
な

い
こ

と
を

伝
え

て
い

る
、

と
い

う

と
「

わ
か

っ
て

い
る

」
と

お
答

え
。

そ
れ

で
も

T
R

C
の

主
催

講
座

を
入

れ
る

の
は

わ
ざ

と
だ

と
激

怒
。

→
上

の
も

の
を

出
せ

と
言

わ
れ

た
の

で

責
任

者
の

大
友

に
変

わ
ろ

う
と

し
た

ら
も

う
い

い
と

切
ら

れ
た

。

・
1
8
:0

0
頃

岡
野

か
ら

キ
タ

ノ
様

に
、

イ
オ

ン
か

ら
お

怒
り

電
話

が
あ

っ

た
こ

と
を

お
伝

え
す

る
電

話
を

か
け

た
→

キ
タ

ノ
様

か
ら

は
今

後
は

た

と
え

予
約

が
入

っ
て

な
く

て
も

日
程

が
あ

る
程

度
決

ま
っ

て
い

る
と

わ

か
っ

て
い

る
な

ら
、

公
用

が
入

っ
た

時
点

で
連

絡
す

る
サ

ー
ビ

ス
を

T
R

C
に

お
願

い
し

た
い

と
言

わ
れ

る
。

イ
オ

ン
様

に
は

吹
田

市
も

お
世

話
に

な
っ

て
お

り
、

今
後

ま
ち

な
か

リ
ビ

ン
グ

も
イ

オ
ン

と
関

係
を

持

つ
だ

ろ
う

し
、

大
切

に
し

て
ほ

し
い

相
手

だ
と

言
わ

れ
る

。
→

明
日

く

わ
た

館
長

と
キ

タ
ノ

様
で

こ
の

件
に

つ
い

て
お

話
さ

れ
る

と
お

っ
し

ゃ

た
。
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8
月

1
3
日

【
来

館
】

己
書

天
海

晴
明

マ
リ

ア
レ

イ
道

場

岡
野

い
つ

も
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

今
日

は
美

し
い

工
作

室
を

気

持
ち

良
く

筆
ペ

ン
の

練
習

を
さ

せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
毎

日
の

暑

さ
の

中
こ

こ
へ

来
る

ま
で

の
日

差

し
が

暑
い

の
で

す
が

館
内

は
涼

し

く
生

き
返

る
よ

う
で

す
。

ま
た

来

月
も

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま

す
。

8
月

1
4
日

【
来

館
】

ビ
ー

ズ
の

会
岡

野

台
風

の
た

め
早

く
帰

り
ま

す
。

1
6
:3

0
ま

で
だ

が
1
4
:4

0
頃

に
鍵

を

返
却

。

お
気

を
付

け
て

お
帰

り
く

だ
さ

い
。

8
月

1
4
日

企
画

運
営

委
員

八
木

様
岡

野

午
前

中
に

主
催

講
座

こ
ど

も
藤

陶

教
室

の
窯

入
れ

を
し

て
い

る
が

1
6
:0

0
な

っ
て

も
温

度
が

３
２

度

と
な

っ
て

い
て

上
が

っ
て

い
な

い

⇒
八

木
様

に
連

絡
⇒

担
当

の
藤

陶

会
の

方
と

八
木

様
が

来
館

。
窯

入

れ
再

度
ト

ラ
イ

す
る

も
上

手
く

い

か
ず

。

窯
の

会
社

「
草

葉
商

店
」

に
電

話
す

る
も

出
ず

⇒
桑

田
館

長
よ

り
1
6
日

以
降

で
や

り
直

し
し

て
も

ら
う

こ
と

で
了

承
済

。
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8
月

1
6
日

企
画

運
営

委
員

八
木

様
岡

野

子
ど

も
陶

芸
教

室
窯

入
れ

。
再

び

藤
陶

会
の

方
と

八
木

様
で

ト
ラ

イ
。

ス
イ

ッ
チ

パ
ネ

ル
の

感
震

ラ

ン
プ

が
異

常
と

な
っ

て
い

た
の

で
、

ス
イ

ッ
チ

パ
ネ

ル
裏

の
扉

を

開
け

て
感

震
ボ

タ
ン

を
リ

セ
ッ

ト

し
た

ら
ス

イ
ッ

チ
が

入
っ

た
。

焼

成
が

始
ま

っ
た

。
す

べ
て

説
明

書

通
り

に
や

っ
た

。
説

明
書

に
ト

ラ

ブ
ル

対
応

の
記

載
が

あ
っ

た
。

⇒

原
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

の
は

、

主
催

講
座

開
催

時
、

た
く

さ
ん

の

子
供

と
大

人
が

い
た

の
で

誰
か

が

誤
っ

て
陶

芸
窯

に
ぶ

つ
か

り
、

感

震
装

置
が

作
動

し
停

止
し

た
の

で

は
な

い
か

と
思

わ
れ

る
。

桒
田

館
長

に
経

緯
を

報
告

。
利

用
者

に
渡

し
て

い
な

い
詳

細
の

説
明

書
に

感
震

ス
イ

ッ
チ

に
つ

い
て

の
記

載
が

あ
る

の
で

、
八

木
様

や
ほ

か
の

藤
陶

会
の

メ
ン

バ
ー

は
や

り
方

を
知

ら
な

か
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
（

八
木

様
は

説
明

書
に

記
載

が
あ

る
と

言
っ

て
い

た
が

）

そ
の

後
確

認
し

に
行

く
と

ス
イ

ッ
チ

パ
ネ

ル
に

地
震

時
の

対
応

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
記

載
し

た
シ

ー
ル

が
貼

っ
て

あ
っ

た
。

た
だ

し
、

ど
こ

の
扉

を
開

け
て

ス
イ

ッ
チ

を
切

る
か

ま
で

は
記

載
な

し
。

館
長

よ
り

草
葉

善
兵

衛
商

店
に

連
絡

し
て

、
感

震
装

置
は

ど
の

程
度

の
揺

れ
で

作
動

す
る

の
か

。
人

間
が

触
れ

た
程

度
で

作
動

す
る

も
の

な
の

か
,確

認
が

必
要

と
の

指
示

あ
り

。

→
確

認
し

た
。

8
/1

7
の

記
録

参
照

。
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8
月

1
6
日

【
来

館
】

メ
ー

プ
ル

コ
ー

ラ
ス

岡
野

い
つ

か
ら

か
け

て
あ

っ
た

の
か

知

り
ま

せ
ん

が
イ

ス
机

な
ど

の
「

収

納
位

置
の

表
」

に
は

全
く

気
づ

か

ず
本

日
拝

見
し

ま
し

た
。

隅
の

ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

に
か

け
て

あ
り

ま

し
た

が
目

立
ち

に
く

い
の

で
照

明

の
ス

イ
ッ

チ
あ

た
り

に
か

け
ら

れ

て
は

い
か

が
で

す
か

？
「

収
納

表
」

の
レ

イ
ア

ウ
ト

で
ブ

ル
ー

の

地
色

に
「

ジ
ョ

イ
ン

ト
マ

ッ
ト

」

の
文

字
は

見
え

づ
ら

い
と

皆
話

し

て
ま

し
た

。
皆

さ
ん

通
ら

れ
る

照

明
ス

イ
ッ

チ
あ

た
り

だ
と

誰
で

も

気
が

つ
く

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、

同
じ

く
「

収
納

表
」

の
表

示
で

オ

レ
ン

ジ
の

部
分

（
机

の
置

き
場

所
）

と
イ

ス
（

緑
色

の
部

分
）

を
、

上
に

縦
に

し
た

方
が

わ
か

り

や
す

い
で

す
。

承
知

い
た

し
ま

し
た

。
再

度
検

討
し

ま
す

。
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8
月

1
6
日

【
来

館
】

公
民

館
主

催
講

座
「

味
噌

作

り
」

を
長

ら
く

担
当

さ
れ

て
い

る
方

大
友

（
お

知
り

合
い

の
公

民
館

事
務

補

佐
員

、
八

木
さ

ん
が

会
議

中
で

あ
っ

た
た

め
）

味
噌

作
り

講
座

を
す

る
た

め
に

は
、

何
ら

か
の

申
込

が
必

要
か

？

公
民

館
企

画
運

営
員

と
の

話
で

、

主
催

講
座

の
先

行
き

は
未

定
の

よ

う
だ

が
。

（
T

R
C

館
長

に
状

況
確

認
）

・
詳

細
は

決
ま

っ
て

い
な

い
が

、
何

ら
か

の
形

で
し

て
頂

く
こ

と
が

で
き

る
と

思
い

ま
す

。
公

民
館

主
催

講
座

予
定

日
は

、
お

部
屋

の
確

保
は

年
度

単
位

で
し

て
お

り
ま

す
。

今
後

の
こ

と

は
、

吹
田

市
さ

ん
よ

り
何

ら
か

の
連

絡
が

い
く

と
思

わ
れ

ま

す
。

・
た

だ
し

、
1
1
月

は
文

化
祭

や
開

館
1
周

年
記

念
イ

ベ
ン

ト

で
、

通
常

の
グ

ル
ー

プ
活

動
の

方
に

も
、

貸
室

に
影

響
が

で
る

こ
と

を
お

伝
え

し
て

い
ま

す
。

1
1
月

で
あ

る
が

故
の

影
響

は
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。

（
納

得
し

て
頂

い
た

）

メ
ン

バ
ー

が
5
名

以
下

に

な
っ

た
た

め
、

新
公

民
館

に
移

行
後

、
定

期
利

用
の

グ
ル

ー
プ

か
ら

主
催

講
座

の
講

師
に

な
っ

て
い

た
だ

い
た

経
緯

あ
り

8
月

1
7
日

【
電

話
】

岡
野

→
電

気
窯

草
葉

善
兵

衛
商

店

岡
野

8
/1

6
の

陶
芸

窯
の

感
震

異
常

ラ
ン

プ
に

つ
い

て
。

ど
の

く
ら

い
の

衝

撃
で

作
動

す
る

の
か

・
震

度
5
で

数
秒

間
の

揺
れ

。

・
た

だ
し

ス
イ

ッ
チ

パ
ネ

ル
に

人
が

ぶ
つ

か
る

だ
け

で
も

反
応

す
る

こ
と

が
あ

る
。

（
ス

イ
ッ

チ
パ

ネ
ル

内
の

玉
が

落
ち

る
）

そ
れ

だ
け

が
敏

感
と

言
う

こ
と

は
安

全
性

が
高

い
。

掃
除

の
人

が
誤

っ
て

ぶ
つ

か
っ

て
も

反
応

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
る

。
ぶ

つ
か

っ
た

時
に

は
わ

か
ら

な
い

が
、

使
用

す
る

と
き

に
異

常
ラ

ン
プ

が
つ

き
、

初
め

て
わ

か
る

よ
う

で
あ

る
。

 287 



 
（68） 

8
月

1
9
日

【
来

館
】

関
西

相
撲

甚
句

協
会

の
男

性

大
友

①
文

化
祭

説
明

会
に

参
加

し
て

、

団
体

と
し

て
参

加
要

請
を

出
し

た

が
、

そ
の

後
の

連
絡

な
し

。
今

後
、

集
ま

り
が

あ
る

の
か

。
参

加

で
き

る
の

か
。

②
8
/1

6
に

公
民

館
の

八
木

さ
ん

よ

り
何

か
の

集
ま

り
が

あ
る

と
聞

い

た
が

、
参

加
で

き
ず

。
そ

こ
で

、

文
化

祭
の

お
話

が
あ

っ
た

の
か

。

②
八

木
さ

ん
や

公
民

館
委

員
は

本
日

不
在

。
8
/1

6
の

お
話

内
容

の
こ

と
は

伺
っ

て
い

な
い

た
め

、
も

し
何

か
引

継
ぎ

が
あ

れ
ば

伺
う

。
　

→
　

引
継

ぎ
不

要
。

①
文

化
祭

説
明

会
は

、
市

役
所

の
ま

な
び

の
支

援
課

職
員

さ
ん

が
実

施
。

文
化

祭
に

つ
い

て
の

問
合

せ
は

、
申

し
訳

な
い

が
、

直
接

ま
な

び
の

支
援

課
に

お
願

い
し

た
い

。
（

電
話

番
号

を
お

尋
ね

に
な

り
、

伝
え

ま
し

た
）

8
月

2
3
日

【
電

話
】

野
々

花
グ

ル
ー

プ

高
瀬


→
望

月
・

文
化

祭
の

ア
ピ

ー
ル

展
示

物
は

ど
の

位
の

分
量

で
す

か
？

・
＜

望
月

が
折

り
返

し
連

絡
＞

「
ま

な
び

の
支

援
課

に
お

尋
ね

く
だ

さ
い

。
」

ま
な

び
の

支
援

課
の

お
電

話
番

号
を

お
伝

え
し

ま
し

た
。

8
月

2
7
日

【
電

話
】

ご
年

配
ら

し
き

女
性

大
友

①
未

定
で

あ
っ

た
9
月

の
主

催
講

座
、

「
体

操
」

2
回

と
「

歌
声

喫

茶
」

な
ど

の
実

施
は

ど
う

な
っ

た

か
。

②
実

施
す

る
と

な
り

、
お

し
ら

せ

は
ど

の
よ

う
に

行
っ

て
い

る
の

か
。

③
1
0
月

以
降

の
予

定
は

。

①
未

定
で

ご
迷

惑
を

お
か

け
し

ま
し

た
。

つ
い

先
ご

ろ
、

「
体

操
」

2
回

と
「

マ
マ

ヨ
ガ

」
講

座
の

計
3
講

座
に

つ
い

て
実

施
が

決
ま

り
ま

し
た

。

②
お

知
ら

せ
に

つ
い

て
は

、
公

民
館

だ
よ

り
が

発
行

な
し

。
主

催
者

に
よ

り
、

サ
イ

ネ
ー

ジ
の

み
の

お
知

ら
せ

を
し

て
い

ま

す
。

③
未

定
。

②
に

つ
い

て
、

「
年

寄
り

が
2
階

に
行

く
の

は
大

変
。

1
階

付
近

に
お

知
ら

せ
は

で
き

な
い

か
。

一
部

の
人

だ
け

が
知

っ
て

い

て
、

全
体

に
お

知
ら

せ
が

な
い

の
は

不
平

等
だ

」
と

い
う

ご
意

見
。

→
係

り
の

者
に

ご
意

見
を

伝
え

る
旨

、
申

し
上

げ
た

。

※
お

話
に

す
れ

違
い

が
あ

り
、

１
階

の
サ

イ
ネ

ー
ジ

の
ご

案
内

が
で

き
ず

。
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8
月

2
8
日

【
来

館
】

シ
ャ

ン
ソ

ン
グ

ル
ー

プ

シ
ャ

ン
テ

ジ
ョ

ア

望
月

「
公

民
館

使
用

報
告

書
」

感
想

欄

よ
り

・
譜

面
台

の
ネ

ジ
が

き
か

な
か

っ

た
。

・
室

温
2
6
度

O
K

で
し

た
。

楽
し

い
会

合
に

な
り

ま
し

た
。

今

後
共

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

8
月

2
4
日

【
来

館
】

三
国

志
を

語
る

会
岡

野

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
を

自
前

の
パ

ソ

コ
ン

に
つ

な
い

だ
（

貸
出

用
の

H
D

M
Iコ

ー
ド

で
）

が
音

が
出

な

い
。

画
像

は
出

て
い

る
。

→
今

後

も
ス

ピ
ー

カ
ー

を
持

参
さ

れ
る

と

の
こ

と
。

8
/3

0
来

館

岡
野

が
見

に
行

っ
て

パ
ソ

コ
ン

の
音

量
を

調
整

し
た

り
し

て
み

た
が

改
善

さ
れ

な
い

。
→

利
用

者
様

が
自

宅
ま

で
ス

ピ
ー

カ
ー

を
取

り
に

替
え

ら
れ

た
。

な
ぜ

音
が

出
な

か
っ

た
か

理
由

は
不

明
の

ま
ま

。

視
聴

覚
室

使
用

そ
の

後
、

事
務

所
内

の
P

C

で
接

続
テ

ス
ト

を
行

っ
た

が
問

題
な

し

8
月

2
6
日

【
来

館
】

カ
ノ

ン
望

月

＜
公

民
館

使
用

報
告

＞
の

感
想

欄

よ
り

広
く

て
備

品
も

つ
か

い
や

す
か

っ

た
で

す
。

8
月

2
8
日

【
来

館
】

文
鳥

の
会

望
月

＜
公

民
館

使
用

報
告

＞
の

感
想

欄

よ
り

気
持

ち
よ

く
使

わ
せ

て
い

た
だ

き

ま
し

た
。

 289 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（70） 

 290 



令和５年（2023 年）９月度まちなかリビング北千里月間事業報告書（北千里地区公民館部分抜粋） 

 

ア． まちなかリビング北千里の利用状況 

 

 

イ． 管理運営に係る実績 

（３） 公民館運営事業 

  ① 設備について 

    ・５日  陶芸窯操作検証 

    ・６日１３日２０日２７日 公民館担当者による日報作成検証 

    ・５日１２日１９日２６日 公民館サイネージデータ作成 

（71） 

(人) うち児童センター（人） うち公民館（人） うち図書館（人）

9月1日 (金) 晴 916 184 73 659 9

9月2日 (土) 曇り 1,392 268 124 1,000 12

9月3日 (日) 晴 1,427 372 126 929 17

9月4日 (月) 曇り 806 102 78 626 6

9月5日 (火) 晴 785 148 27 610 13

9月6日 (水) 曇り 905 118 141 646 13

9月7日 (木) 曇り 748 128 85 535 6

9月8日 (金) 雨 823 154 67 602 5

9月9日 (土) 晴 1,218 366 92 760 11

9月10日 (日) 晴 1,261 438 57 766 20

9月11日 (月) 雨 797 99 71 627 7

9月12日 (火) 晴 755 100 36 619 12

9月13日 (水) 晴 965 216 91 658 5

9月14日 (木) 晴 848 143 107 598 6

9月15日 (金) 晴 910 208 119 583 6

9月16日 (土) 晴 1,250 362 97 791 20

9月17日 (日) 雨 1,199 307 46 846 18

9月18日 (月) 晴 1,265 336 56 873 19

9月19日 (火) 晴 829 162 88 579 4

9月20日 (水) 曇り 988 223 106 659 4

9月21日 (木) 雨 744 100 142 502 6

9月22日 (金) 雨 886 155 101 630 10

9月23日 (土) 曇り 1,430 383 88 959 11

9月24日 (日) 曇り 1,404 376 0 1,028 22

9月25日 (月) 晴 960 130 130 700 5

9月26日 (火) 曇り 0 0 0 0 0

9月27日 (水) 晴 735 229 107 399 0

9月28日 (木) 曇り 324 147 114 63 0

9月29日 (金) 晴 1,215 239 76 900 18

9月30日 (土) 曇り 1,315 265 11 1,039 15

29,100 6,458 2,456 20,186 300

公民館休館日

館内整理日

図書館システム休館

図書館システム休館

公民館休館日

公民館休館日

特記事項

公民館休館日

日付 曜日 天気
入館者数

新規登録
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    ・６日１３日２０日２７日 公民館サイネージデータ更新作業 

  ② 市主催事業について 

    ・１４日１７日２３日開始  主催行事受付補助（不在時対応） 

    ・８日１４日２２日２７日  公民館館長、事務員との定期ミーティング（大友） 

    ・２７日  公民館企画運営委員会出席（大友） 

  ③ 公民館貸室業務 

    業務内容：公民館日報で集計、集計表をまなびの支援課に報告済み 

    ・毎日 web貸室申し込み状況の確認 （１０件） 

    ・随時 グループ活動の支援としてグループ紹介や会員募集等のポスターを募集し、ポスターを２階 

北側階段前に掲示した。 

 

エ. 主催事業に係る実績 

１．まちなかリビング北千里 

 （１） 「親子クッキング 食からつながる ～シリア料理～」 

９月１０日（日）１０時３０分～１３時３０分 参加者 親子９組（小学生９名と保護者９名） 

材料費１組１５００円 

    外国人シェフによる料理教室、親子で調理を通して外国の文化や習慣を学び、国際理解を深める。 

 

カ. 利用者からの意見、要望に対する事項 

まちなかリビング北千里についてのご意見  １１件  別添 【カー１】 

北千里地区公民館についてのご意見 ７件  別添 【カー２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（72） 

単位：件 単位：件

2023年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

申込件数 13 7 13 6 15 10 64
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（73） 

【
カ

ー
1
】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

1
9
月

2
日

来
館

者
鎌

田

販
売

し
て

い
る

ク
ッ

キ
ー

を
買

い
た

い
が

5
0
0
0
円

で
お

つ
り

が
な

い
と

言
わ

れ

た
。

両
替

を
し

て
も

ら
え

な
い

だ
ろ

う

か
。

両
替

は
で

き
な

い
。

申
し

訳
あ

り
ま

せ

ん
。

2
9
月

3
日

【
来

館
】

予
約

棚
か

ら
漫

画
を

取
っ

て
館

内
で

読
ん

で
い

た
男

の
子

。

岡
野

保
護

者
（

お
母

さ
ん

？
）

と
来

館
。

カ
ウ

ン
タ

ー
で

本
に

つ
い

て
尋

ね
た

が
、

希
望

の
本

は
な

か
っ

た
。

（
ス

タ
ッ

フ
石

川
よ

り
）

そ
の

後
予

約
棚

を
見

て
い

た
が

、
何

も
持

ち
出

さ
ず

帰
っ

た
。

桒
田

館
長

と
情

報
を

共
有

。

※
予

約
棚

に
並

べ
て

い
た

漫
画

に
つ

い

て
、

予
約

さ
れ

た
方

が
取

り
に

来
た

と
き

予
約

棚
に

な
く

、
他

の
場

所
か

ら
み

つ
か

る
こ

と
が

続
い

て
い

る
。

3
9
月

3
日

【
来

館
】

正
置

先
生

の
講

座
を

受
講

し
た

ご
年

配
の

女
性

大
友

今
回

、
初

め
て

正
置

先
生

の
講

座
に

参
加

し
て

感
激

し
た

。
先

生
の

こ
と

は
千

里
タ

イ
ム

ズ
な

ど
で

存
じ

て
い

て
大

フ
ァ

ン
。

た
だ

青
山

台
に

住
ん

で
い

な
が

ら
今

回
初

め
て

館
内

サ
イ

ネ
ー

ジ
で

し
っ

て
（

誰
か

に
勧

め
て

も
ら

っ
た

こ
と

も
あ

っ
て

？
）

受
講

。

深
い

内
容

で
聞

き
ご

た
え

が
あ

っ
た

。
先

生
が

手
術

を
さ

れ
、

次
回

1
2
月

に
講

座

を
さ

れ
る

と
聞

い
て

い
る

。
ま

た
参

加
し

た
い

。

講
座

の
受

講
の

お
礼

と
、

良
い

時
間

を
過

ご
し

て
頂

き
良

か
っ

た
と

い
う

共
感

を
し

た
。

次
回

1
2
月

と
い

う
こ

と
で

、
ま

た
今

回

の
よ

う
に

総
合

受
付

の
チ

ラ
シ

設
置

な
ど

事
前

告
知

も
あ

る
予

定
。

吹
田

市
主

催
の

座
で

あ
り

、
担

当
者

に
ご

意
見

を
伝

え
る

旨
申

し
上

げ
た

。

ま
ち

な
か

リ
ビ

ン
グ

北
千

里
問

合
せ

　
９

月
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（74） 

4
9
月

4
日

【
来

館
】

高
齢

男
性

岡
野

1
階

自
販

機
横

に
て

親
子

で
う

る
さ

い
。

児
童

セ
ン

タ
ー

に
移

動
し

て
し

ゃ
べ

る
よ

う
注

意
し

て
ほ

し
い

。

該
当

の
親

子
グ

ル
ー

プ
2
グ

ル
ー

プ
が

お

や
つ

を
食

べ
た

り
し

て
い

た
の

で
、

視
聴

覚
室

前
の

ス
ペ

ー
ス

を
ご

案
内

。

本
来

は
、

使
用

が
可

能
な

エ
リ

ア
で

あ
っ

た
が

、
利

用
者

同
士

の
ト

ラ
ブ

ル
を

避
け

る
た

め
、

親
子

連
れ

に
移

動
を

お
願

い
し

た
。

5
9
月

9
日

開
館

前
岡

野

正
面

入
り

口
の

木
の

看
板

「
ま

ち
な

か
リ

ビ
ン

グ
北

千
里

」
に

、
ピ

ン
ク

の
押

し
ピ

ン
の

よ
う

な
も

の
が

押
さ

れ
て

い
た

。

責
任

者
の

高
瀬

が
確

認
。

実
物

の
状

態
の

写
真

を
撮

る
。

後
日

、
吹

田
市

（
資

産
経

営
室

）
が

行
っ

た
、

業
務

上
の

作
業

で
あ

る
こ

と
が

わ

か
っ

た
。

6
9
月

1
0
日

【
来

館
】

老
若

男
女

問
わ

ず
こ

れ
ま

で
も

多
く

の
方

か
ら

頂
い

い
た

お
問

い
合

わ
せ

で
す

岡
野

予
約

棚
の

本
は

、
貸

出
手

続
き

を
し

な
い

で
持

ち
帰

っ
て

良
い

の
か

。

自
動

貸
出

機
で

貸
出

手
続

き
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
（

他
に

…
予

約
本

が
届

い
た

と
い

う
連

絡
が

き
た

。
ど

う
し

た
ら

良
い

の
か

→
予

約
照

会
機

の
使

い
方

を
ご

案
内

し
た

ご
利

用
者

様
に

、
多

く
み

ら
れ

る
お

問
い

合
わ

せ
で

す
。

）
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（75） 

7
9
月

2
4
日

【
来

館
】

3
0
～

4
0
台

男
性

大
友

駐
輪

場
側

の
ブ

ラ
イ

ン
ド

を
も

っ
と

下
に

下
げ

て
も

ら
え

な
い

か
。

受
付

横
の

閲
覧

席
を

利
用

し
て

い
る

。

眩
し

い
の

と
、

暑
い

。

（
9
月

中
ご

ろ
に

も
、

小
中

学
生

よ
り

同

様
の

申
し

出
（

理
由

は
「

暑
い

」
）

申
し

訳
あ

り
ま

せ
ん

。
ブ

ラ
イ

ン
ド

は
今

以
上

に
下

が
ら

な
い

仕
様

で
す

。

館
内

温
度

に
つ

い
て

は
、

部
分

的
に

少
し

設
定

温
度

を
下

げ
ら

れ
る

か
対

応
し

ま

す
。

8
9
月

2
6
日

【
電

話
】

高
齢

男
性

大
友

2
6
～

2
8
日

の
お

休
み

は
ど

う
な

っ
て

い

る
か

。

3
日

間
も

休
み

か
。

1
0
/2

6
　

北
千

里
図

書
館

は
元

々
月

末
休

館
日

。
（

吹
田

の
他

の
図

書
館

は
開

館
）

1
0
/2

7
～

2
8
　

北
千

里
図

書
館

は
シ

ス
テ

ム
休

館
、

公
民

館
と

児
童

セ
ン

タ
ー

部
分

は
開

館
。

図
書

館
部

分
は

北
千

里
の

み
3
日

間
お

休

み
。

ご
迷

惑
を

お
か

け
す

る
が

、
ご

理
解

願
い

た
い

。

9
9
月

2
7
日

【
来

館
】

多
数

大
友

2
6
～

2
8
日

の
休

館
中

、
自

習
は

で
き

る

か
。

シ
ス

テ
ム

休
館

中
は

図
書

館
が

お
休

み
の

た
め

、
利

用
で

き
ま

せ
ん

。
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
。
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（76） 

1
0

9
月

2
9
日

【
電

話
】

向
か

い
の

マ
ン

シ
ョ

ン
に

住

む
、

年
配

女
性

浅
川

9
：

3
0
～

1
2
：

0
0
で

同
じ

方
よ

り
3
度

電

話
あ

り
。

（
シ

ス
テ

ム
休

館
中

に
実

施
し

た
）

ま
ち

き
た

の
除

草
作

業
の

関
係

で
カ

メ
ム

シ
が

大
量

に
飛

ん
で

く
る

。
な

ん
と

か
な

ら
な

い
か

。

ご
要

望
を

伺
い

、
T

R
C

館
長

に
伝

え
た

。

住
民

の
方

は
、

ま
た

電
話

す
る

と
仰

っ

た
。

T
R

C
よ

り
植

栽
業

者
に

確
認

、
本

当
に

対

策
す

る
場

合
は

薬
散

布
に

な
る

と
の

こ

と
。

す
ぐ

に
で

き
る

対
策

は
な

し
。

→
住

民
の

方
に

伝
え

た
が

、
薬

剤
の

手
配

を
し

て
も

ら
え

る
の

か
と

重
ね

て
お

尋
ね

。
ま

た
、

マ
ン

シ
ョ

ン
の

管
理

人
よ

り
連

絡
す

る
と

の
こ

と
で

、
マ

ン
シ

ョ
ン

名
や

連
絡

先
は

述
べ

ら
れ

ず
。

そ
の

後
、

1
0
/1

に
も

同
じ

方
よ

り
連

絡

あ
り

。
マ

ン
シ

ョ
ン

名
や

連
絡

先
を

述
べ

ら
れ

た
。

1
0
/2

に
館

長
よ

り
返

答
。

マ
ン

シ
ョ

ン
内

の
カ

メ
ム

シ
駆

除
を

管
理

人
が

行
っ

た
こ

と
で

納
得

さ
れ

た
様

子
。

良
い

駆
除

方
法

が
あ

れ
ば

管
理

人
に

教
え

て
ほ

し
い

と
と

お
伝

え
。

館
長

か
ら

管
理

人
に

電
話

し
、

こ
の

間
の

対
応

の
お

礼
を

お
伝

え
し

た
。

1
1

9
月

3
0
日

【
来

館
】

高
齢

男
性

望
月

以
前

、
公

民
館

で
「

平
軍

司
」

さ
ん

の
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

し
ま

し
た

。
次

は
い

つ
あ

り
ま

す
か

。

主
催

行
事

と
思

わ
れ

る
為

、
松

室
館

長
に

メ
モ

を
残

し
ま

し
た

。

主
催

講
座

「
野

鳥
観

察
会

」
「

野
草

観
察

会
」
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（77） 

【
カ

ー
2
】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

1
9
月

2
日

【
来

館
】

子
供

の
心

の
自

由

岡
野

中
学

生
が

代
表

の
グ

ル
ー

プ
で

利
用

し
た

い
。

ま
な

び
の

支
援

課
に

電
話

し
た

ら
で

き
る

と
言

わ
れ

た
。

こ
の

地
区

に
は

今
ま

で
児

童
館

が
な

か
っ

た
の

で
今

の
中

高
生

が
集

ま
る

ス
ペ

ー
ス

が
な

い
。

2
階

で
は

お
し

ゃ
べ

り
し

て
は

い
け

な
い

の
で

、
お

部
屋

を
借

り
て

自
習

や
お

し
ゃ

べ
り

す
る

場
所

が
欲

し
い

。

中
学

生
が

代
表

な
の

は
初

め
て

事
例

な
の

で
施

設
責

任
者

に
確

認
さ

せ
て

ほ
し

い
。

9
/4

総
括

責
任

者
か

ら
直

接
話

を
し

て
も

ら
い

、
単

発
利

用
な

ら
ば

許
可

で
了

解
済

み
。

（
定

期
利

用
な

な
し

）
代

表
者

を
成

人
に

す
る

こ
と

で
活

動
内

容
が

中
学

生
が

集
ま

っ
て

お
し

ゃ
べ

り
す

る
だ

け
も

構
わ

な
い

と
の

こ
と

。

2
9
月

2
日

【
来

館
】

北
千

里
表

装

サ
ー

ク
ル

岡
野

①
水

道
の

あ
る

部
屋

を
使

い
た

い
。

9
/8

、
9
/2

2
で

工
作

室
は

利
用

で
き

な
い

か
。

利
用

グ
ル

ー
プ

に
自

分
達

か
ら

お
願

い
し

て
水

道
を

貸
し

て
も

ら
う

こ
と

は
可

能
か

。

②
相

談
し

て
結

果
を

9
/8

に
知

ら
せ

て
欲

し
い

。

①
別

の
グ

ル
ー

プ
が

1
3
:0

0
～

1
7
:0

0
で

利

用
あ

り
。

グ
ル

ー
プ

間
の

交
渉

に
つ

い
て

前
例

が
な

い
の

で
館

長
に

相
談

さ
せ

て
欲

し
い

。

②
提

案
と

し
て

1
7
:3

0
~

で
単

発
利

用
で

予
約

で
き

る
か

館
長

に
相

談
さ

せ
て

ほ
し

い
。

9
/3

総
括

責
任

者
に

相
談

し
て

年
に

数
回

程
度

な
ら

、
相

手
の

グ
ル

ー
プ

に
こ

ち
ら

か
ら

3
0
分

早
く

終
わ

っ
て

欲
し

い
と

交

渉
し

て
み

る
。

直
接

交
渉

は
避

け
て

も
ら

い
た

い
。

→
表

装
サ

ー
ク

ル
に

連
絡

。

1
0
月

2
回

分
の

み
使

い
た

い
と

の
こ

と
。

→
セ

イ
テ

イ
会

1
2
:0

0
~

1
6
:0

0
に

変
更

了

解
。

表
装

サ
ー

ク
ル

に
1
6
：

3
0
～

利
用

で
き

る
こ

と
お

伝
え

済
み

。
9
/3

北
千

里
地

区
公

民
館

問
合

せ
　
９

月
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3
9
月

4
日

【
来

館
】

年
配

女
性

（
公

民
館

利
用

者
と

思
わ

れ

る
）

大
友

高
齢

者
の

居
場

所
が

無
い

。
旧

公
民

館
は

自
由

に
話

せ
た

が
、

新
施

設
の

２
階

は
、

お
し

ゃ
べ

り
を

す
る

と
す

ぐ
若

者
に

注
意

さ
れ

る
。

・
施

設
の

飲
食

、
使

い
分

け
マ

ッ
プ

を
案

内
。

静
か

に
過

ご
す

ス
ペ

ー
ス

と
、

視
聴

覚
室

前
な

ど
交

流
で

き
る

ス
ペ

ー
ス

と
の

使
い

分
け

を
案

内
。

・
今

回
、

主
に

2
階

の
視

聴
覚

室
前

の
ス

ペ
ー

ス
に

つ
い

て
の

お
尋

ね
と

思
わ

れ
、

数
日

前
に

「
こ

こ
は

交
流

ス
ペ

ー
ス

」
と

い
う

立
て

札
を

立
て

た
こ

と
を

お
伝

え
。

・
施

設
職

員
は

例
え

ば
若

者
が

度
を

越
し

て
に

ぎ
や

か
に

し
て

い
て

注
意

す
る

場
合

が
あ

り
、

交
流

可
能

ス
ペ

ー
ス

で
は

常
識

の
範

囲
で

お
話

し
て

頂
い

て
良

い
と

お
伝

え
し

た
。

4
9
月

6
日

【
電

話
】

ラ
ジ

オ
英

会
話

の
会

岡
野

施
設

か
ら

の
郵

便
物

が
届

か
な

い
。

正
し

い
住

所
を

知
り

た
い

と
こ

ち
ら

か
ら

連
絡

し
た

と
こ

ろ
、

警
察

か
ら

特
殊

詐
欺

の
リ

ス
ト

に
個

人
情

報
が

あ
る

と
言

わ
れ

て
、

怖
い

の
で

教
え

た
く

な
い

と
の

こ
と

。

総
括

責
任

者
に

相
談

の
上

、
他

の
メ

ン

バ
ー

で
住

所
を

公
開

し
て

も
良

い
方

を
紹

介
で

き
な

い
か

、
と

お
伝

え
し

た
が

出
来

な
い

と
言

わ
れ

た
。

→
当

面
郵

便
物

を
受

け
取

り
に

来
ら

れ
る

こ
と

で
対

応
。

今
後

に
つ

い
て

は
T

R
C

の
方

で
検

討
す

る
。
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5
9
月

9
日

【
電

話
】

年
配

女
性

大
友

・
公

民
館

主
催

講
座

、
１

０
月

の
「

歌
声

喫
茶

」
は

あ
る

の
か

ど
う

か
。

・
公

民
館

だ
よ

り
、

今
後

は
で

な
い

の

か
。

９
月

号
が

号
外

で
あ

り
、

今
後

全
て

取
り

消
し

の
よ

う
な

様
子

。
署

名
で

も
集

め
れ

ば
良

か
っ

た
か

。

・
１

０
月

以
降

の
主

催
講

座
の

実
施

詳
細

に
つ

い
て

は
、

こ
ち

ら
で

は
分

か
り

か
ね

る
た

め
、

公
民

館
職

員
に

引
き

継
ぎ

ま

す
。

お
名

前
と

連
絡

先
を

伺
い

、
職

員
か

ら
折

り
返

し
電

話
い

た
し

ま
す

。
リ

ト

ミ
ッ

ク
な

ど
、

一
部

講
座

は
実

施
決

定
と

伺
っ

て
お

り
ま

す
。

・
講

座
を

楽
し

み
に

し
て

頂
き

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

1
0
月

以
降

の
詳

細

に
つ

い
て

も
、

現
在

わ
か

っ
て

い
る

状
況

を
お

伝
え

し
ま

す
。

全
て

の
講

座
が

中
止

で
は

な
い

と
い

う
こ

と
は

聞
い

て
お

り
ま

す
。

→
そ

の
後

松
室

館
長

が
来

館
、

利
用

者
に

電
話

し
て

頂
い

た
。

6
9
月

9
日

【
来

館
】

彩
の

会
岡

野
会

議
室

②
の

机
1
台

故
障

し
て

い
る

。
倉

庫
①

の
机

１
台

と
取

り
替

え
ま

し
た

。
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7
9
月

1
1
日

【
電

話
】

向
か

い
の

マ
ン

シ
ョ

ン
住

民

高
齢

男
性

浅
川

視
聴

覚
室

の
カ

ー
テ

ン
が

空
い

て
い

て
自

分
の

部
屋

が
丸

見
え

で
着

替
え

も
出

来
な

い
。

利
用

し
て

い
た

シ
ャ

ン
ソ

ン
グ

ル
ー

プ
の

様
子

を
確

認
。

レ
ー

ス
の

カ
ー

テ
ン

も
開

い
て

い
る

状
態

だ
っ

た
の

で
、

レ
ー

ス
の

カ
ー

テ
ン

を
閉

め
て

活
動

し
て

頂
く

よ
う

お
願

い
し

た
。

8
9
月

1
3
日

【
来

館
】

や
さ

し
い

ヨ
ー

ガ
と

正
食

の
集

い

岡
野

い
つ

も
座

布
団

を
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

白
い

座
布

団
カ

バ
ー

の
か

か
っ

て
い

る
座

布
団

が
使

い
や

す
い

の
で

す
が

今
回

は
そ

の
タ

イ
プ

が
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

も
し

あ
れ

ば
次

回
は

用
意

し
て

頂
き

た
い

の
で

す
が

。

前
日

準
備

の
大

友
に

座
布

団
の

種
類

と
場

所
を

伝
え

ま
し

た
。

(い
つ

も
と

違
う

座
布

団
を

用
意

し
て

い

た
。

今
後

は
ス

タ
ッ

フ
に

も
周

知
す

る
）

9
9
月

1
6
日

【
電

話
】

吹
田

市
マ

ジ
ッ

ク
連

盟

望
月

貸
室

内
で

お
弁

当
を

食
べ

て
も

い
い

で
す

か

申
し

訳
な

い
で

す
、

室
内

で
の

飲
食

に
つ

い
て

は
ご

遠
慮

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
施

設
の

中
で

飲
食

可
能

な
場

所
が

あ
り

ま
す

の
で

、
出

来
れ

ば
そ

ち
ら

で
お

願
い

し
ま

す
。
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1
0

9
月

2
2
日

【
来

館
】

公
民

館
利

用
の

年
配

女
性

大
友

①
公

民
館

懇
談

会
に

参
加

し
た

。
視

聴
覚

室
前

の
閲

覧
室

に
つ

い
て

、
交

流
コ

ー

ナ
ー

と
し

て
利

用
前

後
の

適
度

な
話

は
可

能
と

い
う

話
を

聞
い

た
。

以
前

、
視

聴
覚

利
用

後
に

メ
ン

バ
ー

で
は

話
を

し
な

が
ら

部
屋

を
出

た
と

た
ん

、
閲

覧
室

の
人

に
睨

ま
れ

、
「

こ
こ

は
図

書
館

」
か

「
静

か

に
」

で
あ

っ
た

か
、

強
い

口
調

で
注

意
さ

れ
た

。
そ

れ
以

来
、

部
屋

を
出

る
時

は
メ

ン
バ

ー
で

「
し

ぃ
ー

」
と

示
し

合
わ

せ
て

か
ら

で
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

②
E

V
前

の
コ

ー
ナ

ー
の

扱
い

は
ど

う

か
。

③
懇

談
会

で
指

定
管

理
者

の
方

に
強

い
口

調
で

の
意

見
が

あ
っ

た
。

い
ろ

い
ろ

大
変

な
こ

と
も

あ
る

が
、

今
度

と
も

よ
ろ

し
く

お
願

い
す

る
。

全
体

的
に

ざ
っ

く
ば

ら
ん

に
お

話
を

し
た

い
、

と
い

う
友

好
的

な
感

じ
で

あ
っ

た
。

①
交

流
コ

ー
ナ

ー
に

は
ご

存
知

の
様

に
先

日
表

示
を

行
っ

た
。

閲
覧

室
で

様
々

な
利

用
が

あ
る

た
め

お
部

屋
を

で
る

と
き

に
、

適
度

な
配

慮
を

し
て

頂
け

る
と

あ
り

が
た

い
が

、
コ

ー
ナ

ー
内

で
、

常
識

の
範

囲
内

の
話

し
声

で
お

話
は

可

能
。

も
し

過
度

の
ご

意
見

が
あ

れ
ば

、
施

設
職

員
ま

で
お

知
ら

せ
下

さ
い

。

②
場

所
に

よ
り

使
い

分
け

を
お

願
い

し
て

い

る
。

（
使

い
分

け
M

A
P

を
お

見
せ

し
た

）
。

E
V

前
は

1
階

静
か

な
場

所
の

上
の

た
め

、
や

や
気

遣
い

を
お

願
い

し
て

い
る

。

→
E

V
前

に
も

、
そ

の
件

に
つ

い
て

表
示

し
て

は

ど
う

か
。

→
ご

意
見

を
伝

え
ま

す
。

③
暖

か
い

お
言

葉
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま

す
。

普
段

、
T

R
C

館
長

が
直

接
ご

意
見

を
伺

う

機
会

が
少

な
い

。
ア

ン
ケ

ー
ト

後
に

開
催

、
貴

重
な

ご
意

見
を

今
後

に
生

か
し

た
い

。
こ

ち
ら

こ
そ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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1
1

9
月

2
9
日

【
来

館
】

文
化

祭
説

明
会

に
き

て
い

た
ま

な
び

の
支

援
課

さ
ん

よ
り

笠

「
健

康
フ

ラ
ダ

ン
ス

　
ク

ワ
ナ

・
オ

・

カ
・

ラ
」

本
日

９
/2

９
の

文
化

祭
説

明
会

に
参

加
で

き
ず

。
文

化
祭

の
際

に
控

室
と

し
て

使
用

す
る

倉
庫

３
を

１
０

/4
の

定
期

使
用

日
に

使
い

た
い

。

総
括

責
任

者
に

対
応

確
認

。

１
０

/4
に

T
R

C
立

ち
合

い
で

倉
庫

3
（

2
つ

あ
る

）
を

見
て

頂
く

。
た

だ
し

、
文

化
祭

当
日

が
今

と
同

じ
状

態
で

は
な

い
可

能
性

が
あ

る
（

旧
館

の
い

す
な

ど
）

こ
と

を
伝

え
る

。

1
0
/4

に
対

応
。

1
2

9
月

2
9
日

【
来

館
】

文
化

祭
説

明
会

に
き

て
い

た
ま

な
び

の
支

援

課
、

要
回

答

電
話

：
0
6
ｰ

6
1
5
5
ー

8
2
6
4

笠

「
剣

舞
　

藤
白

チ
ー

ム
」

文
化

祭
で

使
用

す
る

舞
台

を
子

ど
も

た
ち

に
実

際
に

使
わ

せ
た

い
が

、
い

つ
も

視
聴

覚
室

し
か

空
い

て
い

な
い

の
で

、
会

議
室

1
～

３
が

空
い

て
い

る
と

き
に

使
え

な
い

か
。

総
括

責
任

者
に

対
応

確
認

の
上

、
碓

井
さ

ん
に

電
話

。

・
該

当
チ

ー
ム

が
定

期
利

用
日

（
本

日

9
/2

9
夜

も
単

発
使

用
）

は
確

か
に

会
議

室
３

は
他

の
団

体
が

使
っ

て
い

る
。

希
望

日
の

空
き

室
を

お
尋

ね
頂

き
、

１
ケ

月
前

～
３

日
前

に
予

約
頂

け
れ

ば
対

応
す

る
。

・
舞

台
使

用
の

場
合

、
舞

台
の

出
し

入
れ

は
指

定
管

理
者

で
行

う
。

可
能

な
ら

人
員

の
確

保
で

き
る

時
間

帯
で

あ
れ

ば
あ

り
が

た
い

。

⇒
以

上
を

ま
な

び
の

支
援

課
に

お
伝

え
。

市
か

ら
先

生
に

連
絡

す
る

と
の

こ
と

。

（
９

/2
9
来

館
時

、
鍵

を
取

り
に

来
た

メ

ン
バ

ー
に

大
友

か
ら

伝
え

た
が

、
説

明
会

に
で

た
の

は
先

生
と

の
こ

と
）

1
0
月

に
予

約
受

付
済

み
。
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1
3

9
月

3
0
日

【
来

館
】

イ
オ

ン
は

つ
ら

つ

望
月

先
日

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
を

掲
示

板
に

掲
示

す
る

と
の

こ
と

で
す

が
、

ど
こ

に
あ

り
ま

す
か

。

・
確

認
し

ま
す

。
月

末
に

掲
示

と
お

伝

え
。

午
後

に
２

F
会

議
室

1
－

3
前

に
掲

示
。
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令和５年（2023 年）10 月度まちなかリビング北千里月間事業報告書（北千里地区公民館部分抜粋） 

 

ア． まちなかリビング北千里の利用状況 

 

 

イ． 管理運営に係る実績 

（３） 公民館運営事業 

  ① 設備について 

    ・５日  陶芸窯操作検証 

    ・４日１１日１８日２５日 公民館担当者による日報作成検証 

    ・２日９日１６日２３日３０日 公民館サイネージデータ作成 

    ・３日１０日１７日２４日３１日 公民館サイネージデータ更新作業 

  ② 市主催事業について 

    ・７日９日２０日開始  主催行事受付補助（不在時対応） 

    ・６日１２日１９日２６日  公民館館長、事務員との定期ミーティング（大友） 

（85） 

(人)
うち児童セ

ンター

（人）

うち公民館

（人）

うち図書館

（人）

10月1日 (日) 雨 1,501 449 27 1,025 26

10月2日 (月) 晴 1,085 186 68 831 6

10月3日 (火) 曇り 873 157 82 634 11

10月4日 (水) 曇り 1,035 167 78 790 10

10月5日 (木) 晴 952 152 100 700 5

10月6日 (金) 晴 916 117 72 727 4

10月7日 (土) 曇り 1,449 306 130 1,013 9

10月8日 (日) 曇り 1,192 249 82 861 14

10月9日 (月) 雨 1,368 339 73 956 10

10月10日 (火) 曇り 903 143 120 640 6

10月11日 (水) 晴 1,037 252 102 683 6

10月12日 (木) 晴 940 175 125 640 3

10月13日 (金) 曇り 854 161 100 593 14

10月14日 (土) 雨 1,222 246 86 890 9

10月15日 (日) 雨 1,456 336 124 996 5

10月16日 (月) 晴 1,000 157 83 760 11

10月17日 (火) 晴 842 151 57 634 6

10月18日 (水) 晴 977 146 122 709 15

10月19日 (木) 晴 838 134 62 642 4

10月20日 (金) 雨 759 75 126 558 2

10月21日 (土) 晴 1,266 256 104 906 19

10月22日 (日) 晴 1,237 256 98 883 19

10月23日 (月) 晴 960 185 112 663 11

10月24日 (火) 晴 1,242 171 64 1,007 9

10月25日 (水) 晴 986 195 121 670 2

10月26日 (木) 晴 823 144 122 557 4

10月27日 (金) 晴 756 101 119 536 4

10月28日 (土) 晴 1,344 316 155 873 14

10月29日 (日) 晴 1,280 328 50 902 18

10月30日 (月) 晴 932 205 28 699 6

10月31日 (火) 晴 21 0 21 0 0

32,046 6,255 2,813 22,978 282

館内整理日（モニタリング）

公民館休館日

公民館休館日

公民館休館日

特記事項

公民館休館日

日付 曜日 天気

入館者数

新規登録

 305 



    ・２６日  公民館企画運営委員会出席（大友） 

  ③ 公民館貸室業務 

    業務内容：公民館日報で集計、集計表をまなびの支援課に報告済み 

    

・毎日 web貸室申し込み状況の確認 （８件） 

     ・随時 グループ活動の支援としてグループ紹介や会員募集等のポスターを募集し、ポスターを２階 

北側階段前に掲示した。 

 

エ. 主催事業に係る実績 

１．まちなかリビング北千里 

 （１） 「大学生とブロックであそぼう！」 

１０月８日（日）１０時３０分～１２時 参加者 親子１０組（小学１，２年生１０名と保護者１０名） 

         １４時～１５時３０分 参加者 小学３～６年生 １０名 

    大阪大学レゴ部が指導し小学１，２年生は折りたたみ椅子、小学３～６年生は四足歩行ロボットを設計 

    図を基に作成した。大学生のアドバイスで歩く早さを変え、子どもが自ら工夫を行った。 

 

  （２） 「まちきた学びの親子アトリエ 子育て応援コース」 

     第 2 回 「知っておきたい『子どもとの接し方』を学ぶ」  

１０月２２日（日）１４時～１６時 参加者 ５組 

未就学児の親に役立つ情報を提供し、お父さん同士の交流を図る機会を設ける 

 

  （３） 工作「ハロウィンランタンを作ろう」 

      １０月２８日（土）１３時３０分～１５時 参加者 小学生１０名 

      LED ライトを使ってオリジナルランタンを作りハロウィンを楽しんだ 

 

カ. 利用者からの意見、要望に対する事項 

まちなかリビング北千里についてのご意見  １１件  別添 【カー１】 

北千里地区公民館についてのご意見 ２０件  別添 【カー２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（86） 

単位：件 単位：件

2023年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

申込件数 13 7 13 6 15 10 8 72
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（87） 

【
カ

ー
１

】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

1
1
0
月

7
日

【
来

館
】

高
齢

女
性

望
月

・
こ

の
近

隣
に

高
齢

者
施

設
が

出
来

た
と

聞
き

ま
し

た
が

、
ど

こ
に

あ
り

ま
す

か
。

・
（

T
R

C
高

瀬
対

応
）

　
総

合
受

付
に

置
い

て
い

た
「

や
さ

し
い

介
護

と
予

防
」

の
冊

子
を

お
渡

し
。

2
1
0
月

1
3
日

【
来

館
】

６
０

代
以

上
と

思
わ

れ
る

女

性
、

複
数

大
友

フ
レ

イ
ル

予
防

の
測

定
会

を
し

て
い

る
と

聞
い

た
。

１
階

テ
ラ

ス
を

ご
案

内
。

（
吹

田
市

高
齢

福
祉

室
に

よ
る

）

3
1
0
月

1
5
日

【
来

館
】

開
館

直
後

、

1
0
代

前
半

と
思

わ
れ

る
女

の
子

大
友

ブ
ッ

ク
シ

ャ
ワ

ー
横

の
席

、
ブ

ラ
ン

イ
ン

ド
を

も
っ

と
さ

げ
て

ほ
し

い
。

ま
ぶ

し
く

、
暑

い
。

ブ
ラ

イ
ン

ド
に

つ
い

て
は

、
今

以
上

に
下

が
り

ま
せ

ん
。

申
し

訳
あ

り
ま

せ
ん

。

暑
さ

に
つ

い
て

は
、

空
調

を
確

認
し

て
み

ま
す

。

⇒
空

調
は

現
在

間
引

き
で

運
用

し
て

い
る

が
、

該
当

箇
所

の
空

調
は

つ
い

て
い

た
。

ピ
ン

ポ
イ

ン
ト

で
の

温
度

調
節

が
で

き

ず
、

周
囲

の
温

度
も

含
め

て
、

少
し

下
げ

た
。

（
ブ

ラ
ン

イ
ン

ド
の

件
は

よ
く

受
け

る
問

合
せ

。
開

館
直

後
で

空
調

の
効

き
が

弱
い

こ
と

も
影

響
し

て
い

る
か

）

ま
ち

な
か

リ
ビ

ン
グ

北
千

里
問

合
せ

　
1

0
　
月
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（88） 

4
1
0
月

1
5
日

【
来

館
】

7
0
代

男
性

大
友

①
予

約
本

が
「

確
保

済
み

」
に

な
っ

た
か

ら
取

り
に

き
た

。

②
届

い
て

い
な

い
の

な
ら

、
「

確
保

済

み
」

表
示

を
な

く
し

て
ほ

し
い

。

①
「

確
保

済
み

」
の

表
現

が
わ

か
り

に
く

い
こ

と
を

先
に

お
詫

び
。

逓
送

便
到

着
前

の
時

間
帯

、
「

確
保

済
み

」
だ

と
届

い
て

い
な

い
可

能
性

が
あ

り
、

先
に

不
着

の
可

能
性

を
お

伝
え

の
上

、
カ

ー
ド

で
状

態
確

認
。

「
確

保
済

み
」

の
ま

ま
で

あ
っ

た
。

利
用

者
が

状
態

確
認

し
た

の
は

、
昨

日
。

今
後

の
為

表
示

の
説

明
を

し
よ

う
と

し

た
。

②
「

説
明

不
要

」
と

い
わ

れ
た

が
、

利
用

者
の

お
話

を
聞

い
た

う
え

で
「

確
保

待

ち
」

⇒
「

確
保

済
み

」
⇒

「
貸

出
可

能
」

の
流

れ
を

説
明

。
段

階
表

示
に

つ
い

て

は
、

「
も

す
ぐ

届
く

」
と

い
う

状
況

を
希

望
さ

れ
る

方
も

お
ら

れ
、

表
示

し
て

い
る

こ
と

を
説

明
。

ま
た

足
を

運
ん

で
頂

く
こ

と
を

お
願

い
し

て
、

納
得

頂
い

た
。
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5
1
0
月

1
6
日

【
来

館
】

７
０

代
頃

の
男

性

大
友

新
聞

を
二

つ
と

っ
て

、
読

ん
で

い
る

男
性

が
い

る
。

注
意

し
な

い
と

い
け

な
い

。

様
子

を
見

に
行

き
ま

す
と

返
答

。
申

し
出

の
男

性
は

該
当

男
性

を
示

し
て

退
館

さ
れ

た
。

雑
誌

架
前

で
新

聞
閲

覧
中

の
高

齢
男

性
が

横
に

ス
ポ

ー
ツ

新
聞

を
確

保
さ

れ
て

い

た
。

お
声

が
け

し
て

1
紙

ず
つ

の
利

用
を

案
内

、
了

承
の

上
一

度
ス

ポ
ー

ツ
紙

を
新

聞
架

に
戻

し
た

。

6
1
0
月

1
6
日

【
来

館
】

5
0
～

6
0
代

女
性

大
友

駐
輪

場
、

ま
ち

き
た

で
実

施
の

講
座

に
参

加
し

て
3
時

間
過

ぎ
た

場
合

は
、

駐
車

券

を
も

ら
え

る
の

か
。

前
回

講
座

に
参

加

（
図

書
館

か
？

）
、

知
ら

な
か

っ
た

の
で

料
金

を
払

っ
た

。
今

後
の

為
聞

き
た

い
。

ど
こ

か
に

書
い

て
あ

る
の

か
も

し
れ

な
い

が
、

わ
か

り
や

す
い

と
あ

り
が

た
い

。

申
し

訳
あ

り
ま

せ
ん

。
当

施
設

を
ご

利
用

の
方

に
か

ぎ
り

、
3
時

間
以

上
の

ご
利

用

の
場

合
、

利
用

後
の

申
し

出
で

駐
車

券
を

お
渡

し
し

て
い

ま
す

。
今

後
ご

利
用

下
さ

い
。

表
示

を
再

確
認

い
た

し
ま

す
。

総
括

責
任

者
に

確
認

。

無
料

の
駐

輪
場

置
場

も
あ

り
、

特
別

な
表

示
は

行
っ

て
い

な
い

。

7
1
0
月

2
3
日

【
来

館
】

高
齢

女
性

望
月

・
タ

ク
シ

ー
を

呼
ん

で
ほ

し
い

。

・
大

変
申

し
訳

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
そ

の
よ

う
な

サ
ー

ビ
ス

は
し

て
お

り
ま

せ
ん

。
携

帯
電

話
は

お
持

ち
で

な
い

で
す

か
。

駅
前

の
ロ

ー
タ

リ
ー

に
タ

ク
シ

ー
が

あ
る

こ
と

を
案

内
し

た
。
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8
1
0
月

2
8
日

【
電

話
】

男
性

野
本

1
2
時

ご
ろ

、
向

か
い

の
マ

ン
シ

ョ
ン

（
グ

ラ
ン

ド
メ

ゾ
ン

）
に

お
住

ま
い

の
男

性
よ

り
の

意
見

。

「
車

が
一

台
ゴ

ミ
庫

前
に

駐
車

あ
り

。
ま

ち
な

か
リ

ビ
ン

グ
北

千
里

の
利

用
者

だ
か

ら
注

意
し

ろ
」

⇒
「

半
年

前
に

も
具

体
的

な
対

策
を

す
る

よ
う

に
求

め
た

。
警

備
員

一
名

を
配

置
す

べ
き

」
な

ど
具

体
的

な
改

善
を

要
求

。

以
前

ご
意

見
を

頂
い

た
と

き
か

ら
、

掲
示

や
声

か
け

行
っ

て
い

る
こ

と
も

伝
え

た

が
、

お
聞

き
に

な
ら

な
か

っ
た

。

T
R

C
責

任
者

の
高

瀬
と

野
本

で
状

況
を

確

認
に

行
く

。
車

中
に

人
が

い
た

た
め

、
声

掛
け

を
行

い
、

移
動

し
て

頂
く

。
駐

車
の

方
は

、
ど

こ
の

施
設

利
用

か
名

言
さ

れ
な

か
っ

た
が

、
「

備
品

の
納

品
で

～
」

と
返

答
。

巡
回

時
、

向
か

い
の

マ
ン

シ
ョ

ン
前

に
駐

車
が

あ
り

中
に

人
が

い
た

場
合

、
声

掛
け

し
て

移
動

依
頼

を
行

う
よ

う
に

周
知

。

9
1
0
月

2
8
日

【
来

館
】

6
0
～

7
0
代

女
性

浅
川

、

田
中

2
階

奥
の

学
生

が
う

る
さ

い
。

そ
こ

に
い

た
ス

タ
ッ

フ
も

自
分

が
声

掛
け

す
る

ま
で

注
意

せ
ず

。
こ

の
施

設
の

コ
ン

セ
プ

ト
は

聞
い

た
が

度
が

過
ぎ

て
い

る
。

こ
の

状
況

で
は

静
か

に
本

が
選

べ
ず

、
意

見
を

い
う

窓
口

も
な

い
。

改
悪

で
あ

る
。

最
初

、
2
階

で
ス

タ
ッ

フ
が

巡
回

時
に

学

生
が

複
数

利
用

し
て

い
た

が
、

グ
ル

ー
プ

学
習

の
範

囲
内

と
思

い
声

掛
け

は
行

わ
な

か
っ

た
。

ご
意

見
の

男
と

お
話

中
に

学
生

が
騒

ぎ
出

し
、

男
性

が
話

を
や

め
ず

注
意

を
お

こ
な

う
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
男

性
に

視
聴

覚
室

前
は

交
流

ス
ペ

ー
ス

で
も

あ
る

の
で

、
と

い
う

お
伝

え
も

行
っ

た
。

そ
の

後
、

男
性

1
階

が
受

付
ス

タ
ッ

フ
に

左
記

の
ご

意
見

を
述

べ
ら

れ
た

。
お

話
を

伺
っ

て
伝

え
る

、
と

い
う

こ
と

で
は

満
足

さ
れ

ず
。

直
接

吹
田

市
に

言
い

た
い

と
い

う
ご

希
望

が
あ

り
、

ス
タ

ッ
フ

が
相

談
窓

口
に

引
継

ぎ
。

同
じ

内
容

を
長

く
お

話
さ

れ
て

い
た

。

利
用

者
の

意
見

内
容

は
、

指
定

管
理

者
の

対
応

業
務

で
あ

り
、

ス
タ

ッ
フ

が
利

用
者

意
見

に
し

た
が

い
、

直
接

市
に

つ
な

い
だ

対
応

に
問

題
あ

り
と

の
指

摘
が

あ
っ

た
。

今
後

は
（

お
申

し
出

に
関

わ
ら

ず
）

一
度

責
任

者
に

意
見

を
引

き
継

ぎ
、

内
容

上
で

対
応

す
る

よ
う

に
指

導
。
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1
0

1
0
月

2
9
日

【
来

館
】

7
0
代

位
の

男
性

大
友

新
聞

を
2
紙

取
っ

て
読

ん
で

い
る

人
が

い

る
。

窓
際

の
白

い
帽

子
の

女
性

。

（
新

聞
閲

覧
コ

ー
ナ

ー
は

受
付

か
ら

死
角

に
あ

り
）

様
子

を
見

に
行

き
ま

す
、

と
返

答
。

該
当

の
女

性
に

お
声

が
け

し
た

と
こ

ろ
、

お
詫

び
し

て
1
紙

を
返

却
さ

れ
た

。

申
し

出
の

男
性

の
姿

は
見

え
な

く
な

っ
て

い
た

。

※
1
0
/1

6
同

様
の

申
し

出
を

さ
れ

た
男

性

と
同

一
人

物
か

は
不

明
。

申
し

出
は

「
自

分
が

読
み

た
い

か
ら

」
と

い
う

理
由

で
は

な
い

様
子

。

1
1

1
0
月

2
0
日

【
封

書
】

男
性

桒
田

施
設

の
駐

車
場

の
あ

り
方

に
つ

い
て

ご
意

見
を

い
た

だ
く

。
福

祉
車

両
の

駐
車

枠
や

「
業

者
・

講
師

用
ス

ペ
ー

ス
」

と
あ

り
、

利
用

者
向

け
に

駐
車

場
が

な
い

こ
と

に
つ

い
て

ご
意

見
を

い
た

だ
い

た
。

「
講

師
用

・
業

者
用

」
の

表
記

に
つ

い
て

は
表

記
の

し
か

た
を

改
め

ま
す

。
福

祉
車

両
に

つ
い

て
は

、
障

が
い

者
手

帳
の

所

持
、

不
所

持
を

問
う

も
の

で
な

く
、

車
が

な
い

と
来

館
が

困
難

な
方

を
対

象
と

し
て

い
ま

す
。

７
月

８
月

に
も

同
様

の
手

紙
を

受
け

取
っ

て
い

る
が

、
平

行
線

の
ま

ま

表
記

に
つ

い
て

は
、

「
主

催
講

座
の

搬
入

や
講

師
等

を
優

先
し

ま
す

が
、

使
用

を
ご

希
望

の
際

は
カ

ウ
ン

タ
ー

ま
で

お
尋

ね
く

だ
さ

い
」

に
改

め
る
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【
カ

ー
２

】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

1
1
0
月

2
日

【
電

話
】

「
剣

舞
～

」

大
西

⇒
桒

田 遅
番

時

文
化

祭
に

向
け

て
、

会
議

室
③

の
舞

台
、

こ
ど

も
事

前
に

見
て

み
た

い
。

（
⇒

数
日

の
お

尋
ね

時

・
定

期
活

動
日

は
会

議
室

3
ば

つ
の

た

め
、

希
望

日
の

一
カ

月
前

～
単

発
予

約
を

依
頼

。

・
舞

台
の

台
入

れ
は

T
R

C
（

と
光

聖
会

）

に
な

る
た

め
、

で
き

れ
ば

～
1
8
：

0
0
ま

で
に

。

と
依

頼
。

）

⇒
今

回
、

1
0
/2

5
 ~

1
8
：

0
0
で

希
望

さ
れ

た
と

の
こ

と
。

　
昼

休
み

と
1
8
：

0
0
以

降
し

か
、

連
絡

不
可

。
1
0
/3

再
電

話
し

ま
す

、
と

の
こ

と
。

回
答

準
備

・
同

日
、

1
0
/3

現
在

　
会

③
終

日
、

会

１
～

２
は

1
6
：

3
0
～

以
降

O
K

。
（

デ
ー

タ
要

確
認

）
。

・
舞

台
を

出
す

こ
と

を
希

望
と

き
い

た

が
、

実
際

に
使

う
か

を
確

認
要

。

・
部

屋
が

あ
い

て
い

れ
ば

受
け

て
良

い

が
、

舞
台

出
し

を
責

任
者

と
光

聖
会

に
事

前
依

頼
。

後
日

回
答

、
予

約
。

2
1
0
月

4
日

【
来

館
】

不
明

公
民

館
利

用
と

思
わ

れ
る

高
齢

女
性

浅
川

・
２

F
の

E
V

前
の

机
を

も
っ

と
書

架
の

方

に
寄

せ
て

ほ
し

い
。

寄
せ

て
も

ら
っ

た

が
、

ま
た

戻
っ

て
い

る
気

が
す

る
。

・
E

V
を

出
た

時
に

座
っ

て
い

る
人

に
じ

ろ
っ

と
見

ら
れ

る
。

・
車

イ
ス

が
通

れ
る

幅
を

確
保

し
て

い
る

と
お

伝
え

し
た

。

⇒
話

を
し

な
が

ら
通

る
の

に
狭

い
と

主

張
。

机
は

動
か

さ
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

ほ
し

い
と

の
こ

と
。

・
検

討
す

る
。

ま
ち

な
か

リ
ビ

ン
グ

北
千

里
問

合
せ

　
1

0
　
月
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3
1
0
月

5
日

【
来

館
】

グ
レ

ー
ス

手
芸

部

望
月

＜
公

民
館

使
用

報
告

書
の

記
入

欄
よ

り
＞

・
テ

ー
ブ

ル
が

汚
れ

て
い

ま
し

た
。

・
ミ

シ
ン

が
あ

る
と

便
利

な
の

で
す

が
。

4
1
0
月

6
日

【
来

館
】

4
0
代

く
ら

い
の

女
性

高
瀬

・
本

日
A

M
ピ

ア
ノ

の
音

が
聞

こ
え

た
。

周
囲

に
住

ん
で

い
る

も
の

か
？

⇒
何

の
サ

ー
ク

ル
か

？
参

加
し

た
い

。

・
（

視
聴

覚
）

「
美

し
く

う
た

う
コ

ー
ラ

ス
」

活
動

日
と

募
集

中
で

あ
る

こ
と

を
お

伝

え
。

⇒
当

日
行

っ
て

み
て

、
許

可
が

で
る

と
見

学
可

。

5
1
0
月

9
日

中
学

生
ぐ

ら
い

女
子

上
村

公
民

館
の

当
日

使
用

し
て

い
な

い
部

屋
を

自
習

室
と

し
て

使
用

で
き

な
い

か
。

今
の

と
こ

ろ
、

そ
う

い
う

利
用

方
法

は
考

え
て

い
な

い
。

6
1
0
月

9
日

【
来

館
】

出
囃

子
研

究
会

望
月

・
文

化
祭

の
順

番
は

ど
う

な
っ

て
い

ま
す

か
。

（
変

更
後

？
）

・
松

室
館

長
に

メ
モ

を
残

し
ま

し
た

。
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7
1
0
月

1
1
日

【
来

館
】

古
江

台
地

区
福

祉
委

員
会

望
月

・
空

い
て

い
る

部
屋

が
あ

れ
ば

貸
し

て
欲

し
い

。

・
本

来
は

3
日

前
ま

で
に

申
請

書
を

提
出

頂
き

お
部

屋
を

お
貸

し
す

る
の

で
す

が
、

今
回

の
み

と
の

こ
と

で
お

貸
し

し
ま

す
。

（
T

R
C

野
本

チ
ー

フ
に

確
認

）

8
1
0
月

1
3
日

【
電

話
】

つ
ま

み
細

工
の

会

大
友

旧
公

民
館

時
代

、
文

化
祭

の
ロ

ビ
ー

展
示

に
参

加
し

て
い

た
。

活
動

場
所

は
公

民
館

で
は

な
く

、
近

隣
の

住
民

。
い

つ
も

チ
ラ

シ
が

入
り

、
そ

れ
を

元
に

参
加

し
て

い
た

。

新
し

い
施

設
に

な
り

、
参

加
は

可
能

か
。

み
な

楽
し

み
に

し
て

い
る

。

今
年

の
文

化
祭

の
日

程
な

ど
は

。

文
化

祭
の

日
程

は
、

１
１

/４
と

１
１

/５

で
あ

る
こ

と
を

伝
え

た
。

・
文

化
祭

は
公

民
館

職
員

と
、

市
ま

な
び

の
支

援
課

が
主

催
で

あ
る

。

・
連

絡
先

を
聞

き
、

主
催

者
か

ら
の

折
り

返
し

連
絡

以
上

を
伝

え
た

。

⇒
そ

の
後

出
勤

さ
れ

た
公

民
館

館
長

に
引

き
継

い
だ

。

9
1
0
月

1
4
日

【
来

館
】

7
0
代

頃
の

男
性

田
中

普
段

公
民

館
だ

よ
り

に
の

っ
て

い
る

公
民

館
主

催
講

座
に

参
加

、
い

い
催

し
を

し
て

い
る

。
せ

っ
か

く
い

い
催

し
を

し
て

い
る

の
で

、
施

設
の

建
物

入
口

に
公

民
館

用
掲

示
板

が
ほ

し
い

。

施
設

の
入

口
に

掲
示

板
が

あ
る

と
仰

り
、

同
行

す
る

と
木

製
の

「
ま

ち
き

た
」

看
板

の
こ

と
で

、
掲

示
板

で
な

い
こ

と
を

伝
え

た
。

ご
要

望
と

し
て

伺
っ

た
。
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1
0

1
0
月

1
5
日

【
来

館
】

7
0
代

頃
女

性
３

人
連

れ

大
友

本
日

の
公

民
館

講
座

「
歌

声
喫

茶
」

に
バ

イ
オ

リ
ン

の
方

は
来

る
か

。

１
０

月
の

公
民

館
だ

よ
り

は
ピ

ア
ノ

、
司

会
の

み
で

い
つ

も
あ

る
名

前
が

な
い

。

主
催

者
よ

り
講

座
の

詳
細

を
聞

い
て

お
ら

ず
、

申
し

訳
な

い
が

詳
細

が
わ

か
ら

ず
引

継
ぎ

ま
す

と
お

伝
え

。
今

ま
で

は
ず

っ
と

出
演

の
記

載
が

あ
っ

た
と

の
こ

と
。

１
３

時
頃

担
当

者
が

来
る

と
わ

か
る

と
答

え

た
。

1
1

1
0
月

1
5
日

【
来

館
】

千
陶

会

高
瀬

⇒ 大
友

窯
出

し
の

操
作

が
う

ま
く

い
か

な
い

。

（
ブ

ザ
ー

が
鳴

っ
た

？
）

担
当

を
呼

ん
で

ほ
し

い
。

既
定

の
ボ

タ
ン

を
長

押
し

し
て

「
初

期
状

態
」

に
し

て
か

ら
電

源
を

切
る

が
、

長
押

し
が

足
り

ず
初

期
状

態
に

せ
ず

に
き

っ
た

こ
と

が
分

か
っ

た
。

再
度

起
動

、
長

押
し

し
て

正
し

い
電

源
オ

フ
で

復
旧

。

ま
た

、
再

起
動

し
て

み
て

異
常

ブ
ザ

ー
が

な
ら

な
い

こ
と

も
確

認
。

1
2

1
0
月

1
5
日

【
来

館
】

千
陶

会
大

友

・
用

紙
記

入
用

の
ボ

ー
ル

ペ
ン

を
鍵

袋
に

入
れ

て
ほ

し
い

。

・
受

付
に

部
屋

に
持

っ
て

行
っ

て
も

良
い

ペ
ン

を
お

く
で

も
よ

い
。

・
ア

ン
ケ

ー
ト

用
の

簡
易

鉛
筆

で
も

よ

い
。

（
以

前
に

、
各

自
ご

用
意

を
お

願
い

し
て

い
る

こ
と

は
お

伝
え

済
み

）

・
部

屋
分

は
ご

用
意

し
て

い
ま

せ
ん

。

・
以

前
は

自
由

に
使

え
る

ペ
ン

を
受

付
に

置
い

て
い

た
が

、
持

ち
帰

り
が

多
く

て
や

取
り

や
め

た
。

改
め

て
、

ご
意

見
が

あ
っ

た
こ

と
を

伝
え

る
と

返
答

。
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1
3

1
0
月

1
6
日

【
電

話
】

公
民

館
を

普
段

ご
利

用
と

思
れ

れ
る

高
齢

男
性

野
本

1
2
月

の
公

民
館

利
用

日
に

、
忘

年
会

を

行
い

た
い

。

貸
室

内
で

飲
食

は
で

き
な

い
た

め
、

お
断

り
し

た
。

1
4

1
0
月

1
8
日

【
来

館
】

メ
ー

プ
ル

コ
ー

ラ
ス

代
表

者
の

方

望
月

・
文

化
祭

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
置

い
て

い
る

か
。

・
松

室
館

長
よ

り

「
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
当

日
配

布

公
民

館
だ

よ
り

に
文

化
祭

の
案

内
を

掲
載

予
定

」
　

と
の

こ
と

1
5

1
0
月

1
8
日

【
電

話
】

6
0
-7

0
代

男
性

石
川

・
公

民
館

の
H

P
が

閲
覧

で
き

な
い

。
・

公
民

館
長

へ
T

E
L

引
き

継
ぐ

。

1
6

1
0
月

1
8
日

【
電

話
】

登
録

し
て

い
な

い
4
0
代

男
性

石
川

・
ま

ち
な

か
リ

ビ
ン

グ
北

千
里

の
H

P
か

ら
調

理
室

の
画

像
を

見
ま

し
た

が
、

利
用

で
き

る
か

。

・
公

民
館

施
設

で
あ

る
こ

と
。

近
隣

住
民

の
利

用
が

（
登

録
の

こ
と

も
説

明
）

基
本

で
あ

る
こ

と
も

伝
え

た
。

⇒
該

当
し

な
い

よ
う

で
電

話
を

切
ら

れ
た

。
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1
7

1
0
月

2
0
日

【
来

館
】

7
0
代

女
性

石
川

・
和

室
で

一
般

向
け

に
お

茶
の

一
服

た
て

る
よ

う
な

催
し

は
な

い
で

す
か

。
（

箕
面

市
で

は
公

民
館

で
行

わ
れ

て
い

る
そ

う
）

・
催

し
は

し
な

い
こ

と
を

お
伝

え
し

ま
し

た
。

登
録

し
て

い
る

団
体

の
見

学
を

し
て

頂
く

こ
と

か
ら

と
お

話
し

て
お

き
ま

し

た
。

1
8

1
0
月

2
2
日

【
来

館
】

7
0
代

男
性

①
鎌

田 ⇒
大

友 ②
野

本

①
文

化
祭

で
展

示
が

し
た

い
。

今
か

ら
可

能
か

ど
う

か
。

②
北

千
里

の
公

民
館

に
つ

い
て

、
古

く
か

ら
使

っ
て

い
る

人
が

権
力

を
も

っ
て

い
る

よ
う

で
お

か
し

い
。

広
く

皆
が

使
え

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

①
申

込
は

締
切

済
み

と
聞

い
て

い
る

こ
と

を
お

伝
え

。
重

ね
て

希
望

の
ご

様
子

で
、

お
尋

ね
先

と
し

て
ま

な
び

の
支

援
課

の
電

話
番

号
を

伝
え

ま
し

た
。

絵
を

か
い

て
市

展
で

何
か

の
賞

を
取

ら
れ

て
お

り
、

ま
ち

き
た

で
の

活
動

、
今

は
ダ

ン
ス

の
み

と
お

っ
し

ゃ
っ

た
。

旧
公

民
館

の
文

化
祭

で
展

示
さ

れ
て

い
た

と
こ

と
。

②
皆

さ
ん

に
気

持
ち

良
く

利
用

し
て

頂
け

る
よ

う
に

今
後

も
努

め
る

。
ご

意
見

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

、
と

伝
え

ま
し

た
。

同
日

、
ま

な
び

の
支

援
課

に
連

絡
。

翌

日
、

該
当

と
思

わ
れ

る
男

性
よ

り
同

様
の

問
合

せ
が

あ
っ

た
と

こ
と

。

1
9

1
0
月

2
3
日

【
来

館
】

文
鳥

の
会

望
月

＜
公

民
館

使
用

報
告

書
」

感
想

欄
よ

り
＞

・
気

持
ち

よ
く

使
わ

せ
頂

き
ま

し
た

。

・
ク

イ
ッ

ク
ル

ワ
イ

パ
ー

を
1
－

2
本

増

や
し

て
ほ

し
い

。
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（98） 

2
0

1
0
月

2
9
日

【
来

館
】

7
0
代

頃
の

女
性

大
友

文
化

祭
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

な
い

か
。

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
当

日
配

布
だ

が
、

公
民

館
だ

よ
り

1
1
月

号
に

の
っ

て
い

る
こ

と

を
案

内
。

・
「

公
民

館
だ

よ
り

」
に

つ
い

て
、

9
月

以
降

頃
？

自
治

会
へ

の
配

布
が

な
く

な
っ

た
こ

と
も

あ
り

、
あ

る
の

か
ど

う
か

と

思
っ

て
お

ら
れ

た
と

の
こ

と
。

⇒
1
0
月

以
降

、
公

民
館

だ
よ

り
の

発
行

は
継

続
し

て
い

る
こ

と
を

お
伝

え
。

・
知

り
合

い
の

サ
ー

ク
ル

発
表

を
み

る
と

の
こ

と
で

、
2
部

持
ち

帰
ら

れ
た

。

※
1
0
月

下
旬

頃
～

、
「

文
化

祭
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
希

望
で

だ
よ

り
の

お
尋

ね
、

複
数

枚
の

お
持

ち
帰

り
多

数
。
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令和５年（2023 年）11 月度まちなかリビング北千里月間事業報告書（北千里地区公民館部分抜粋） 

 

ア． まちなかリビング北千里の利用状況 

 

 

イ． 管理運営に係る実績 

（３） 公民館運営事業 

  ① 設備について 

    ・１日８日１５日２２日２９日 公民館担当者による日報作成検証 

    ・６日１３日２０日２７日 公民館サイネージデータ作成 

    ・７日１４日２１日２８日 公民館サイネージデータ更新作業 

  ② 市主催事業について 

     ・４日５日 公民館文化祭の支援と補助 

・１８日２１日開始  主催行事受付補助（不在時対応） 

    ・１日１０日１５日２２日  公民館館長、事務員との定期ミーティング（大友） 

    ・２９日  公民館企画運営委員会出席（大友） 

（99） 

(人)
うち児童セ

ンター

（人）

うち公民館

（人）

うち図書館

（人）

11月1日 (水) 晴 943 204 76 663 13

11月2日 (木) 晴 938 196 94 648 9

11月3日 (金) 晴 1,189 291 100 798 11

11月4日 (土) 晴 1,790 272 0 1,518 15

11月5日 (日) 晴 1,693 308 0 1,385 9

11月6日 (月) 雨 715 95 88 532 9

11月7日 (火) 晴 850 165 38 647 11

11月8日 (水) 晴 989 208 92 689 3

11月9日 (木) 晴 892 111 114 667 9

11月10日 (金) 雨 684 75 97 512 1

11月11日 (土) 曇り 1,370 303 123 944 10

11月12日 (日) 晴 1,270 362 109 799 10

11月13日 (月) 雨 775 86 59 630 3

11月14日 (火) 晴 763 99 38 626 8

11月15日 (水) 晴 1,003 183 124 696 8

11月16日 (木) 曇り 894 116 115 663 4

11月17日 (金) 雨 820 178 150 492 10

11月18日 (土) 曇り 1,415 347 126 942 14

11月19日 (日) 晴 1,437 327 75 1,035 12

11月20日 (月) 晴 827 96 67 664 8

11月21日 (火) 晴 899 157 64 678 5

11月22日 (水) 晴 857 188 104 565 8

11月23日 (木) 晴 1,305 371 90 844 20

11月24日 (金) 晴 812 138 10 664 9

11月25日 (土) 晴 1,479 390 124 965 11

11月26日 (日) 晴 1,473 434 183 856 14

11月27日 (月) 曇り 976 103 99 774 4

11月28日 (火) 晴 7 0 7 0

11月29日 (水) 晴 1,103 171 118 814 8

11月30日 (木) 晴 892 178 43 671 4

31,060 6,152 2,527 22,381 260

公民館休館日

公民館休館日

まちきたオータムフェスタ

公民館休館日

公民館休館日

公民館休館日

特記事項

公民館文化祭

公民館文化祭

日付 曜日 天気

入館者数

新規登録
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  ③ 公民館貸室業務 

    業務内容：公民館日報で集計、集計表をまなびの支援課に報告済み 

    ・毎日 web貸室申し込み状況の確認 （９件） 

    ・随時 グループ活動の支援としてグループ紹介や会員募集等のポスターを募集し、ポスターを２階 

北側階段前に掲示した。 

 

エ. 主催事業に係る実績 

１．まちなかリビング北千里 

 （１）オータムフェスタ １１月１８日（土）～２６日（日） 

    ・期間中、2階サイネージで開館からこれまでのイベント写真をスライドで投影した。 

    ・1 階エントランスでニュースレター「MACHIKITA DAYS」創刊号から最新号までを展示し、配布し

た。 

   

カ. 利用者からの意見、要望に対する事項 

まちなかリビング北千里についてのご意見  ５件  別添 【カー１】 

北千里地区公民館についてのご意見 １３件  別添 【カー２】 

     

 

 

 

（100） 

単位：件 単位：件

2023年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

申込件数 13 7 13 6 15 10 8 9 81

イベント・教室名 開催日時・場所 対象・人数 内容 参加者数

あそびのひろば

2023年11月26日（日）

13時30分〜16時

２階テラス

幼児・小学生（20名入替

制）

幼児は保護者同伴

千里金蘭大学によるあそびのコーナー 133名

アートであそぼう！

2023年11月23日（木祝）

①10時30分〜正午　小学生以下

②13時30分〜15時　小学生以上

２階テラス

10名入替制

テラスの窓に専用クレパスで絵を描く

講師：移動アトリエmico 三河内

智絵

11時から30分間インスタライブを実施

43名

講演会「食物アレルギーの最前

線」

2023年11月26日（日）

10時30分〜12時

視聴覚室
60名

千里金蘭大学　石川秀明氏

生活科学部　食物栄養学科
11名

はじめてのネイルアート

2023年11月25日（土）

①13時30分〜15時

②15時30分〜17時

視聴覚室

小学5年〜18歳　各回5名

ネイリストによるネイルアート体験会

安全の為、ネイルチップを使用し作品

作りを行った

10名

#まちきた大作戦

2023年11月18日（土）〜11月

日26日（日）
ステッカー配布（総合・図書

館・児童各カウンター）
ー

まちきたフリーマーケット

2023年11月25日（土）

10時30分〜15時

１階テラス

出店者：吹田市在住12ブー

ス（1ブース3名以内）

市民によるフリーマーケット

手作り品や子供用品歓迎
62名

回想法カフェ　〜1970年大阪万

博の頃を知っていますか〜

2023年11月23日（木祝）

14時〜15時

視聴覚室
20名

読売回想法DVD（昭和30年代40

年代）を使用し、映像を流しながらス

タッフが進行役で参加者がトークを行

う

9名

開館１周年記念ブックカバー

2023年11月23日（木祝）

１階エントランス 先着150名
３つのデザインのブックカバーを各100

枚用意し配布
150名
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（101） 

【
カ

ー
1

】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

1
1

1
月

6
日

【
来

館
】

大
学

生
（
男

子
）

大
友

・
阪

大
建

築
学

部
学

生
に

よ
る

、
ア

ン
ケ

ー
ト

希
望

。

　
「
藤

白
台

地
区

の
公

団
建

て
替

え
に

よ
り

、

利
用

が
ど

う
変

わ
っ

た
か

」

・
公

民
館

利
用

に
関

す
る

こ
と

で
は

な
く

、
藤

白
台

住
民

対
象

に
行

い
た

く
、
ま

ち
き

た
に

た
ど

り
着

い
た

。

・
主

催
講

座
に

来
る

方
、
ま

た
は

公
民

館
利

用
者

を
対

象
に

し
た

い
。

⇒
は

じ
め

、
公

民
館

の
方

い
ら

っ
し

ゃ
る

か
、

と
お

尋
ね

。
話

の
内

容
を

聞
き

と
り

、
1

1
/
7

以
降

に
指

定
管

理
者

総
括

責
任

者
よ

り
返

事
す

る
旨

お
伝

え
。

松
室

館
長

に
も

共
有

。

・
ア

ン
ケ

ー
ト

実
物

受
領

お
伝

え
し

た
こ

と
。

・
公

民
館

だ
よ

り
1

1
月

号
を

お
渡

し
。
H

P
の

存
在

。

・
貸

室
₌
指

定
管

理
者

T
R

C
。
主

催
講

座
₌

公
民

館
職

員
。

　
い

ず
れ

も
ご

利
用

は
高

齢
者

の
方

が
多

い

と
お

伝
え

。
と

く
に

主
催

講
座

。

・
総

括
責

任
者

と
松

室
館

長
の

お
名

前
。

・
貸

室
は

多
く

、
各

団
体

に
許

可
画

必
要

な

た
め

、
難

し
い

可
能

性
。

　
⇒

家
は

近
い

の
で

、
足

を
多

く
運

ぶ
の

は

構
わ

な
い

と
の

こ
と

。

1
1

/
7

 総
括

責
任

者
よ

り
、
断

り
。
理

由
⇒

藤
白

台
の

方
は

、
貸

室
利

用
者

の
ご

く
一

部

と
思

わ
れ

る
。
藤

白
台

市
民

セ
ン

タ
ー

を
案

内
し

た
が

、
既

に
そ

こ
に

も
断

ら
れ

た
と

の
こ

と
。

「
ま

た
何

か
あ

れ
ば

協
力

す
る

」
と

申
し

上

げ
た

。

ま
ち

な
か

リ
ビ

ン
グ

北
千

里
問

合
せ

　
1

1
月
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（102） 

2
1

1
月

9
日

【
来

館
】

バ
イ

ク
駐

輪
場

6
0

-
7

0
代

女
性

（
２

F
で

よ
く

本
を

読
ん

で
い

る
方

）

浅
川

・
バ

イ
ク

駐
輪

場
に

駐
輪

さ
れ

て
い

た
の

で
、
向

か
い

の
北

側
駐

輪
場

（
空

地
側

）
を

ご
案

内
し

た
と

こ
ろ

、
「
バ

イ
ク

駐
輪

場
は

い

つ
も

ガ
ラ

ガ
ラ

で
あ

る
、
南

側
駐

輪
場

に
停

め
た

い
が

狭
い

、
足

が
悪

く
少

し
で

も
近

く

に
停

め
た

い
」
と

主
張

さ
れ

納
得

さ
れ

ず
。

・
続

い
て

料
金

に
つ

い
て

聞
か

れ
、
施

設
利

用
者

は
無

料
で

あ
る

こ
と

、
３

時
間

以
上

経

過
し

料
金

が
表

示
さ

れ
た

場
合

は
総

合
受

付
で

券
を

お
渡

し
し

て
い

る
と

ご
案

内
。
「
無

料
に

な
る

こ
と

を
知

ら
ず

何
度

も
料

金
を

払
っ

た
、
学

生
が

券
を

も
ら

っ
て

い
る

の
は

見

た
が

学
生

限
定

な
の

か
と

思
っ

た
。
ど

こ
に

書
い

て
い

る
の

か
」
と

ご
立

腹
さ

れ
る

。
パ

ン

フ
レ

ッ
ト

（
細

長
）
に

記
載

が
あ

る
こ

と
を

お

伝
え

し
、
分

か
り

づ
ら

い
と

感
じ

ら
れ

た
こ

と

に
つ

い
て

謝
罪

。

・
回

答
が

欲
し

い
と

は
言

わ
れ

ま
せ

ん
で

し

た
。
ま

た
、
対

応
後

に
駐

輪
場

の
看

板
（
ア

マ
ノ

さ
ん

の
も

の
）
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、
利

用
可

能
な

車
両

に
自

転
車

と
記

載
が

あ
る

の
を

確
認

し
ま

し
た

。

よ
く

来
ら

れ
る

方
な

の
で

ま
た

ご
意

見
を

言

わ
れ

る
こ

と
が

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。
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（103） 

3
1

1
月

1
1

日

1
1

月
1

1
日

【
電

話
】

6
0

代
女

性

田
中

、

大
友

責
任

者
が

電
話

に
出

た
と

こ
ろ

予
約

希
望

の
電

話
で

あ
っ

た
。
開

館
直

後
に

電
話

に

出
た

ス
タ

ッ
フ

名
を

上
げ

、
「
A

さ
ん

は
電

話

に
だ

さ
な

い
で

ほ
し

い
。
ち

ゃ
ん

と
予

約
を

う

け
る

こ
と

が
で

き
な

い
。
先

日
も

予
約

に
不

備
が

あ
っ

た
。
今

改
め

て
電

話
し

て
い

る
」
と

述
べ

ら
れ

た
。

開
館

直
後

、
責

任
者

が
電

話
に

出
れ

な
い

状
態

の
時

に
、
電

話
受

付
を

依
頼

し
た

ス

タ
ッ

フ
の

名
前

を
上

げ
て

ご
意

見
さ

れ
た

。

何
か

不
備

が
あ

っ
た

か
を

聞
く

と
、
利

用
者

の
言

い
分

が
ち

ゃ
ん

と
通

じ
ず

、
以

前
に

も

似
た

よ
う

な
こ

と
が

あ
っ

た
の

で
、
外

し
て

ほ

し
い

と
の

こ
と

だ
っ

た
。
せ

っ
か

ち
な

方
で

あ

る
こ

と
を

存
じ

て
い

た
た

め
、

「
不

手
際

が
あ

り
ま

し
た

ら
、
申

し
訳

あ
り

ま

せ
ん

。
た

だ
、
電

話
受

付
を

特
定

の
も

の
に

す
る

こ
と

は
対

応
し

て
お

り
ま

せ
ん

。
適

切
な

対
応

を
で

き
る

よ
う

に
指

導
し

ま
す

」
と

お
答

え
し

て
予

約
２

件
を

受
け

た
。

対
応

後
に

ス
タ

ッ
フ

に
聞

き
取

り
。
電

話
を

出
た

直
後

に
交

代
を

要
求

さ
れ

、
他

に
人

が
い

な
い

状
態

で
あ

る
こ

と
を

告
げ

て
対

応

し
た

。
予

約
希

望
書

誌
が

複
数

デ
ー

タ
が

あ
り

、
聞

き
取

り
し

た
際

に
再

度
交

代
を

希

望
さ

れ
、
同

じ
よ

う
に

答
え

る
と

電
話

を
切

ら

れ
た

。
以

前
に

同
様

の
こ

と
が

あ
っ

た
か

は

曖
昧

。
誤

っ
た

対
応

は
し

て
い

な
い

。

他
責

任
者

に
も

確
認

、
他

の
ス

タ
ッ

フ
が

対

応
の

際
も

検
索

に
時

間
を

要
し

た
り

少
し

で

も
ま

ご
つ

く
と

交
代

を
要

求
す

る
事

例
あ

り
。

市
職

員
よ

り
、
直

営
の

と
き

か
ら

職
員

お
選

り
好

み
を

し
て

、
来

館
の

際
は

気
に

入
り

の

職
員

を
ま

つ
な

ど
し

て
い

た
と

の
こ

と
。

利
用

者
情

報
を

共
有

し
て

対
応

す
る

。

4
1

1
月

1
2

日

1
1

月
1

2
日

【
来

館
】

7
0

代
男

性

大
友

⇒
桒

田

2
階

Y
A

な
ど

の
椅

子
で

荷
物

を
広

げ
た

ま

ま
、
長

時
間

離
籍

す
る

若
者

な
ど

が
あ

る
。

施
設

の
コ

ン
セ

プ
ト

は
わ

か
る

が
、
何

か
具

体
的

な
対

策
を

と
ら

な
い

か
。

図
書

閲
覧

し
た

い
人

も
い

る
。

監
視

カ
メ

ラ
な

ど
は

。

・
定

期
的

に
巡

回
、
（
特

に
常

駐
の

な
い

２

階
に

つ
い

て
は

配
架

時
な

ど
も

含
め

）
、
離

席
が

確
認

さ
れ

れ
ば

①
警

告
文

「
長

時
間

の
離

席
は

ご
遠

慮
く

だ
さ

い
」

、
次

に

②
「
長

時
間

の
離

席
を

確
認

、
荷

物
を

図
書

館
で

預
か

り
」
の

2
段

階
で

対
策

を
取

っ
て

い
る

。

・
閲

覧
専

用
席

と
、
グ

ル
ー

プ
学

習
な

ど
に

対
応

ス
ペ

ー
ス

が
あ

る
こ

と
を

説
明

。

・
監

視
カ

メ
ラ

は
あ

る
。

・
2

階
は

気
を

配
っ

て
い

る
が

、
巡

回
の

隙
間

の
離

席
に

つ
い

て
は

至
ら

な
い

こ
と

も
あ

る

可
能

性
を

説
明

。

対
応

が
長

引
き

、
総

括
責

任
者

に
引

き
継

い
だ

。
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5
1

1
月

1
5

日
【
電

話
】

5
0

～
6

0
代

女

性

松
岡

・
自

分
が

書
い

た
本

を
図

書
館

に
寄

贈
す

る

こ
と

は
可

能
か

。
IS

B
N

取
得

済
。
吹

田
市

在
住

。

・
市

職
員

に
引

き
継

ぎ
ま

し
た

。
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【
カ

ー
2

】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

1
1

1
月

1
日

【
来

館
】

7
0

代
女

性

手
作

り
系

の
グ

ル
ー

プ
に

入
っ

て

い
る

石
川

文
化

祭
当

日
、
建

物
入

口
に

立
て

看
板

を

出
し

て
ほ

し
い

。

ま
な

び
の

支
援

課
に

は
別

件
で

連
絡

し
た

時
に

話
し

て
あ

る
。

公
民

館
の

松
室

館
長

が
在

館
で

あ
っ

た
た

め
、
対

応
を

引
き

継
ぐ

。

総
合

受
付

横
の

み
は

、
他

か
ら

の
来

館
に

わ
か

ら
な

い
の

で
、
ぜ

ひ
外

に
だ

し
て

ほ
し

い
と

話
さ

れ
て

い
た

。

2
1

1
月

6
日

【
来

館
】

ス
ミ

レ
フ

レ
ン

ド

（
ダ

ン
ス

グ
ル

ー

プ
）

年
配

女
性

大
友

普
段

、
定

期
で

会
②

～
③

を
利

用
。
（
会

①

～
③

に
な

っ
て

い
る

こ
と

も
あ

る
）

部
屋

に
出

し
て

あ
る

折
り

た
た

ん
だ

机
、
倉

庫
に

し
ま

っ
て

ほ
し

い
。

先
日

メ
ン

バ
ー

2
人

が
転

び
そ

う
に

な
っ

た
。

キ
ャ

ス
タ

ー
の

で
っ

ぱ
り

せ
い

。

何
か

あ
っ

て
か

ら
で

は
遅

い
。

会
議

室
2

の
机

だ
け

で
も

閉
ま

っ
て

も
ら

え

な
い

か
。

以
前

に
も

何
度

か
ご

意
見

を
い

た
だ

い
て

こ

と
の

あ
る

団
体

。
施

設
側

の
事

情
も

お
伝

え

し
た

こ
と

あ
り

。

お
け

が
は

な
か

っ
た

か
を

確
認

の
上

、
全

部

し
ま

う
の

は
難

し
い

理
由

を
再

度
お

伝
え

。

・
机

、
イ

ス
は

も
っ

と
在

庫
が

あ
る

が
、
あ

る

程
度

利
用

が
多

い
一

定
数

を
部

屋
に

出
し

て
い

る
。
（
利

用
あ

り
、
利

用
な

し
両

方
の

グ

ル
ー

プ
が

あ
る

）

・
全

部
し

ま
っ

て
し

ま
う

と
、
ご

利
用

の
グ

ル
ー

プ
が

都
度

出
し

入
れ

、
年

配
の

方
が

大
量

に
移

動
す

る
と

、
移

動
に

よ
る

怪
我

や

備
品

の
傷

み
が

あ
り

そ
ち

ら
も

リ
ス

ク
が

あ

る
。

・
会

議
室

①
、
②

、
③

単
独

で
の

利
用

が
あ

り
、
各

部
屋

に
ひ

と
つ

も
出

て
い

る
机

が
な

い
と

不
便

さ
れ

る
団

体
が

あ
り

。

た
と

え
ば

1
0

個
の

机
を

分
け

て
お

く
な

ど
の

譲
歩

案
も

提
示

し
た

が
、
納

得
さ

れ
ず

。

⇒
改

め
て

、
ご

意
見

を
預

か
る

旨
を

お
伝

え
。

大
友

案

・
来

年
度

よ
り

、
会

議
室

③
を

す
す

め
る

。

（
調

整
が

難
し

そ
う

）

統
括

責
任

者
の

案

・
ス

ペ
ー

ス
敵

に
、
全

部
し

ま
う

の
は

難
し

い
。

・
人

数
は

？
⇒

2
0

人
程

度
。

・
案

と
し

て
、
い

ろ
ん

な
場

所
に

あ
る

と
足

が

ぶ
つ

か
る

の
で

、
例

え
ば

ス
ク

リ
ー

ン
側

に

利
用

時
、
団

体
さ

ん
自

身
に

移
動

し
て

使
っ

て
も

ら
う

の
は

ど
う

か
？

・
状

況
が

許
す

限
り

な
る

べ
く

会
①

～
③

で

使
っ

て
頂

く
。

⇒
次

回
利

用
1

1
/
2

9
に

望
月

よ
り

返
答

「
検

討
し

た
結

果
、
現

時
点

で
は

倉
庫

に
机

を
片

付
け

る
こ

と
は

出
来

か
ね

ま
す

。
現

状

の
ま

ま
（
机

や
椅

子
が

出
た

状
態

）
で

お
貸

し
さ

せ
て

頂
い

て
お

り
ま

す
の

で
、
ご

了
承

く

だ
さ

い
。
原

状
回

復
し

て
頂

け
る

の
で

あ
れ

ば
グ

ル
ー

プ
さ

ん
で

机
を

移
動

し
て

頂
く

の

は
可

能
で

す
。
」

北
千

里
地

区
公

民
館

問
合

せ
　
1

1
月
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3
1

1
月

1
2

日

【
来

館
】

深
い

呼
吸

の

ヨ
ー

ガ

大
友

（
活

動
終

了
後

）
部

屋
に

置
い

て
あ

る
マ

ッ

ト
、
重

ね
る

方
向

は
ど

れ
が

正
解

か
？

表
同

士
を

重
ね

る
か

、
裏

同
士

を
重

ね
る

か
。
裏

面
が

表
に

な
る

と
、
運

ぶ
と

き
に

手
が

汚
れ

る
と

い
う

メ
ン

バ
ー

の
意

見
あ

り
。

基
本

的
に

裏
面

が
床

に
つ

く
の

で
、
裏

面

同
士

を
重

ね
て

置
き

場
に

戻
す

の
が

正
解

。

視
聴

覚
は

2
4

枚
あ

る
の

で
、
正

し
く

置
け

ば
、
最

上
面

は
表

面
に

な
る

は
ず

で
あ

る
。

ス
タ

ッ
フ

が
チ

ェ
ッ

ク
時

に
確

認
し

て
い

る
。

⇒
了

解
し

ま
し

た
、
安

心
し

ま
し

た
と

の
こ

と
。

4
1

1
月

1
6

日
【
来

館
】

千
里

竹
の

子

7
0

代
女

性

松
村

⇒
大

友

・
人

が
集

ま
ら

な
い

（
メ

ン
バ

ー
都

合
悪

い
）

の
で

、
活

動
休

止
を

考
え

て
い

る
。

・
2

F
サ

ー
ク

ル
募

集
に

チ
ラ

シ
設

置
、
人

が

い
た

ら
始

め
た

い
。

・
2

0
2

4
年

度
分

1
月

申
込

を
考

え
て

い
る

。

・
2

0
2

3
年

度
　
活

動
休

止
の

場
合

⇒
部

屋

の
予

約
消

す
。

　
　
　
　
　
　
　
残

し
た

い
場

合
⇒

都
度

キ
ャ

ン
セ

ル

活
動

自
体

を
や

め
た

い
わ

け
で

な
い

と
の

こ

と
で

、

2
0

2
3

年
度

は
、
残

す
。

他
の

利
用

者
が

あ
る

た
め

、
不

要
の

場
合

は
、
都

度
早

め
の

キ
ャ

ン
セ

ル
を

依
頼

。
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5
1

1
月

1
9

日

【
来

館
】

「
藤

陶
会

」

高
齢

男
性

、
女

性

大
友

素
焼

き
窯

出
し

の
後

、
「
陶

芸
窯

使
用

報
告

書
」
の

記
入

内
容

確
認

の
際

、
い

く
つ

か
ご

意
見

を
伺

っ
た

。

①
「
通

電
時

間
～

」
と

あ
る

が
、
「
通

電
」
と

い
う

表
現

お
か

し
い

。
素

焼
き

〇
時

間
、
本

焼
き

〇
時

間
、
と

い
う

お
お

よ
そ

の
目

安
時

間
は

わ
か

っ
て

い
る

。
窯

出
し

の
時

間
は

、

本
当

は
土

曜
日

に
出

せ
る

陶
器

も
、
都

合

で
日

曜
日

に
し

た
り

す
る

た
め

、
ス

イ
ッ

チ
を

切
る

時
は

既
に

窯
の

火
は

落
ち

て
い

る
。

②
な

ぜ
「
通

電
時

間
数

」
を

記
入

す
る

必
要

が
あ

る
の

か
。

③
用

紙
は

、
ど

こ
が

発
行

し
て

い
る

様
式

か
。

ご
意

見
は

感
情

的
な

も
の

で
は

な
く

、
普

段

か
ら

よ
く

率
直

な
ご

意
見

を
頂

く
団

体
。

①
用

紙
は

窯
の

ス
イ

ッ
チ

を
入

れ
た

時
か

ら
、
切

る
時

ま
で

の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
記

入
す

る

形
式

に
な

っ
て

い
る

。
お

そ
ら

く
便

宜
的

な
も

の
で

あ
る

と
思

う
。

団
体

⇒
「
9

0
時

間
」
な

ど
長

時
間

に
及

び
、

た
く

さ
ん

電
気

を
つ

か
っ

て
い

る
よ

う
に

見
え

て
困

惑
す

る
と

の
こ

と
。

②
形

式
の

詳
細

は
確

認
が

必
要

だ
が

、
焼

成
中

に
何

か
あ

っ
た

際
な

ど
の

対
策

と
し

て
、
記

録
が

必
要

で
あ

る
か

ら
で

は
な

い

か
。

団
体

⇒
窯

利
用

「
開

始
」
と

「
終

了
」
の

時

間
を

書
け

ば
す

む
の

で
は

？
旧

館
で

は
そ

う

い
っ

た
形

式
で

あ
っ

た
。
不

必
要

な
手

間
が

増
え

る
印

象
。

※
電

気
釜

の
利

用
に

つ
い

て
、
（
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
面

で
）
使

用
時

間
の

総
数

な
ど

が
必

要

で
あ

る
な

ど
も

考
え

ら
れ

る
が

、
確

認
す

る
。

③
ま

な
び

の
支

援
課

か
ら

頂
い

て
い

る
資

料
で

あ
る

こ
と

を
告

げ
た

。

団
体

⇒
窓

口
に

い
っ

て
も

し
ょ

う
が

な
い

こ

と
で

あ
る

。
ま

な
び

に
は

何
度

か
伝

え
て

い

る
。

①
の

「
長

時
間

電
気

使
用

の
印

象
」
に

つ
い

て
は

、
窯

使
用

中
の

焼
成

状
況

（
終

わ
る

と

「
ｅ
ｎ
ｄ
」
が

で
る

）
や

温
度

は
指

定
管

理
者

で
記

録
し

て
い

る
こ

と
を

伝
え

る
こ

と
が

出

来
た

な
ら

、
ベ

タ
ー

で
あ

っ
た

。

1
1

月
末

、
ま

な
び

の
支

援
課

市
職

員
来

館

時
に

お
伝

え
。
1

2
月

、
様

式
は

変
更

可
能

で
あ

る
と

の
こ

と
。
対

応
検

討
中

。
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6
1

1
月

2
0

日
【
来

館
】

吹
田

警
察

署
警

備

＜
公

民
館

使
用

報
告

書
＞

感
想

欄
よ

り

清
潔

な
施

設
で

よ
か

っ
た

で
す

。
あ

り
が

と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

7
1

1
月

2
0

日

【
来

館
】

5
0

-
6

0
代

女
性

阿
波

踊
り

を
楽

し

む
会

大
友

・
倉

庫
の

備
品

出
し

入
れ

の
際

、
文

化
祭

「
阿

波
踊

り
」
に

つ
い

て
、
華

や
か

で
良

い
と

い
う

児
童

セ
ン

タ
ー

職
員

含
め

て
の

感
想

を

大
友

と
交

わ
し

た
。

・
本

当
は

、
複

合
施

設
が

で
き

た
と

き
、
児

童

達
と

一
緒

に
活

動
し

た
か

っ
た

。
活

動
は

図

書
館

あ
り

き
で

、
出

来
る

か
難

し
い

。

⇒
興

味
の

あ
る

方
を

募
集

中
。

ご
希

望
を

伺
っ

た
。

総
括

責
任

者
に

報
告

。

8
1

1
月

2
5

日

【
来

館
】

北
千

里
会

6
0

代
女

性

大
友

・
も

う
す

ぐ
開

始
一

周
年

。
お

世
話

に
な

り
ま

し
た

。
今

後
と

も
よ

ろ
し

く
。

・
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。
気

付
い

た
こ

と

が
あ

れ
ば

お
っ

し
ゃ

て
下

さ
い

。
今

後
も

ご

利
用

下
さ

い
。

9
1

1
月

2
5

日

【
来

館
】

己
書

天
海

晴
明

マ
リ

ア
レ

イ
道

場
田

中

・
今

日
も

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
先

日

の
文

化
祭

に
も

参
加

さ
せ

て
頂

き
よ

か
っ

た

で
す

。
お

知
り

合
い

が
増

え
て

他
団

体
の

方

と
の

交
流

も
で

き
ま

し
た

。
今

後
と

も
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
今

後
と

も
ご

利
用

く
だ

さ
い

。
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1
0

1
1

月
2

6
日

【
来

館
】

7
0

代
女

性

お
そ

ら
く

源
氏

物

語
サ

ー
ク

ル

浅
川

＜
公

民
館

使
用

報
告

書
＞

感
想

欄
よ

り

・
視

聴
覚

の
モ

ッ
プ

の
両

端
に

い
つ

も
ゴ

ミ

が
溜

ま
っ

て
い

る
。
（
シ

ー
ト

の
長

さ
が

モ
ッ

プ
よ

り
短

い
為

だ
そ

う
）

取
っ

て
ほ

し
い

。

・
確

認
し

ま
す

。

1
1

1
1

月
2

7
日

【
来

館
】

野
々

花
グ

ル
ー

プ
（
調

理
室

利

用
）

4
0

代
頃

の
女

性

大
友

＜
公

民
館

使
用

報
告

書
＞

感
想

欄
よ

り

・
置

い
て

あ
る

台
拭

き
の

他
に

、
布

巾
が

あ

と
数

枚
あ

る
と

嬉
し

い
で

す
。

（
最

後
の

ふ
き

あ
げ

用
。
セ

ル
フ

で
持

参
も

し
て

い
る

）

基
本

的
に

持
参

し
て

く
だ

さ
い

。

1
2

1
1

月
2

7
日

【
来

館
】

気
功

体
操

北
千

里
（
会

議
室

②

③
ご

利
用

）

望
月

＜
公

民
館

使
用

報
告

書
＞

感
想

欄
よ

り

・
今

日
も

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
広

い

場
所

で
気

持
ち

良
く

で
き

ま
し

た
。

1
3

1
1

月
2

7
日

【
来

館
】

シ
ャ

ン
ソ

ン
グ

ル
ー

プ
シ

ャ
ン

テ

ジ
ョ

ア
（
会

議
室

③
ご

利
用

）

鎌
田

＜
公

民
館

使
用

報
告

書
＞

感
想

欄
よ

り

・
今

日
も

楽
し

く
学

習
さ

せ
て

頂
き

ま
し

た
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
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令和５年（2023 年）12 月度まちなかリビング北千里月間事業報告書（北千里地区公民館部分抜粋） 

 

ア． まちなかリビング北千里の利用状況 

 

 

イ． 管理運営に係る実績 

（３） 公民館運営事業 

  ① 設備について 

    ・６日１３日２０日２７日 公民館担当者による日報作成検証 

    ・４日１１日１８日２５日 公民館サイネージデータ作成 

    ・５日１２日１９日２６日 公民館サイネージデータ更新作業 

  ② 市主催事業について 

・８日１８日開始  主催行事受付補助（不在時対応） 

    ・２日８日１４日２０日２７日  公民館館長との定期ミーティング（大友） 

    ・２０日  公民館企画運営委員会出席（大友） 

（111） 

(人)
うち児童セ

ンター

（人）

うち公民館

（人）

うち図書館

（人）

12月1日 (金) 晴 825 107 76 642 11

12月2日 (土) 晴 1,305 287 105 913 14

12月3日 (日) 晴 1,336 285 152 899 18

12月4日 (月) 晴 859 126 77 656 8

12月5日 (火) 雨 643 85 13 545 2

12月6日 (水) 晴 911 190 77 644 8

12月7日 (木) 曇り 755 123 98 534 5

12月8日 (金) 晴 897 169 87 641 16

12月9日 (土) 晴 1,343 305 112 926 10

12月10日 (日) 晴 1,381 305 87 989 3

12月11日 (月) 晴 727 77 87 563 2

12月12日 (火) 曇り 699 105 30 564 5

12月13日 (水) 晴 888 139 89 660 13

12月14日 (木) 晴 948 207 169 572 2

12月15日 (金) 雨 832 98 117 617 6

12月16日 (土) 曇り 1,209 294 90 825 5

12月17日 (日) 晴 1,272 302 130 840 13

12月18日 (月) 晴 817 144 72 601 7

12月19日 (火) 曇り 753 191 77 485 14

12月20日 (水) 曇り 921 172 120 629 6

12月21日 (木) 晴 827 186 99 542 5

12月22日 (金) 晴 897 234 85 578 4

12月23日 (土) 晴 1,063 243 61 759 13

12月24日 (日) 晴 1,074 341 146 587 5

12月25日 (月) 晴 929 177 126 626 6

12月26日 (火) 0 0 0 0

12月27日 (水) 晴 1,018 265 49 704 11

12月28日 (木) 晴 1,207 276 36 895 7

12月29日 (金) 0 0 0 0 0

12月30日 (土) 0 0 0 0 0

12月31日 (日) 0 0 0 0 0

26,336 5,433 2,467 18,436 219

年末年始休館日

年末年始休館日

公民館休館日

年末年始休館日

公民館休館日

公民館休館日

特記事項

公民館休館日

新規登録日付 曜日 天気

入館者数
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  ③ 公民館貸室業務 

    

業務内容：公民館日報で集計、集計表をまなびの支援課に報告済み 

    ・毎日 web貸室申し込み状況の確認 （１２件） 

    ・随時 グループ活動の支援としてグループ紹介や会員募集等のポスターを募集し、ポスターを２階 

北側階段前に掲示した。 

 

エ. 主催事業に係る実績 

１．まちなかリビング北千里 

 （１） ドキュメンタリーカフェ ９日（土） １４時～１６時  ５名参加 （web参加者５０名） 

     NHK番組「１００カメ・ゲームメーカー 新シーズン!スト 6&バイオ開発の舞台裏に潜入!ファイト!」の 

DVD上映を行った。各地の図書館で視聴後、拠点館の大宮図書館にNHK制作主任ディレクター 

を招き、サテライト館の吹田市立北千里図書館の他、富津市立図書館（千葉県）、松原市民松原図書 

館の参加者と交流し、番組制作の話や参加者同士で視聴の感想を述べた。ｗeb で各地の図書館を 

つなぐ新しい試みとして実施した。 

 

カ. 利用者からの意見、要望に対する事項 

まちなかリビング北千里についてのご意見  １１件  別添 【カー１】 

北千里地区公民館についてのご意見 １７件  別添 【カー２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（112） 

単位：件 単位：件

2023年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

申込件数 13 7 13 6 15 10 8 9 12 93
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（113） 

【
カ

ー
1
】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

1
2
0
2
3
/1

2
/3

【
来

館
】

4
0
-5

0
代

女
性

大
友

・
自

習
す

る
場

所
を

も
っ

と
増

や
し

て

ほ
し

い
。

（
中

学
生

用
）

・
自

習
室

が
あ

る
こ

と
は

知
っ

て
い

る
。

・
丸

テ
ー

ブ
ル

は
他

の
団

体
の

方
も

い

る
。

⇒
意

見
を

ど
こ

に
言

え
ば

よ
い

か
。

吹

田
市

？

・
施

設
は

吹
田

市
の

も
の

だ
が

、
指

定

管
理

者
で

ご
意

見
を

受
け

つ
け

る
。

・
ご

意
見

を
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

す
ぐ

に
変

わ
る

の
は

難
し

い
で

す

が
、

ご
意

見
を

伝
え

ま
す

。

※
穏

や
か

に
、

改
善

さ
れ

れ
ば

良
い

、

と
い

う
姿

勢
の

ご
意

見
で

し
た

。

2
2
0
2
3
/1

2
/4

【
来

館
】

5
0
代

女
性

大
友

・
携

帯
の

充
電

で
き

る
コ

ン
セ

ン
ト

は

な
い

か
。

・
増

や
し

て
ほ

し
い

。
需

要
の

割
に

席

が
少

な
い

。

　
「

な
い

で
す

」
で

は
通

ら
な

い
。

・
充

電
可

能
で

あ
る

の
は

、
個

別
の

机

に
あ

る
コ

ン
セ

ン
ト

の
み

で
す

。

・
ご

意
見

を
伝

え
ま

す
と

返
答

。

・
通

常
の

吹
田

の
図

書
館

は
自

習
室

が

な
く

、
数

が
多

い
で

あ
る

こ
と

は
お

伝

え
。

総
括

責
任

者
に

報
告

。

3
2
0
2
3
/1

2
/6

【
来

館
】

3
0
-4

0
代

女
性

大
友

・
子

育
て

相
談

を
し

て
い

る
と

H
P

で
見

た
。

ど
こ

か
場

所
を

教
え

て
ほ

し
い

。

・
ま

ち
な

か
H

P
児

童
セ

ン
タ

ー
お

知
ら

せ
を

確
認

の
上

、
児

童
セ

ン
タ

ー
を

ご

案
内

。

ま
ち

な
か

リ
ビ

ン
グ

北
千

里
　
問

合
せ

　
1

2
月
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（114） 

4
2
0
2
3
/1

2
/6

【
来

館
】

6
0
代

女
性

松
岡

①
電

源
テ

ー
ブ

ル
は

2
F

に
あ

る
か

。

②
児

童
閲

覧
室

手
前

の
丸

テ
ー

ブ
ル

は

誰
が

使
っ

て
も

良
い

か
。

（
児

童
の

み

か
ど

う
か

）

①
２

F
に

は
な

い
。

１
F

の
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
と

窓
際

の
み

。

②
誰

で
も

利
用

可
。

5
2
0
2
3
/1

2
/6

【
来

館
】

5
0
-6

0
代

女
性

高
瀬

・
1
階

の
テ

ラ
ス

向
き

閲
覧

席
の

角
は

椅

子
を

置
い

て
い

な
い

が
、

使
用

不
可

の

表
示

が
な

い
と

座
れ

る
と

勘
違

い
す

る
。

表
示

し
て

ほ
し

い
。

・
ご

意
見

、
検

討
し

ま
す

。

6
2
0
2
3
/1

2
/7

【
電

話
】

6
0
代

女
性

野
本

・
1
2
/1

 1
8
:3

0
頃

　
２

F
の

丸
テ

ー
ブ

ル

に
座

っ
て

い
た

ら
O

P
A

C
を

使
っ

て
い

た

利
用

者
に

席
を

代
わ

る
よ

う
に

言
わ

れ

た
。

他
の

人
も

同
じ

こ
と

を
す

る
か

も

し
れ

な
い

の
で

、
声

を
か

け
よ

う
と

思

う
。

・
ご

不
快

な
思

い
を

さ
せ

て
し

ま
っ

た

こ
と

を
謝

罪
。

夜
間

の
見

回
り

や
防

犯

カ
メ

ラ
で

の
目

視
を

強
化

し
、

該
当

の

方
が

い
れ

ば
ス

タ
ッ

フ
か

ら
声

を
掛

け

る
と

回
答

。

・
1
2
月

中
そ

の
後

も
複

数
回

、
女

性
よ

り
防

犯
カ

メ
ラ

を
み

て
る

い
る

か
な

ど

の
と

問
合

せ
あ

り
。

7
2
0
2
3
/1

2
/7

【
電

話
】

4
0
代

男
性

川
元

・
最

近
高

校
生

が
ス

マ
ホ

で
ゲ

ー
ム

を

し
て

笑
い

あ
っ

て
い

て
気

に
な

る
。

（
２

F
奥

と
１

F
学

習
室

）

・
図

書
館

は
新

し
く

き
れ

い
で

快
適

に

使
用

さ
せ

て
も

ら
っ

て
い

て
あ

り
が

た

い
。

・
巡

回
等

を
行

っ
て

い
る

が
、

気
を

つ

け
る

よ
う

に
し

ま
す

。
ご

迷
惑

を
お

掛

け
し

て
申

し
訳

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。

・
騒

が
し

さ
の

程
度

に
よ

る
が

、
実

際

は
1
階

学
習

室
は

静
か

な
環

境
、

2
階

奥
は

交
流

は
可

能
、

と
い

う
使

い
分

け
が

あ
る

。
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8
2
0
2
3
/1

2
/7

【
来

館
】

7
0
代

男
性

高
瀬

・
1
F

貴
重

書
付

近
に

テ
ー

ブ
ル

が
欲

し

い
。

メ
モ

が
出

来
な

い
。

・
２

F
丸

テ
ー

ブ
ル

は
使

い
づ

ら
い

。
4

つ
椅

子
が

あ
っ

て
も

1
人

で
使

っ
て

い
た

ら
座

り
づ

ら
い

。

・
設

備
の

希
望

に
つ

い
て

、
吹

田
市

に

報
告

し
ま

す
。

不
便

を
お

か
け

し
て

い

る
こ

と
に

対
し

て
の

謝
罪

。

図
書

館
市

職
員

と
相

談
し

、
1
階

貴
重

書

コ
ー

ナ
ー

に
本

を
お

い
て

メ
モ

を
と

れ

る
よ

う
に

大
型

の
ブ

ッ
ク

ト
ラ

ッ
ク

を

常
設

し
た

。

9
2
0
2
3
/1

2
/1

0
【

来
館

】

3
0
-4

0
代

男
性

大
友

・
北

千
里

図
書

館
（

こ
の

施
設

）
は

最

近
出

来
た

？
以

前
向

こ
う

に
あ

っ
た

の

が
移

っ
た

の
か

。

・
昨

年
の

1
1
月

か
ら

以
前

の
場

所
か

ら

公
民

館
、

図
書

館
が

移
設

し
、

児
童

セ

ン
タ

ー
も

新
設

さ
れ

、
こ

の
施

設
に

な
っ

た
。

1
0

2
0
2
3
/1

2
/2

0
【

来
館

】

7
0
代

男
性

松
岡

・
夕

方
ご

ろ
に

な
る

と
特

に
小

学
生

な

ど
多

く
な

り
出

入
口

の
出

入
り

が
多

く

開
く

度
に

冷
気

が
流

れ
て

き
て

寒
い

。

何
か

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
み

た
い

な
の

が

置
け

な
い

か
。

・
（

設
置

に
何

か
加

え
た

り
置

く
と

な

る
と

吹
田

市
と

の
相

談
に

な
る

と
説

明
。

）

報
告

を
し

検
討

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

・
総

括
責

任
者

に
報

告
し

、
夕

方
入

口

付
近

の
暖

房
を

少
し

強
め

に
し

た
。

1
1

2
0
2
3
/1

2
/2

1

【
来

館
】

7
0
～

8
0
代

男

性

大
友

・
（

予
約

棚
、

9
0
0
番

台
の

資
料

探
し

を

手
助

け
）

探
し

方
が

分
か

り
に

く
い

。

結
局

、
係

員
の

手
を

煩
わ

せ
る

こ
と

に

な
る

。
セ

ル
フ

に
し

た
意

味
な

い
の

で

は
？

・
仕

組
み

を
説

明
。

ご
意

見
を

検
討

し

ま
す

。

・
困

っ
て

と
き

は
い

つ
で

も
遠

慮
な

く

お
声

が
け

く
だ

さ
い

。
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【
カ

ー
2
】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

1
2
0
2
3
/1

2
/6

【
来

館
】

「
琴

同
好

会
」

7
0
-8

0
代

女
性

大
友

・
本

日
、

「
琴

同
好

会
」

の
活

動
は

有
り

ま
す

か
？

・
今

月
の

グ
ル

ー
プ

の
活

動
日

を
お

伝
え

し
、

メ
モ

を
渡

し
た

。

・
月

に
2
～

3
回

、
同

じ
方

が
同

様
の

お

尋
ね

で
こ

こ
2
か

月
程

度
来

ら
れ

る
。

・
第

●
週

の
数

え
方

に
勘

違
い

が
あ

り
、

数
え

方
を

お
伝

え
し

た
。

2
2
0
2
3
/1

2
/8

【
来

館
】

手
編

み
サ

ー
ク

ル 代
表

者

望
月

【
公

民
館

使
用

報
告

書
感

想
欄

よ
り

】

・
寒

く
な

っ
て

い
ま

す
の

で
５

分
前

に
は

入
館

さ
せ

て
頂

き
ま

す
よ

う
、

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

・
開

館
時

間
の

変
更

は
出

来
る

か
分

か
り

ま
せ

ん
が

、
吹

田
市

の
方

に
は

お
伝

え
い

た
し

ま
す

。

総
括

責
任

者
に

報
告

。

北
千

里
地

区
公

民
館

　問
合

せ
　1

2
月
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3
2
0
2
3
/1

2
/9

【
来

館
】

3
0
～

4
0
代

の
母

親
、

男
児

の
親

子
連

れ

大
友

・
本

日
「

千
里

竹
の

子
」

の
活

動
は

な
い

か
。

募
集

の
案

内
を

見
て

、
見

学
で

き
る

か
見

に
来

た
。

（
ス

マ
ホ

画
面

を
提

示
）

・
本

日
活

動
日

で
あ

っ
た

が
、

キ
ャ

ン
セ

ル
さ

れ
た

こ
と

を
お

伝
え

。

1
2
月

中
、

代
わ

り
の

日
は

取
っ

て
お

ら

れ
ず

、
次

回
1
月

の
活

動
日

を
お

伝
え

。

た
だ

し
1
月

は
部

屋
確

保
の

み
で

申
込

が

さ
れ

て
お

ら
ず

、
次

回
も

し
見

学
の

際
は

来
館

前
に

一
度

電
話

頂
く

方
が

良
い

こ
と

を
す

す
め

た
。

・
グ

ル
ー

プ
状

況
を

確
認

、
以

前
人

員
募

集
中

だ
が

人
が

い
な

い
、

と
代

表
者

が
仰

っ
て

い
た

こ
と

が
わ

か
り

、
統

括
責

任
者

に
相

談
。

代
表

者
に

は
見

学
の

方
が

い
ら

し
た

こ
と

を
伝

え
る

。

1
2
/9

　
家

人
に

「
連

絡
あ

り
、

折
り

返
し

連

絡
」

伝
。

以
下

、
お

伝
え

す
る

こ
と

。

①
1
2
/9

 見
学

希
望

の
親

子
連

れ
が

き
た

。

②
募

集
の

画
面

を
持

っ
て

こ
ら

れ
、

ご
興

味
あ

る
様

子
。

（
施

設
で

見
学

希
望

者
の

個
人

情
報

は
預

か
れ

な
い

た
め

）
、

募
集

案
内

に
連

絡
先

を
の

せ
る

な
ど

は
ど

う
か

（
提

案
）

③
1
月

の
活

動
日

を
伝

え
、

見
学

の
際

は
事

前

に
活

動
あ

る
か

ど
う

か
聞

い
て

ほ
し

い
と

伝
え

て
い

る
。

夕
方

連
絡

繋
が

る
。

募
集

は
2
階

設
置

の
チ

ラ

シ
。

連
絡

先
は

そ
こ

に
書

い
て

あ
る

。
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4
2
0
2
3
/1

2
/9

【
来

館
】

ぱ
れ

っ
と

7
0
代

女
性

大
友

・
手

作
り

サ
ン

タ
は

が
き

を
プ

レ
ゼ

ン

ト
。

・
昼

間
に

2
階

で
私

物
を

置
い

て
の

離
席

が
多

い
。

席
が

空
い

て
入

れ
ば

、
昼

ご
は

ん
の

利
用

で
使

用
し

た
か

っ
た

。

・
視

聴
覚

の
詰

め
替

え
用

大
型

ワ
イ

パ
ー

、
掃

除
面

の
両

側
に

ゴ
ミ

が
付

い
た

ま
ま

で
あ

る
こ

と
が

多
い

。
掃

除
の

後
、

手
で

取
っ

て
く

れ
た

ら
良

い
。

前
に

使
っ

た
グ

ル
ー

プ
か

。

・
物

品
は

受
け

取
れ

ず
、

お
気

持
ち

だ
け

頂
く

こ
と

を
お

伝
え

。
は

が
き

に
は

、
お

礼
と

年
末

の
挨

拶
あ

り
。

・
巡

回
を

行
っ

て
い

る
が

、
見

落
と

し
が

あ
り

申
し

訳
あ

り
ま

せ
ん

。

・
確

認
し

て
お

く
。

一
日

の
利

用
後

に

は
、

部
屋

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
て

い
る

。

⇒
ご

意
見

に
つ

い
て

、
今

後
も

気
に

な
る

点
あ

れ
ば

「
使

用
報

告
書

」
や

口
頭

で
お

伝
え

く
だ

さ
い

。

5
2
0
2
3
/1

2
/1

0

【
来

館
】

7
0
代

女
性

中
西

⇒ 【
電

話
】

大
友

・
第

2
、

4
水

曜
に

行
っ

て
い

語
学

の

サ
ー

ク
ル

を
見

学
希

望
。

次
の

活
動

は
い

つ
か

。

代
表

者
に

連
絡

な
ど

し
て

も
ら

え
る

か
。

・
該

当
の

サ
ー

ク
ル

は
「

ラ
ジ

オ
英

会
話

」
、

1
2
/1

3
に

次
回

活
動

日
が

あ
る

こ
と

を
お

伝

え
。

代
表

者
の

方
に

連
絡

す
る

と
伝

え
る

。

ス
タ

ッ
フ

よ
り

大
友

が
報

告
を

受
け

、
以

下
の

原
則

を
再

周
知

。

①
「

ラ
ジ

オ
英

会
話

」
は

募
集

一
覧

に
は

な

く
、

見
学

不
可

の
団

体
。

②
募

集
可

能
の

団
体

の
場

合
は

、
活

動
日

に
直

接
見

学
に

言
っ

て
頂

く
。

　
（

中
継

ぎ
は

行
わ

な
い

）
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6
2
0
2
3
/1

2
/1

0
【

来
館

】

女
子

高
生

2
名

松
岡

・
（

子
育

て
付

近
の

丸
机

使
用

）
ブ

ラ
イ

ン
ド

を
下

げ
て

も
ら

え
な

い
か

。

・
こ

れ
以

上
下

げ
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

同
様

の
ご

意
見

を
多

数
頂

い
て

い
ま

す
。

市
に

報
告

致
し

ま
す

。

7
2
0
2
3
/1

2
/1

0
【

来
館

】

3
0
代

女
性

野
本

・
個

人
で

有
料

の
コ

ン
サ

ー
ト

の
開

場
と

し
て

会
議

室
を

使
い

た
い

。

・
公

民
館

は
サ

ー
ク

ル
活

動
の

場
な

の
で

不
可

。
5
人

以
上

の
サ

ー
ク

ル
で

練
習

を

す
る

と
い

う
こ

と
な

ら
使

用
可

能
。

単
発

で
使

用
す

る
こ

と
も

で
き

る
。

8
2
0
2
3
/1

2
/1

3

【
来

館
】

北
千

里
ヨ

ー
ガ

研
修

会

6
0
-7

0
代

女
性

望
月

・
（

来
年

度
の

「
グ

ル
ー

プ
活

動
申

込

書
」

を
お

渡
し

し
た

際
に

）

　
何

度
も

言
う

け
ど

、
い

つ
ま

で
ア

ナ
ロ

グ
な

や
り

方
し

て
る

の
？

早
く

デ
ジ

タ
ル

化
し

て
や

。
あ

ん
た

ら
が

変
え

な
あ

か
ん

ね
ん

で
。

・
吹

田
市

の
用

紙
に

な
り

ま
す

の
で

、
私

ど
も

が
自

由
に

変
更

す
る

こ
と

は
出

来
か

ね
ま

す
。

申
し

訳
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

ご
意

見
と

し
て

お
伝

え
し

ま
す

。

9
2
0
2
3
/1

2
/1

6

【
公

民
館

使
用

報
告

書
よ

り
】

「
己

書
天

海
清

明
マ

リ
ア

レ
イ

道
場

」

5
0
～

6
0
代

女
性

大
友

・
今

年
も

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
文

化
祭

来
館

者
が

「
筆

ペ
ン

で
こ

ん
な

に
か

け
る

ん
で

す
ね

」
と

仰
り

、
発

表
会

で
の

作
品

展
示

は
大

切
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

な
る

こ
と

を
実

感
。

来
年

も
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。
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1
0

2
0
2
3
/1

2
/1

6

【
公

民
館

使
用

報
告

書
よ

り
】

「
北

千
里

会
」

7
0
代

女
性

大
友

・
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

、
消

し
て

も
後

が
な

か
な

か
取

れ
な

い
。

拭
い

て
頂

け
ま

す

か
。

汚
れ

が
蓄

積
し

て
い

る
の

か
。

ウ
ェ

ッ
ト

テ
ィ

ッ
シ

ュ
な

ど
あ

れ
ば

ふ
く

の
だ

が
。

・
報

告
書

の
記

述
を

見
て

や
り

と
り

。
確

認
し

て
お

き
ま

す
と

返
答

。

・
ボ

ー
ド

が
黒

っ
ぽ

く
な

っ
て

お
り

、
ア

ル
コ

ー
ル

除
菌

の
ウ

ェ
ッ

ト
テ

ィ
ッ

シ
ュ

で
拭

い
て

対
応

。

1
1

2
0
2
3
/1

2
/1

7

【
来

館
】

7
0
代

女
性

大
友

・
（

1
2
時

こ
ろ

）
公

民
館

講
座

「
正

月

飾
り

」
の

申
込

み
に

来
た

。
受

付
は

何
時

に
ど

こ
か

。

昨
年

は
正

面
玄

関
の

と
こ

ろ
で

あ
っ

た
。

・
2
階

の
会

議
室

①
で

1
3
：

0
0
～

受
付

、

そ
の

前
で

お
待

ち
く

だ
さ

い
。

「
人

気
で

早
く

来
た

の
で

、
も

し
場

所
が

違
っ

た
ら

保
障

し
て

」
と

念
押

し
さ

れ

た
。

1
2

2
0
2
3
/1

2
/1

7

【
来

館
】

女
性

3
0
-4

0
代

浅
川

・
会

議
室

で
飲

食
は

可
能

か
。

・
水

分
補

給
以

外
の

飲
食

は
不

可
。

1
3

2
0
2
3
/1

2
/1

8

【
来

館
】

「
己

書
天

海
晴

明
マ

リ
ア

レ
イ

道
場

」

6
0
-7

0
代

女
性

望
月

＜
公

民
館

使
用

報
告

書
感

想
欄

よ
り

＞

・
（

日
を

ま
た

い
で

）
で

絵
の

画
パ

レ
ッ

ト
の

乾
燥

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
ま

だ
表

面
の

乾
い

て
い

た
く

ら
い

ま
で

に
出

来
上

が
っ

て
い

ま
し

た
。

（
通

常
完

全
に

乾
い

て
完

成
ま

で
7
日

間
掛

か
り

ま
す

。
）

今

回
場

所
も

貸
し

出
し

て
頂

い
て

本
当

に
助

か
り

ま
し

た
。

今
年

も
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

・
前

日
の

活
動

日
に

希
望

が
あ

り
、

追
加

で
部

屋
の

予
約

を
取

っ
て

頂
き

対
応

し

た
。
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1
4

2
0
2
3
/1

2
/1

9
6
0
～

7
0
台

男
性

大
友

・
1
1
/2

0
発

行
の

公
民

館
だ

よ
り

は
あ

る

か
？

文
化

祭
に

出
演

し
た

グ
ル

ー
プ

で
、

近
所

の
方

は
既

に
貰

っ
て

い
る

そ
う

。

・
1
2
月

号
の

こ
と

と
思

い
ま

す
。

ラ
ッ

ク
を

案
内

、
実

物
裏

面
の

文
化

祭
写

真
を

確
認

の
上

、
５

部
を

お
渡

し
。

1
5

2
0
2
3
/1

2
/2

1

【
来

館
】

「
こ

ど
も

こ
こ

ろ
の

自
由

」

代
表

者
様

大
友

活
動

で
来

館
。

①
公

民
館

の
パ

ブ
コ

メ
用

紙
を

5
0
～

1
0
0

部
、

本
日

の
活

動
終

了
ま

で
に

ほ
し

い
。

最
後

の
記

入
用

紙
だ

け
で

良
い

。
本

日
活

動
の

メ
ン

バ
ー

な
ど

に
配

り
た

い
。

②
設

置
場

所
に

、
「

高
齢

福
祉

室
」

の
パ

ブ
コ

メ
の

様
に

説
明

書
き

を
つ

け
て

ほ
し

い
。

①
吹

田
市

か
ら

預
か

っ
て

い
る

資
料

の
た

め
、

部
数

は
そ

こ
ま

で
な

し
。

本
来

直
接

電
話

し
て

頂
く

の
で

す
が

、
一

旦
、

吹
田

市
に

確
認

し
ま

す
。

②
ご

意
見

お
伝

え
し

ま
す

が
、

そ
ち

ら
も

連
絡

は
直

接
ま

な
び

さ
ん

に
お

願
い

し
ま

す
。

ま
な

び
の

支
援

課
に

電
話

。
当

日
出

勤
の

松
室

館
長

に
、

ま
な

び
の

支
援

課
が

印
刷

依
頼

。
申

し
出

と
松

室
館

長
判

断
で

、

「
要

旨
と

記
入

用
紙

」
2
枚

の
5
0
部

を
お

渡
し

。

1
6

2
0
2
3
/1

2
/2

5

【
来

館
】

「
気

功
体

操
同

好
会

」

代
表

者

松
村

・
今

ま
で

は
ジ

ョ
イ

ン
ト

マ
ッ

ト
は

表
面

が
裏

側
に

つ
か

な
い

よ
う

に
表

面
を

合
わ

せ
た

状
態

で
重

ね
て

い
た

が
、

最
近

は
表

裏
の

関
係

な
く

重
ね

ら
れ

て
い

る
。

使
用

す
る

表
面

に
上

の
マ

ッ
ト

の
裏

側
が

つ
い

て
い

る
の

で
使

用
す

る
際

の
片

付
け

な

ど
、

し
っ

か
り

や
っ

て
ほ

し
い

。

・
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。

・
並

び
が

お
か

し
か

っ
た

と
こ

ろ
を

修

正
。

部
屋

内
の

表
示

と
ジ

ョ
イ

ン
ト

マ
ッ

ト
を

使
用

す
る

グ
ル

ー
プ

へ
の

声
掛

け
を

検
討

。
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1
7

2
0
2
3
/1

2
/2

7

【
電

話
】

千
里

シ
ン

グ
ア

カ
デ

ミ
ー

大
友

（
代

表
者

・
講

師
は

別
の

方
）

①
2
0
2
4
年

度
の

定
期

申
込

書
に

つ
い

て
。

1
2
/1

0
に

用
紙

受
け

取
っ

た
が

、
講

師
よ

り
「

吹
田

市
よ

り
同

じ
用

紙
を

受
け

取
っ

た
、

既
に

郵
送

済
み

」
と

言
わ

れ

た
。

た
だ

し
、

講
師

は
他

の
公

民
館

も
利

用
し

て
お

り
、

北
千

里
も

含
め

て
複

数
の

提
出

を
行

っ
た

。

①
北

千
里

の
2
0
2
4
年

度
定

期
用

紙
は

北

千
里

公
民

館
窓

口
（

指
定

管
理

者
）

以
外

で
は

渡
し

て
い

な
い

別
の

用
紙

と
思

わ
れ

る
。

⇒
納

得
さ

れ
ず

、
以

下
を

市
役

所
に

き
い

て
ほ

し
い

と
希

望
。

・
次

年
度

定
期

利
用

の
用

紙
を

吹
田

市
か

ら
送

っ
て

い
な

い
か

。

・
送

っ
て

い
た

ら
、

「
千

里
シ

ン
グ

ア
カ

デ
ミ

ー
」

返
送

分
が

吹
田

市
に

届
い

て
い

な
い

か
。

②
①

の
話

の
過

程
で

、
代

表
者

が
5
月

に

変
更

に
な

っ
て

い
る

旨
お

伝
え

。
（

代
表

者
と

の
連

携
確

認
）

⇒
認

識
違

い
が

あ
っ

た
よ

う
で

、
諸

々
の

お
尋

ね
が

あ
っ

た
。

こ
ち

ら
か

ら
変

更
依

頼
す

る
こ

と
は

な
い

の
で

、
お

っ
し

ゃ
た

方
は

前
の

代
表

者
で

あ
る

こ
と

と
お

伝
え

。

①
ま

な
び

の
支

援
課

に
連

絡
。

「
吹

田
市

生
涯

学
習

登
録

延
長

書
？

｝
と

い
っ

た
名

前
の

用
紙

は
ま

な
び

の
支

援
課

か
ら

送
っ

て
お

り
、

「
千

里
～

」
の

講
師

が
「

代
表

者
」

印
を

押
し

て
受

領
済

み
。

・
次

年
度

定
期

利
用

の
用

紙
は

直
営

館
は

1
月

以
降

に
配

布
す

る
。

「
サ

ー
ク

ル
ネ

ッ
ト

」
の

用
紙

を
配

布
し

て
い

る
。

そ
れ

と
勘

違
い

の
可

能
性

。

「
千

里
シ

ン
グ

ア
カ

デ
ミ

ー
」

の
返

信
は

ま
な

び
の

支
援

課
に

届
い

て
い

る
。

・
講

師
の

方
が

返
送

さ
れ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

代
表

者
主

体
で

し
て

頂
い

て
い

る
か

を
確

認
す

る
。

⇒
2
0
2
4
年

度
定

期

用
紙

受
け

取
り

時
に

注
意

。
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令和６年（2024 年）1 月度まちなかリビング北千里月間事業報告書（北千里地区公民館部分抜粋） 

 

ア． まちなかリビング北千里の利用状況 

 

 

イ． 管理運営に係る実績 

（３） 公民館運営事業 

  ① 設備について 

    ・１０日１７日２４日３１日 公民館担当者による日報作成検証 

    ・８日１５日２２日２９日 公民館サイネージデータ作成 

    ・９日１６日２３日３０日 公民館サイネージデータ更新作業 

  ② 市主催事業について 

・１５日開始  主催行事受付補助（不在時対応） 

    ・１１日１７日２４日３１日  公民館館長との定期ミーティング（大友） 

    ・２４日  公民館企画運営委員会出席（大友） 

 （123） 

(人)
うち児童セ

ンター

（人）

うち公民館

（人）

うち図書館

（人）

1月1日 (月) 0

1月2日 (火) 0

1月3日 (水) 0

1月4日 (木) 0

1月5日 (金) 晴 1,247 278 43 926 8

1月6日 (土) 晴 1,337 329 80 928 8

1月7日 (日) 晴 1,310 346 31 933 12

1月8日 (月) 晴 1,236 358 71 807 17

1月9日 (火) 晴 878 173 20 685 5

1月10日 (水) 曇り 785 148 85 552 5

1月11日 (木) 曇り 902 135 120 647 6

1月12日 (金) 晴 772 104 94 574 4

1月13日 (土) 晴 1,210 357 83 770 17

1月14日 (日) 晴 1,255 430 116 709 16

1月15日 (月) 曇り 750 92 76 582 6

1月16日 (火) 晴 720 115 39 566 6

1月17日 (水) 晴 892 149 95 648 3

1月18日 (木) 雨 674 104 107 463 4

1月19日 (金) 曇り 1,024 164 131 729 5

1月20日 (土) 雨 1,370 365 80 925 13

1月21日 (日) 雨 1,379 458 56 865 14

1月22日 (月) 晴 964 154 139 671 8

1月23日 (火) 晴 830 166 30 634 11

1月24日 (水) 晴 875 216 101 558 10

1月25日 (木) 晴 943 198 151 594 18

1月26日 (金) 晴 989 219 178 592 14

1月27日 (土) 曇り 1,164 369 57 738 16

1月28日 (日) 晴 1,536 456 118 962 30

1月29日 (月) 晴 281 111 15 155 0

1月30日 (火) 0 0

1月31日 (水) 曇り 319 159 52 108 0

25,642 6,153 2,168 17,321 256

図書館蔵書点検・館内整理日

図書館蔵書点検

図書館蔵書点検

公民館休館日

公民館休館日

特記事項

年末年始休館日

年末年始休館日

年末年始休館日

年末年始休館日

公民館休館日

新規登録日付 曜日 天気

入館者数
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 ③ 公民館貸室業務 

    業務内容：公民館日報で集計、集計表をまなびの支援課に報告済み 

 

    ・毎日 web貸室申し込み状況の確認 （１７件） 

    ・随時 グループ活動の支援としてグループ紹介や会員募集等のポスターを募集し、ポスターを２階 

北側階段前に掲示した。 

 

エ. 主催事業に係る実績 

１．まちなかリビング北千里 

（１） 「まちきた学びの親子アトリエ 子育て応援コース」 

     第４回 「病気やけがの際のホームケア、ベビーマッサージ勉強会」  

１月２８日（日）１４時～１６時 参加者 ８組２２名 

病気やけがの時の家庭でのお世話やオイルを使用しないベビーマッサージを学び、父親の子育ての 

かかわり方を深める講座 

未就学児の親に役立つ情報を提供し、お父さん同士の交流を図る機会を設けた 

 

カ. 利用者からの意見、要望に対する事項 

まちなかリビング北千里についてのご意見  １０件  別添 【カー１】 

北千里地区公民館についてのご意見 １３件  別添 【カー２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（124） 

単位：件 単位：件

2023年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

申込件数 13 7 13 6 15 10 8 9 12 17 110
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（125） 

【
カ

ー
1

】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

1
2

0
2

4
/
1

/
8

【
来

館
】

1
0

代
女

の
子

上
村

・
自

販
機

で
飲

料
を

買
っ

た
が

同
じ

も
の

が

2
本

出
て

き
た

。
1

回
ボ

タ
ン

を
押

し
た

つ
も

り
だ

が
、
も

し
か

し
た

ら
2

回
押

し
た

か
も

。

・
1

回
し

か
ボ

タ
ン

を
押

し
て

い
な

い
場

合
は

対
応

を
検

討
す

る
（
業

者
に

連
絡

し
て

頂
く

こ
と

に
な

る
）
た

だ
、
2

回
か

も
し

れ
な

い
な

ら
対

応
は

難
し

い
。
⇒

ご
本

人
も

納
得

の

上
、
2

本
お

持
ち

帰
り

さ
れ

た
。

2
2

0
2

4
/
1

/
9

【
来

館
】

高
校

生
男

子

5
ｰ
6

人

大
友

・
「
本

の
滝

」
階

段
を

登
り

切
っ

た
2

階
の

と

こ
ろ

で
滞

留
し

て
い

た
た

め
、
注

意
し

た
。

「
そ

の
場

所
は

通
行

の
邪

魔
に

な
り

危
険

で

す
」

⇒
「
そ

う
で

す
ね

」
と

移
動

。

3
2

0
2

4
/
1

/
1

1
【
来

館
】

6
0

-
7

0
代

女
性

田
中

・
駅

か
ら

ま
ち

な
か

リ
ビ

ン
グ

北
千

里
ま

で

ベ
ビ

ー
カ

ー
を

押
し

て
い

て
、
段

差
で

は
持

ち
上

げ
な

が
ら

来
て

い
る

様
子

を
よ

く
見

る
。

駅
に

エ
レ

ベ
ー

タ
へ

の
行

き
方

が
分

か
る

よ

う
に

表
示

を
し

て
は

ど
う

か
。

・
そ

の
よ

う
な

声
が

あ
っ

た
こ

と
を

お
伝

え
し

て
お

き
ま

す
。

・
順

路
を

確
認

。
ロ

ー
タ

リ
ー

を
左

に
曲

が

り
、
ま

っ
す

ぐ
行

く
道

に
は

吹
田

市
の

設
置

し

た
表

示
あ

り
。
途

中
の

イ
オ

ン
の

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

付
近

に
も

表
示

は
あ

る
が

、
見

え
に

く

い
と

い
う

こ
と

か
。

4
2

0
2

4
/
1

/
1

7
【
来

館
】

8
0

代
女

性
川

元

・
車

イ
ス

の
席

で
ヤ

ク
ル

ト
を

飲
ん

で
も

い
い

か
。
（
車

い
す

利
用

で
は

な
い

が
杖

を
突

か

れ
て

い
る

方
）

・
飲

料
等

は
ホ

ー
ル

や
雑

誌
前

の
閲

覧
室

で
お

願
い

し
ま

す
と

お
伝

え
し

ご
案

内
し

た
。

5
2

0
2

4
/
1

/
1

7
【
来

館
】

5
0

代
女

性
大

友
・
（
1

階
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
の

）
ブ

ラ
イ

ン
ド

を
も

っ

と
下

げ
て

頂
け

な
い

で
し

ょ
う

か
。

・
申

し
訳

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
ブ

ラ
イ

ン
ド

は
今

以
上

は
下

が
り

ま
せ

ん
。

ま
ち

な
か

リ
ビ

ン
グ

北
千

里
問

合
せ

　
2

0
2

4
年

1
月
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（126） 

6
2

0
2

4
/
1

/
1

7
【
来

館
】

7
0

代
男

性
大

友

①
横

の
空

地
は

何
が

で
き

る

②
な

ぜ
、
詳

細
不

明
な

の
か

、
お

か
し

い
。

③
高

層
施

設
は

も
う

い
ら

ん
。
高

層
ビ

ル
も

い
ら

な
い

。

①
詳

細
不

明
だ

が
、
複

合
施

設
と

聞
い

て

い
る

。

②
総

括
責

任
者

に
確

認
⇒

業
者

の
入

札
な

ど
が

す
ん

で
か

ら
で

な
い

と
、
事

業
者

は
発

表
に

な
ら

な
い

。

③
共

感
を

示
し

た
。

7
2

0
2

4
/
1

/
2

6

【
電

話
】

千
一

地
区

人
権

協
議

会

桒
田

・
施

設
見

学
希

望
。
～

3
月

末
ま

で
に

。
後

日

希
望

日
を

連
絡

す
る

。
・
了

解
し

ま
し

た
。

8
2

0
2

4
/
1

/
2

6
【
来

館
】

5
0

代
男

性
大

友
・
予

約
棚

、
背

の
高

い
本

を
横

置
き

す
る

と

き
、
背

を
上

に
し

な
い

の
か

？

・
背

が
上

だ
と

予
約

レ
シ

ー
ト

が
落

ち
て

し
ま

う
た

め
、
背

を
上

に
し

て
い

る
旨

を
説

明
。
タ

イ
ト

ル
が

見
え

に
く

く
な

る
の

は
、
申

し
訳

な

い
。

⇒
了

解
。
納

得
さ

れ
退

館
さ

れ
た

。

9
2

0
2

4
/
1

/
2

8

【
来

館
】

3
0

-
4

0
代

の
男

性 （
２

人
の

子
ど

も

連
れ

）

望
月

・
自

動
販

売
機

で
買

っ
た

缶
ゴ

ミ
を

捨
て

る

ゴ
ミ

箱
は

あ
る

か
。

・
申

し
訳

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
館

内
に

ゴ
ミ

箱
は

設
置

し
て

お
り

ま
せ

ん
が

、
今

回
は

こ
ち

ら

で
捨

て
て

お
き

ま
す

。

⇒
ジ

ュ
ー

ス
の

自
動

販
売

機
置

い
て

ん
の

に
、
ゴ

ミ
箱

置
い

て
へ

ん
と

か
お

か
し

い
。

1
0

2
0

2
4

/
1

/
2

9
,3

1
【
来

館
】

老
若

男
女

鎌
田

大
友

望
月

他

・
1

/
2

9
～

3
1

　
図

書
館

蔵
書

点
検

。
2

9
、

3
1

日
は

公
民

館
と

児
童

セ
ン

タ
ー

は
開

館
。
図

書
館

が
開

館
と

思
い

、
正

面
入

口
か

ら
来

館
さ

れ
る

利
用

者
多

数
。

・
3

日
間

蔵
書

点
検

の
た

め
、
公

民
館

と
児

童
セ

ン
タ

ー
ご

利
用

の
み

と
な

る
こ

と
を

、
都

度
伝

え
た

。
テ

ラ
ス

な
ど

は
利

用
不

可
、
Ⅰ

階
入

り
口

付
近

の
ト

イ
レ

利
用

は
ご

案
内

し

た
。
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（127） 

【
カ

ー
2

】

日
付

グ
ル

ー
プ

名
受

付
者

問
い

合
わ

せ
内

容
回

答
処

理

1
2

0
2

4
/
1

/
6

【
来

館
】

楽
し

い
体

操
に

来
ら

れ
た

男
性

8
0

代

大
友

・
体

操
の

講
座

に
男

性
が

少
な

い
。

・
男

性
が

来
る

講
座

は
な

い
か

。

・
主

催
講

座
は

体
操

２
回

の
み

。

・
公

民
館

活
動

の
チ

ラ
シ

紹
介

。
⇒

体
操

部

分
の

コ
ピ

ー
を

取
ら

れ
た

。

2
2

0
2

4
/
1

/
6

【
来

館
】

北
千

里
拓

本
ク

ラ
ブ

7
0

代
男

性

大
友

①
公

民
館

が
全

部
民

営
に

な
る

と
い

う
の

は
本

当
か

。
知

人
か

ら
1

/
5

電
話

を
も

ら
っ

た
。

②
パ

ブ
コ

メ
説

明
用

紙
2

ペ
ー

ジ
目

の
「
公

民
館

業
務

～
指

定
管

理
者

」
の

文
面

を
さ

し

て
、
「
吹

田
の

他
の

公
民

館
も

す
べ

て
民

営

に
す

る
」
と

い
う

こ
と

で
は

な
い

の
か

、
と

お

尋
ね

。

普
段

か
ら

公
民

館
貸

室
利

用
さ

れ
て

い
る

方
。
好

意
的

な
対

応
。

①
パ

ブ
コ

メ
の

こ
と

で
し

ょ
う

か
。
設

置
場

所

を
案

内
。
（
～

1
/
1

0
ま

で
）

②
こ

ち
ら

で
お

答
え

し
か

ね
る

の
で

、
直

接

ま
な

び
の

支
援

課
に

お
問

い
合

わ
せ

お
願

い
し

ま
す

。

⇒
今

ま
で

は
基

本
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

し
て

い

た
も

の
な

の
で

、
ど

ち
ら

か
と

い
う

と
反

対
で

あ
る

と
お

っ
し

ゃ
っ

た
。

3
2

0
2

4
/
1

/
8

【
来

館
】

シ
ャ

ン
ソ

ン
グ

ル
ー

プ
シ

ャ
ン

テ

ジ
ョ

ア

永
田

＜
公

民
館

使
用

報
告

書
感

想
欄

よ
り

＞

・
1

つ
の

机
が

飲
食

の
後

の
様

に
非

常
に

汚

れ
て

い
た

。

・
イ

ス
が

あ
と

5
ｰ
6

脚
ほ

ど
使

え
れ

ば
い

い

の
で

す
が

、
ど

う
で

し
ょ

う
か

。
増

や
し

て
も

ら
え

ま
せ

ん
か

。
ト

ー
タ

ル
で

2
6

-
2

7
脚

欲

し
い

で
す

。
以

前
は

あ
っ

た
の

で
す

が
、
よ

ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
今

年
初

の
シ

ャ
ン

ソ
ン

を
は

じ
め

、
楽

し
か

っ
た

で
す

。

・
椅

子
の

数
に

つ
い

て
は

、
検

討
し

ま
す

。
た

だ
、
椅

子
が

多
数

で
て

い
る

と
、
部

屋
が

せ

ま
く

な
る

の
で

不
便

と
い

う
ご

意
見

も
頂

い

て
こ

と
が

あ
る

。
狭

く
な

る
の

は
構

い
ま

せ
ん

か
。

⇒
良

い
。

⇒
ご

意
見

、
検

討
い

た
し

ま
す

。

総
括

責
任

者
に

相
談

。
部

屋
の

広
さ

確
保

も
必

要
で

あ
る

が
、
3

0
台

程
度

の
利

用
は

あ
る

程
度

あ
る

。

⇒
部

屋
に

設
置

し
て

お
く

基
本

数
を

3
0

に

変
更

。

ま
ち

な
か

リ
ビ

ン
グ

北
千

里
問

合
せ

　
2

0
2

4
年

1
月
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4
2

0
2

4
/
1

/
1

0

【
来

館
】

グ
レ

ー
ス

手
芸

部 メ
ン

バ
ー

様

田
中

＜
公

民
館

使
用

報
告

書
感

想
欄

＞
よ

り

・
机

の
キ

ズ
が

気
に

な
り

ま
し

た
。

・
会

議
室

5
を

利
用

。
後

日
、
状

態
確

認
し

倉
庫

の
予

備
の

机
と

入
れ

替
え

た
。

5
2

0
2

4
/
1

/
1

0

【
来

館
】

や
さ

し
い

ヨ
ー

ガ

と
正

食
の

集
い

メ
ン

バ
ー

様

警
備

＜
公

民
館

使
用

報
告

書
感

想
欄

＞
よ

り

・
2

0
 時

で
空

調
は

自
動

的
に

消
さ

れ
る

の

で
し

ょ
う

か
。
と

て
も

寒
く

な
っ

た
の

で
空

調

を
入

れ
ま

し
た

。

・
ス

タ
ッ

フ
の

操
作

ミ
ス

と
思

わ
れ

た
め

、
当

該
ス

タ
ッ

フ
に

確
認

。
図

書
館

閉
館

の
2

0

時
に

フ
ロ

ア
の

空
調

を
落

と
す

際
、
誤

っ
て

使
用

中
貸

室
の

空
調

も
落

と
し

て
い

た
こ

と

が
分

か
っ

た
。

⇒
グ

ル
ー

プ
代

表
者

に
お

詫
び

の
電

話
を

入
れ

た
。

・
ス

タ
ッ

フ
全

体
に

閉
館

時
の

空
調

操
作

に

つ
い

て
、
注

意
点

を
周

知
。

6
2

0
2

4
/
1

/
1

5
【
電

話
】

6
0

代
女

性

野
本

⇒
大

友

①
（
普

段
公

民
館

で
活

動
し

て
い

な
い

団

体
）
。
活

動
の

発
表

会
を

し
た

い
が

、
可

能

か
。

②
メ

イ
シ

ア
タ

ー
以

外
で

、
他

に
活

動
で

き

る
場

所
は

あ
る

か
。

①
・
練

習
（
活

動
）
は

公
民

館
の

資
格

条
件

を
み

た
せ

ば
可

能
で

あ
る

が
、
発

表
会

は
不

可
。

・
活

動
グ

ル
ー

プ
の

発
表

は
あ

る
か

⇒
「
文

化
祭

」
を

発
表

と
位

置
づ

け
。

②
個

別
に

施
設

に
聞

い
て

頂
く

こ
と

に
な

る
。
た

だ
し

、
「
公

民
館

」
と

「
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー
」
や

「
市

民
ホ

ー
ル

」
等

が

あ
り

、
前

者
は

難
し

い
可

能
性

が
高

い
。

7
2

0
2

4
/
1

/
1

9

【
来

館
】

出
囃

子
研

究
会

阿
波

踊
り

を
楽

し

む
会

望
月

・
貸

室
利

用
の

際
に

提
出

す
る

「
公

民
館

使

用
報

告
書

に
つ

い
て

（
お

願
い

）
」
用

紙
の

「
使

用
室

名
」
と

「
集

会
名

」
の

記
入

欄
が

小
さ

く
て

書
き

に
く

い
。
大

き
く

し
て

欲
し

い
。

・
検

討
し

ま
す

。
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8
2

0
2

4
/
1

/
2

1

【
来

館
】

7
0

代
女

性

（
表

装
サ

ー
ク

ル
）

グ
ル

ー
プ

説
明

会

大
友

・
公

民
館

活
動

内
容

に
制

限
は

な
い

の
か

。

周
り

の
グ

ル
ー

プ
と

違
う

感
じ

の
方

が
い

る
。
講

師
活

動
を

他
の

自
治

体
で

も
さ

れ
て

い
る

。
他

の
グ

ル
ー

プ
さ

ん
も

言
っ

て
い

る
。

・
公

民
館

は
社

会
教

育
の

場
。

　
講

師
の

教
室

利
用

は
不

可
。

　
サ

ー
ク

ル
活

動
主

体
で

講
師

が
謝

礼
程

度
で

あ
れ

ば
可

能
。

・
申

請
さ

れ
た

も
の

を
信

じ
る

の
で

、
申

請
内

容
で

確
認

し
て

い
る

。

・
何

か
気

に
な

る
グ

ル
ー

プ
が

あ
っ

た
か

。

⇒
「
己

書
天

海
晴

明
マ

リ
ア

レ
イ

道
場

」
の

映
像

を
ス

マ
ホ

で
見

せ
ら

れ
た

。

→
確

認
し

て
み

ま
す

。
総

括
責

任
者

に
報

告
。

9
2

0
2

4
/
1

/
2

2

【
来

館
】

千
里

ニ
ュ

ー
タ

ウ

ン
9

条
の

会

浅
川

・
（
グ

ル
ー

プ
活

動
時

の
申

し
出

）
視

聴
覚

室
で

D
V

D
を

見
た

い
が

ス
ク

リ
ー

ン
に

出
な

い
。

　
※

普
段

、
別

の
お

部
屋

を
ご

利
用

の
方

。

・
A

V
ラ

ッ
ク

の
C

D
の

と
こ

ろ
に

D
V

D
を

入

れ
て

い
た

為
、
ブ

ル
ー

レ
イ

の
場

所
を

案
内

。

・
デ

ジ
タ

ル
リ

ン
ク

を
押

し
て

無
事

に
解

決
。

　
⇒

操
作

ガ
イ

ド
を

置
い

て
ほ

し
い

。
D

V
D

の

入
れ

る
場

所
に

表
示

を
付

け
て

ほ
し

い
。

・
ガ

イ
ド

と
表

示
に

つ
い

て
、
検

討
し

ま
す

。

1
0

2
0

2
4

/
1

/
2

2

【
来

館
】

シ
ャ

ン
ソ

ン
グ

ル
ー

プ
シ

ャ
ン

テ

ジ
ョ

ア

鎌
田

＜
公

民
館

使
用

報
告

書
感

想
欄

＞
よ

り

・
部

屋
の

使
い

方
に

つ
い

て
1

1
月

に
公

民

館
よ

り
注

意
を

受
け

た
事

が
伝

え
ら

れ
た

。

み
ん

な
で

気
づ

い
た

事
は

な
お

し
て

行
き

た

い
と

思
う

。
北

千
里

の
立

派
な

公
民

館
を

み

ん
な

で
大

切
に

し
て

行
き

た
い

と
思

っ
た

。

9
月

に
視

聴
覚

室
の

カ
ー

テ
ン

を
全

開
に

し

て
使

用
し

て
い

た
た

め
、
近

隣
マ

ン
シ

ョ
ン

か

ら
苦

情
が

あ
り

注
意

し
た

件
と

思
わ

れ
る

。

1
1

2
0

2
4

/
1

/
2

6

【
来

館
】

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

健

康
体

操

6
0

代
女

性

大
友

現
在

、
会

1
・
２

で
活

動
中

。

・
ジ

ョ
イ

ン
ト

マ
ッ

ト
使

い
た

い
。
今

ま
で

コ
ロ

ナ
の

事
が

あ
り

、
控

え
て

い
た

。

・
今

日
使

っ
て

良
い

か
。

・
今

後
希

望
の

場
合

、
ど

う
し

た
ら

良
い

か
。

・
部

屋
に

設
置

さ
れ

て
い

る
も

の
を

ご
利

用

い
た

だ
け

ま
す

。

　
今

後
は

申
請

書
の

使
用

備
品

欄
に

「
マ

ッ

ト
」
と

記
入

を
お

願
い

し
ま

す
。

・
R

6
年

度
　
定

期
の

用
紙

　
「
申

込
書

」
の

備
考

欄
に

「
マ

ッ
ト

」

　
「
ア

ン
ケ

ー
ト

」
の

第
1

～
３

希
望

欄
の

「
マ

ッ
ト

」
に

〇
。

・
そ

の
後

、
会

1
～

２
に

出
向

き
、
マ

ッ
ト

の
裏

表
と

カ
ー

ト
へ

の
重

ね
方

を
実

地
で

お
伝

え
。
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1
2

2
0

2
4

/
1

/
2

6

【
来

館
】

北
大

阪
写

真
ク

ラ
ブ

大
友

・
（
貸

室
利

用
時

）
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

に
油

性

の
汚

れ
が

あ
る

。
・
使

用
終

了
時

に
対

応
し

ま
す

。
・
ア

ル
コ

ー
ル

で
ふ

き
取

り
。

1
3

2
0

2
4

/
1

/
2

8
【
来

館
】

遊
墨

会
望

月

①
陶

芸
窯

室
の

鍵
を

貸
し

て
ほ

し
い

。
部

屋

の
前

に
貼

る
グ

ル
ー

プ
の

ボ
ー

ド
を

置
い

て

帰
っ

て
い

る
。

②
い

つ
も

掃
除

機
を

渡
さ

れ
る

け
れ

ど
、
汚

さ
な

い
か

ら
い

ら
な

い
。
（
工

作
室

）

①
申

し
訳

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
陶

芸
窯

室
を

ご

利
用

で
な

い
グ

ル
ー

プ
に

は
鍵

を
お

渡
し

す
る

こ
と

は
出

来
か

ね
ま

す
。
部

屋
の

前
に

貼
る

案
内

板
の

表
示

に
つ

い
て

は
そ

の
都

度
お

持
ち

頂
い

て
い

ま
す

。
今

回
は

一
緒

に

行
っ

て
鍵

を
開

け
ま

す
ね

。

②
他

の
お

部
屋

は
シ

ー
ト

状
の

モ
ッ

プ
を

置

い
て

い
ま

す
が

、
工

作
室

に
は

モ
ッ

プ
の

み

置
い

て
い

ま
す

の
で

、
合

わ
せ

て
掃

除
機

も

お
貸

し
し

て
い

ま
す

。
掃

除
用

具
に

つ
い

て

は
ご

意
見

を
参

考
に

検
討

致
し

ま
す

。
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団
員
数

入
団
数

退
団
数

団
員
数

入
団
数

退
団
数

団
員
数

入
団
数

退
団
数

団
員
数

入
団
数

退
団
数

団
員
数

入
団
数

退
団
数

団
本
部

6
0

3
6

0
1

5
0

0
5

0
1

6
0

1

吹
一
分
団

2
0

1
3

1
8

2
1

1
8

0
0

1
8

2
0

2
0

0
2

吹
三
分
団

1
7

0
0

1
7

0
1

1
6

1
3

1
4

0
0

1
6

2
1

千
一
分
団

1
8

1
2

1
6

1
0

1
6

1
0

1
7

0
1

1
6

2
1

吹
二
分
団

1
7

0
1

1
6

1
2

1
5

0
0

1
5

0
1

1
4

2
1

千
二
分
団
（春
日
班
含
む
）

2
4

0
1

2
4

2
2

2
4

1
1

2
4

0
0

2
5

3
2

豊
津
分
団

2
1

1
1

1
9

1
1

1
9

1
1

1
9

1
0

2
1

1
3

岸
部
分
団

8
0

0
8

0
0

8
0

0
8

0
0

7
0

0

山
田
分
団
（別
所
班
含
む
）

3
2

4
2

3
4

1
0

3
5

2
2

3
5

0
5

2
9

0
0

千
里
丘
分
団

1
6

2
2

1
6

0
1

1
5

1
1

1
6

3
3

1
5

1
1

合
　
　
計

1
7
9

9
1
5

1
7
4

8
9

1
7
1

7
8

1
7
1

6
1
1

1
6
9

1
1

1
2

※
団
員
数
は
、
各
年
度
4
月
1
日
の
人
数
で
あ
り
、
入
団
数
、
退
団
数
は
各
年
度
の
合
計
を
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
差
し
引
き
と
団
員
数
合
計
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

議
案
第
１
８
号
参
考
資
料
　

消
防
本
部
総
務
予
防
室
　

過
去
５
年
間
の
各
消
防
団
の
団
員
数
と
入
団
、
退
団
の
状
況

（
単
位
：
人
）

分
団
名

平
成
3
0
年
度

（2
0
1
8
年
度
）

令
和
元
年
度

（
2
0
1
9
年
度
）

令
和
2
年
度

（2
0
2
0
年
度
）

令
和
3
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）

令
和
4
年
度

（
2
0
2
2
年
度
）

 351 



 352 



(
 
1 
) 

議
案
第
２
６
号
参
考
資
料

 

消
防
本
部
指
令
情
報
室

 

 

北
大
阪
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制
に
つ
い
て

 

 

平
 
常

 
時

 
大

 
規

 
模

 
災

 
害

 
時

 

 

１
 
職
員
体
制

 

 
 
指
令
員
１
４
人

 

  ２
 
１
１
９
番
受
信
体
制

 

 
 

 
指
令
台
１
０
台

 

 
 

 
 ３
 
情
報
伝
達
体
制

 

 
 
５
市
の
消
防
本
部
（
局
）
及
び
消
防
署
に
設
置
す
る
災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ

 

ム
と
連
携
し
、
指
令
セ
ン
タ
ー
の
情
報
を
共
有
し
ま
す
。

 

 ※
災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

 

指
令
セ
ン
タ
ー
と
各
消
防
本
部
（
局
）
、
消
防
署
と
接
続
し
、
現
在
の

 

災
害
事
案
状
況
、
車
両
状
況
等
の
情
報
共
有
機
能
を
有
す
る
シ
ス
テ
ム
で

 

す
。

 

 

１
 
職
員
体
制

 

 
 
非
常
招
集
体
制
に
移
行
し
規
模
に
応
じ
た
数
の
指
令
員
が
参
集
し
ま
す
。

 

 
 
※
最
大
４
９
人

 

 ２
 
１
１
９
番
受
信
体
制

 

 
 

 
指
令
台
２
０
台

 

 
 

 
※
輻
輳
モ
ー
ド
に
変
更
し
ま
す
。

 

 
 

 
３

 
情
報
伝
達
体
制

 

 
 

 
災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
情
報
の
共
有
の
ほ
か
、
５
市
の
消
防

 

本
部
（
局
）
に
設
置
す
る
作
戦
室
用
指
令
台
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
ま
す
。

 

  
 

 
※
作
戦
室
用
指
令
台
シ
ス
テ
ム

 

 
 

 
 

 
指
令
セ
ン
タ
ー
と
各
消
防
本
部
（
局
）
の
警
防
作
戦
室
と
連
携
し
、

 

出
動
車
両
の
追
加
、
事
案
情
報
の
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

 

 

 353 






